































































































覇剣の皇姫アルティーナⅧ











著者　むらさきゆきや

イラスト　himesuz


















電子版　ファミ通文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。


















　　目次




これまでのあらすじ

序　章　戦、終えて

第一章　崩御の報

第二章　天の川

第三章　ファンリィーヌ

幕　間

終　章　流れ星の出会い

覇剣の皇姫アルティーナの世界

あとがき

























































[image: ]




　レジス・オーリックは軍人にもかかわらず剣も乗馬も苦手で、いつも本ばかり読んでいる青年だった。

　左さ遷せんされた北の辺へん境きようで出会った赤せき髪はつ紅こう瞳どうの少女は、ベルガリア帝国第四皇女マリー・カトル・アルジェンティーナ・ドゥ・ベルガリア。愛あい称しようをアルティーナといった。

　彼女は平民出身の母親を持つがゆえに宮廷で疎うとんじられ、まだ十四歳で皇女にもかかわらず最前線の司令官に任命されてしまう。しかし、その境きよう遇ぐうを嘆なげくことなく、むしろ圧政に苦しむ民衆のために、ベルガリア帝国を変えようと立ちあがる。

「あたしは皇帝になる。あなたの叡えい智ちが必要なの」

　彼女は英雄ジェロームと決闘し、その実力を示した。レジスは自信を持てないままではあったが……アルティーナの軍師になることを約束するのだった。

　レジスは過去に本で読んだ策を用いて、砦に攻めてきた蛮ばん族ぞくを逆に味方につけ、難なん攻こう不ふ落らくのヴォルクス要よう塞さいを陥かん落らくせしめ、辺境連隊の評価と戦力を高めていく。

　四月、建国記念祭に呼ばれ、アルティーナは宮廷ル・ブラヌへと帰き還かんする。

　レジスは知略を尽くし、第二皇子ラトレイユの策さく謀ぼうを退け、妹フェリシア扮する第一皇子オーギュストを継けい承しよう権けん放棄へと追いこむ。アルティーナを有力な次期皇帝候補者へと押し上げるのだった。




　帝国歴八五一年四月二十三日――

　ベルガリア帝国は、ハイブリタニア王国から宣戦布告を受ける。

　同調して北からヴァーデン大公国が、ヴォルクス要塞へと来らい襲しゆうした。撃退するものの傭よう兵へい団だん《吊られた狐ルナルパンドウ》の射手により、若き騎士エリックが負傷してしまい、アルティーナの宝剣《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》は破は損そんさせられてしまう。

　後日、レジスの義ぎ兄けいである鍛か冶じ師しエンツオに宝剣の修しゆう繕ぜんを託たくすのだった。

　ラフレンジュ会戦――

　帝国第七軍は古典的な密集陣形にて突撃するが、ハイブリタニア軍の小銃と大砲により壊滅的な被害を受けてしまう。第七軍は司令官と、多くの兵士を失った。

　レジスは敵の補給線を断つことが有効であり、海戦に活路があると提言する。

　一方、帝国軍総督となった第二皇子ラトレイユだったが、傭兵王ギルベルトに奇襲を受け、目を患ってしまう。いずれ光を失うとの診断を受けるのだった。

　アルティーナは辺境連隊に西方の残存部隊を加えた帝国第四軍の司令官となる。軍師のレジスは三等文官に昇進となり、レジス・ドゥ・オーリックと名前を改められた。

　海へと出たレジスは提督代理として指揮を執る。ハイブリタニア王国《女王の艦隊クイーン・ネービー》の戦列艦は新しくて性能が優れている。

　ベルガリア帝国の艦隊は、古い帆はん船せんばかりで圧倒的に劣勢だったが、レジスは漁師たちから得た情報と、本で読んだ奇策を用いて、敵艦隊を打ち破る。

　ところが、補給物資の一部は、すでに陸路で運ばれていた。本隊に届けられてしまったら帝都陥落の危機である。

　追撃に向かった帝国第四軍。敵は傭兵王ギルベルト率いる《吊られた狐ルナルパンドウ》の精鋭と、新式小銃を装備した護衛部隊であり、場所は西ラフレンジュ丘きゆう陵りようだ。相当な被害が予想された。

　レジスは湖の水を撒いて霧きりを発生させるという大規模な策で、ハイブリタニア軍の新式小銃を無力化する。傭兵王は一ひと筋すじ縄なわではいかず、本陣を奇襲されてしまうが……改修された《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》を手にしたアルティーナが、冷静な対処で勝利する。

　ベルガリア帝国軍は、ハイブリタニア王国軍の侵攻を退けたのだ。

　国家存亡の危機にもかかわらず、享きよう楽らくにふける皇帝。その姿を目にして、とうとう、ラトレイユの怒りが激発する。手にした宝剣《帝意破軍ノ弐アルメヴイツフア・ヴオロンテ》を突き出すのだった。
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　レジスは無数の死体に囲まれていた。

　血の臭いが満ちている。

　大地が赤く染まり、そこかしこに人間の身体からだが落ちている。

　ちぎれた手が。

　半分になった頭が。

　こぼれた内臓がぶちまけられている。

　肉にく片へんを踏みつけ、赤黒いローブを纏まとい、三つ叉の槍トリデンを持った男が近づいてきた。殺気に満ちた目に気け圧おされる。

　――現れるはずがなかったのに。

　充分に策を巡らせたはず。

　策？

　僕は、なにをしたっけ？

　どんな手を打ったか、レジスは思い出すことができなかった。しかし、〝本に書いてあったように都合良くいかなかった〟という焦しよう燥そう感かんだけが胸に広がる。

　槍やりを持った男が、さらに近づいてきた。

　レジスは訳も分からず逃げだそうとする。背中を向けて駆けだす。

　つまずいて、転んだ。

　何に？

　視線を向けると、自分の足首を地面から生えた手が摑つかんでいた。

　――死体!?

　今度は手首を何者かに摑まれた。やはり死体の手だった。

　レジスは慌あわてて振り払おうとする。

　落ちていた半分になった頭が、言葉を紡つむぐ。

「どうして、あんたは、俺が死ぬような作戦を考えたんだ？」

　レジスは悲鳴をあげる。




「うわああああああああああ！」




　毛布を投げ出して、跳ねるように身体を起こす。

　臙えん脂じ色いろの布と、白色の柱が目に入る。ガラスの窓から、ゆっくりと流れる丘きゆう陵りようと青空が見えた。

　心臓が痛いくらい動どう悸きを打っている。

　ハッ、ハッ、と走ったばかりの犬みたいに小刻みな呼吸を繰り返した。

　レジスは馬車のなかで、椅子に横になって寝ていたのだった。

　向かい側の席に座っていた女性が、慌てて傍かたわらに来る。床に跪ひざまずいて、顔を覗のぞきこんできた。

「大丈夫ですか、レジスさん？」

　メイドのクラリスだった。

　まじまじと見つめてしまう。

　レジスは自分が悪夢を見たことを、どうにか理解する。

「……僕……夢を……」

「はい」

「……兵士が……言ってた……どうして、自分が死ぬような……作戦を考えたのか？」

　悪夢にうなされたのは、先日の戦いで、多くの兵士を失ったからだろう。レジスの提案した作戦により、兵士たちが死んだ。大勢の犠牲を出してしまった。

　ろくに剣も振れないレジスが、大陸最強とも謳うたわれる傭よう兵へい王おうギルベルトの殺気を間近に受けたことも影響したのかもしれない。

　犠牲者への言葉は、いくつも知っている。しかし、その全てが無意味なものにしか思えなかった。

　呼吸が落ち着かない。息をしすぎて苦しくなる。

「レジスさん……」

　クラリスが両手を伸ばしてきて、やさしくレジスの頭を抱きしめる。

　彼女の胸に顔がうずまった。

　やわらかな感触に沈む。

　トクン、トクンと彼女の心臓の音が感じられた。

　メイド服ごしに、体温が伝わってくる。まるで遠い日に失った母親のぬくもりのように……













　ふくらみに鼻や口を塞ふさがれる形になって、それが不思議と呼吸を楽にしてくれた。

　心臓の鼓こ動どうが落ち着いてくる。

　レジスは固く握りしめていた手から力を抜いた。

「はぁ……」

「落ち着きました？」

「あ、うん……あの……ありがとう」

　顔をうずめたままだったので、くぐもった声になった。

「ふふ……ちょっと、くすぐったいです」

「えっと……助けてもらっておいてなんだけど……もう大丈夫だよ？」

「お嫌でした？」

「そ、そんなことないけど！」

　という返事が妥当なのか、悩ましいところだ。

　悪夢で失われていた思考が戻ってきた――と思ったら、自分の顔がクラリスの胸にうずもれていることに、また頭が真っ白になってしまう。

　べつの意味で、心臓がドキドキしてきた。

　ぎゅう、と頭を抱きしめられて、より押しつけられる。

　エプロンを掛けても目立つくらいだから大きいなあ、とは思っていたが、本当に大きい。やわらかい。

　――いや、そんな感想を持つのは失礼なんじゃないか？　結婚したわけでもない女性を身体的な特徴で捉とらえるなんて。

　レジスの頭のなかで、ぐるぐると妙な思考が回る。

　すぐ近く。まさに密着した状態で、クラリスがささやく。

「……レジスさん、そんなに、一人で背負いこむことないんですよ？」

　彼女は自分を助けてくれようとしているのだ、と気づいた。

　精神的な重圧から。

　こんなふうに抱きしめられている理由は、ちょっとわからないけれど……

　優しさからの行動なのだろう、ということは理解できた。

「ありがとう。でも、立場があるからね」

　五等文官の頃とは違う。階級とはそういうものだ。権限と共に責任も大きくなる。

　昔は、意見を言うだけ言って、容れるかどうかは上次第だった。

　今のほうが精神的な重圧があるのは当然だ。むしろ、それを自分が感じなくなったら、よほど危険だと思う。権限を持った者が、正常な感覚を喪失したとしたら……

　抱きしめているクラリスの手が、ゆっくりとレジスの髪を梳すくように、頭をなでてくる。

「起きているときは、いっぱいがんばっているんですから……寝ているときくらい、忘れたっていいじゃありませんか？」

「足りない、と思っているんだろうね……僕は」

「がんばってますよ」

「努力はしてるつもりだけど、結果が……」

「レジスさんは上ばかり見ていますね」

「え？　そんなことを言われたのは初めてだな」

　士官学校では剣も乗馬も練習せず、ずっと本ばかり読んでいた。やる気がないダメなヤツだと何度も怒られた。テネゼ侯こう爵しやくに拾われて貴族軍に入ってからも、やっぱり本ばかり読んでいたから、上司に何度も怒ど鳴なられたものだ。

　バイルシュミット辺へん境きよう連れん隊たいに来てからも変わらない。怒られることはなくなったけれども。

　自分は向上心のない人間だ、と思っていた。

「たしかに、レジスさんは……上ばかり見ているというより、本ばかり見ているわけですが」

「はは……そうだよねえ」

「でも、誰も死なせずに勝とうなんて、それは上を見ていることになりませんか？」

「そういう考え方もあるかな？」

「失われた者への感謝と追つい悼とうは大切です。遺族への配慮も必要でしょう。けれど、レジスさん……救った人たちのことも見てくださいまし」

「忘れてるつもりは、ないんだけどね」

「本当ですか？　レジスさんのおかげで、私も、こうして生きているんですよ？」

「あ……」

　クラリスは司令官であるアルティーナ付きのメイドとして、従軍している。

　アルティーナが愛馬で行軍しているので、いつもレジスと一緒に馬車に乗っていた。

　もしも、先日の会戦に敗れていたら、兵士だけでなく、クラリスも犠牲になった可能性は高かった。

「私が生きてること、感じられました？」

「う、うん……」

　心臓の音がする。

　やわらかくて、あたたかい。

「レジスさんが守ってくださったんですよ？」

「うん……」

「だから、今は、私がレジスさんを守ってあげます」

「……ありがとう」

「悪夢から」

「うん」

「それと、姫さまから？　できるかしら？」

「……え？」

　クラリスの腕がゆるんだ。すっかり馴な染じんで溶けてしまいそうだったぬくもりから、レジスは顔をあげる。

　ほんのり頰ほおを赤くしたクラリスは、すごく綺麗な女ひ性とだと改めて思った。

　眉を寄せて苦笑している。

　その視線を追いかけて、レジスは馬車の扉のほうを見た。




　アルティーナが焼けた石のような赤い瞳ひとみで睨にらんでいる。




「なにやってんのかしら、レジス？」

　声が冷たい。悪夢のなかの傭兵王にも劣らぬ殺気を放ち、その右手は剣の柄つかを握りしめていた。

「ぼ、僕なの!?」

「悲鳴が聞こえたから来てみれば！」

　そういえば、飛び起きたときに声をあげたような気がする。

「いや、悪夢を見て……」

「幸せそうにしか見えなかったけど!?」

「誤解だよ！」

　たしかに、クラリスはやわらかくて幸せだったけれど、それを口にするほどレジスは命知らずでも考えなしでもなかった。

　クラリスがなだめるように言う。

「まあまあ、姫さま。昔、姫さまにやってあげたのと同じですよ？」

「うっ……子供の頃の話じゃないの」

「今でも、そうしたいんですけど……姫さまは逃げてしまいますからねえ」

「恥ずかしいもの！　もう大人なんだからね！」

　アルティーナが唇くちびるを尖とがらせる。

　先ほどまでの殺気は消え失せていた。

　はー……とレジスは安あん堵どのため息をつく。

　クラリスが真ま面じ目めな顔をして言う。

「レジスさんはずっと働きづめですから、お疲れで当然です。考えるお仕事ですから、頭や心がお疲れなのですよ？」

　アルティーナが思案顔になる。

「んー……まぁ、たしかに……ヴォルクス要よう塞さい防衛から、第七軍の撤退支援、エペプリエール湾海戦の代理提てい督とくに、傭兵王の追撃戦か……ずっと戦い通しね」

　今は六月四日の夕方。

　ヴォルクス要塞にヴァーデン大公国と《吊られた狐ルナルパンドウ》のフランツィスカが攻めてきたのは四月三十日のことだった。

　ほぼ一ヶ月のうちに、帝国を横断して四つの会戦に携わったことになる。

　アルティーナは肩をすくめた。

「しかも、その全部でレジスが作戦を考えてたんだもんね」

「……まぁ、それしかできないからなぁ」

　たしかに疲れてはいる。

　それは兵士たちも同じだとは思うが。

　アルティーナが申し訳なさそうな顔をした。

「あたしが、もうすこし作戦とか考えられれば、レジスの負担を少しは軽くできたかもしれないけど……」

「いや、ずいぶん助けられてるよ。ヴォルクス要塞防衛でも傭兵王との戦いでも、結局は本陣を襲撃されてる。君が並の将だったら、僕たちは何度も負けてるだろう」

「ありがと。でも剣を振ってるだけじゃ、要塞は攻略できなかったし、ハイブリタニアの《女王の艦隊クイーン・ネービー》も沈められなかったわ」

「運がよかったんだよ」

　前にも、こんな話をしたなあ、とレジスは苦笑した。

　アルティーナが尋ねてくる。

「ここじゃ、たいしたものは用意できないけど、なにか欲しいものがあったら言ってもいいのよ？」

　本が欲しい――と言いたいところだけれど、戦地にあるはずもない。

　ならば、休息が欲しかった。

　レジスだけでなく、昨日から夜通しの作戦で全員が疲ひ弊へいしきっている。

　戦闘そのものは早朝に終わったけれど、連戦で疲労が蓄ちく積せきしていた。今日一日は移動せず休養に充てることになるだろう。

　充分とは言いがたいが……

　それでも、ゆっくりしていられなかった。明日の早朝には部隊を動かさなくては。

　九日の正午までに帝都へ戻るつもりだった。

　以降のことは、まだ協議していない。

　レジスの頭のなかにはあるが、帝都の状況次第という部分もあった。

　第四軍がハイブリタニア軍の補給を阻止した報告は、六日には帝都まで届くだろう。

　おそらく敵軍は撤退するとして……

　どこに逃げるか？

　そして、ラトレイユ率いる第一軍がどう動くか？

　彼の性格からすると追撃するか？　しかし、兵たちは行きたがらないだろう。平地で戦えば反撃を受ける可能性は高い。それはラトレイユとて承知しているはず。

　いくつもの可能性を検討しつつ用意しておく必要があった。

　アルティーナが顔を近づけてくる。

　レジスは思わず身を引いてしまった。

　もともと、その美び貌ぼうが宮廷で嫉しつ妬とを買ったほどの少女だ。十五歳を迎えてからは、ますます輝きが増したように思う。

　あまり近くに来て、まっすぐに見つめられると、照れてしまって困るのだった。

「な、なんだい？」

「その顔は、ご褒ほう美びを考えてるわけじゃないわね？」

「え？　はは……欲しいものか……えっと……それじゃあ……」

「本はダメよ？」

「そりゃ、戦地だからね。うーん、喉のどが渇かわいたから水をもらおうかな？」

「褒美が水って、あたしが酷ひどい司令官みたいじゃない！　ちゃんとした報ほう償しようは後日に用意するつもりだけど、なんかないの？」

　改めて考えると難しいものだ。

　休養は欲しいが、とりあえず眠気は飛んでいる。お腹は減っているが、もうすぐ夕飯だから問題ない。こういうとき、物語だと金銭が定番だ。

　しかし、面倒くさい。

　――部隊内で金銭の授受が一つあると、僕の作る書類が三枚ほど増えるんだよなあ。

　この連戦よりも要塞に戻ってからの報告書で殺されるのではないか、とレジスは身震いした。

　ぽん！　とクラリスが手を合わせる。いいことを思いついた、という仕し草ぐさだった。

「姫さまがレジスさんに、やってあげたらいいんじゃありませんか？」

「ん？　なにを？」

「先ほど、私がしたように、です」

「はあっ!?」

　アルティーナが目を丸くして、首筋まで赤くなる。

　レジスも同じような反応をしてしまった。

「なななにを言い出すんだ、クラリスさん!?　冗談じゃない！」

　自分は騎き士し爵しやくになったとはいえ、まだ正式ではないし、平民みたいなものだし、アルティーナは皇族だ。第四皇女で継けい承しよう権けん二位で、帝国第四軍司令官の中将である。年齢的にも、もう子供ではなく成人しているのだ。戯たわむれにでも異性に触れるなんてとんでもない！

「あら、お嫌でしたか？」

「そ、そういう意味じゃなくて！」

　ムッとアルティーナが馬車に乗りこんでくる。

「ちょっと、レジス？　クラリスはよくて、あたしはダメってこと!?」

「違うってば！」

「じゃあ、どういう意味なのよ!?　あたしだって、さ、最近、おおきくなってきたし！」

「なにを言ってるんだい!?」

　アルティーナが両手を伸ばして、頭を摑んできた。

　ものすごく緊張しているのが伝わってくる。これから剣で立ち合いでもするかのような表情だった。指に力が入っていて、痛い。

　思い切り引き寄せられた。

　そして、レジスの前に迫ってくるのは、アルティーナの胸――ただし、銀色の。

「ちょっ!?　君、胸きよう甲こうつけてる……ッ!!」

「あ」




　ゴッ、と音がして、金属の鎧よろいに鼻をぶつけられた。
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　帝国歴八五一年六月五日――

　早朝。

　そこかしこで食事の支し度たくが進められている。そんななか、なにやら行列ができていることにレジスは気づいた。

　所属部隊も階級も関係なく、ずらりと並んでいる。みんな剣や槍やりなど武器を手にしていた。

　なにがあるのか、と行列の先へと歩いてみる。

　向かう先から戻ってくる兵士が、自分の剣をしげしげと見てニヤけていた。

　カーン、カーンと金かな槌づちで鉄を叩く音が聞こえてくる。

　陣の端に、人が集まっていた。

　鍛か冶じ師したちか。

　武具は使えば消しよう耗もうするため、あるていどの規模の部隊には鍛冶師が従軍している。

　戦闘のあとだから、武器を直したいと思う兵士がいるのはわかるが、これほど大勢が押しかけるのは意外だった。連戦のせいだろうか。

　従軍している鍛冶師は一○○人ほど。

　即席の竈かまどを使って、日除けの布だけを広げ、露ろ天てんの鍛冶屋を作っていた。

　今、帝国第四軍は兵数一三○○○になっている。一人が一三○人ぶんの武具の面倒を見ているわけで、当然ながら鍛冶師が足りていなかった。

　この遠征が準備万端なものではなく大急ぎでの出兵だったのと、第二軍が敗走したときに鍛冶師たちが逃げてしまったせいだった。料理人や理容師なども足りない。

　――いずれ、募集をかけるか、兵数を絞らないと。

　そんなことを考えながら歩いていくと、鍛冶師たちの中心で熊のような男が金槌を振っているのが見えた。

「んん!?」

　レジスは足早に駆け寄っていく。

　第四軍の兵たちから武器を預かり、金槌を振っていたのは――なんと、鍛冶師のエンツオ・スミスだった。

　レジスの姉ヴァネッサの旦那であり、ルーエン市の鍛冶師だ。

　アルティーナの宝剣《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》の修しゆう繕ぜんを頼んだところ、わざわざ戦地まで運んできてくれた。

「義に兄いさん、なにやってるんです!?」

「おう、レジス坊か。ちと暇ひまだったんで、手伝いをな」

「そんな！　部隊には専属の鍛冶師がいるんです。商売ってわけじゃないけど、よそ者が勝手なことをしたら……」

「オレもそう思ったんだがよ？」

　話していたら、上半身裸の男が、別の露店から駆けてきた。

　鍛冶師長をやっているトマだ。四十歳になる男で、ジェロームが帝都にいた頃から、彼の下で働いてきたという。武具の手入れが悪いと騎士相手でも怒ど鳴なりつける気性の持ち主だった。

「おう、軍師殿！」

「あ……す、すみません、スミス氏は軍のことに疎いので……」

「スミス殿は素晴らしいですな！」

「え？」

「いやあ、新しい《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》の仕上がりがあまりに見事なので、ひとつ手本を見せてもらえないかと頼んだんですが！　新品以上に良くなるから、みんなが仕事を頼みに来てしまって！」

「はぁ……」

　レジスは曖あい昧まいな返事をした。

　険悪な雰囲気にはなっていないようだ。従軍の鍛冶師にまじって働いていたのは、むしろ求められてのことだったらしい。

　エンツオが恐縮したように頭をかく。

「オレは普通のことをしてるつもりなんだが……」

「いやあ、ルーエン市の鍛冶師協会がすごいとは聞いてましたが、ここまでとは思わなかったです！」

　トマの言葉に、ますますエンツオが大きな身体からだを小さくする。

　エンツオの弟子だという青年リオネルが話に入ってきた。

「ふふっ、ルーエン市の鍛冶師にもいろいろいますよ。親方は特別なんです。口下手だから目立った仕事が取れてないだけで、こんなに鉄をうまく操れる人は、そうそういません」

「よせやい」

　苦虫を嚙みつぶしたような顔をしたエンツオが、リオネルの襟えり首くびを摑つかんで下がらせる。

　レジスはうなずいた。

「誰も迷惑してる人がいないなら、僕としては止める理由がないですね」

「迷惑だなんて、とんでもない！」

　トマが剣を見せる。

　正直、レジスは自分が使えないせいもあって、剣の善よし悪あしはわからないのだが。

　鍛冶師長は瞳ひとみを輝かせていた。

「これが単なる官給品の剣だなんて信じられません！　この刃の輝き！　まるで貴族の使う名剣みたいです！」

「なるほど……」

「ちょっと叩いて磨みがいただけで、こんなになってしまうんですから、まるで魔法です！」

　大げさな物言いのようだが、周りにいた鍛冶師たちや並んでいる兵士たちからも、まったくだ！　魔法みたいだ！　と賛同の声があがった。

　エンツオは恐縮しきりだ。

「あ、いや……歪ゆがんでたとこを叩いて直して、傷を消すために磨いただけで……普通のことだろ？」

　リオネルが苦笑する。

「普通の人は、歪んでる剣を一つ叩いただけで真っ直ぐには直せないし、ヤスリを当てたら磨きに偏かたよりができちゃうもんです。面に均等に金ヤスリを動かすなんて人にん間げん業わざじゃないですよ」

「そいつは慣れだな」

　うんうん、と今度はトマが首を縦に振った。

「あとは志こころざしの高さでしょうな。ここまで仕上げようと思ったら時間がかかりすぎて、従軍鍛冶師の仕事じゃないと思ってました……手早くやるんだから粗あらくていい、そんなのは甘えでしたな。目を覚ませと殴なぐられた思いです」

「オレはそんなつもりは……」

「感謝しとるんです！　できれば、弟子たちにも仕事を見せてやってください」

「まぁ、隠すようなもんじゃないんで、いくらでも」

　エンツオが並んでいる兵士から剣を受け取って、しげしげと眺ながめる。

「……うーん……刃がナナメから当たってるな。握ってて違和感があるんじゃないですかね？」

　兵士が頭をかいて、周りの仲間たちから笑われる。

　エンツオは握りの革かわをほどいた。

「やっぱり、少しだけ柄つかが歪んでるか。これなら叩けば直るな」

　柄から刃を外して、竈で熱を入れてから、台座のうえで、コンッ！　コンッ！　と何度か叩いた。たったそれだけで直ったらしい。弟子に剣を渡して指示を出す。

「柄を新調だ」

「はい、親方！」

　エンツオは次の人の槍を受け取り、「これは磨きだけですな」と金ヤスリで何度かこする。みるみるうちに、刃に輝きが戻った。

　見立てが早くて正確で、無駄な作業がない。

　周りの従軍鍛冶師たちが瞳を輝かせて見つめていた。トマもその一人だ。

「うーん、すごい！　まさに魔法です！　さすがは、軍師レジス殿の義兄殿ですな！」

「えっ!?　僕は関係ないですよ!?」

　思わぬところで名前を出されて、レジスは慌あわてて首を横に振った。

　しかし、噂うわさというのは面白いほうへ膨ふくらんで広まるものだ。

　軍師が魔法使いなら、義兄の鍛冶師も魔法使いだった――と、まことしやかに語られるのだった。
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　六月八日、早朝――

　行軍を開始して二日目。

　本陣として、大きなテントが立てられていた。

　中央には長机があり、その周りに椅子が並べてある。

　一番奥に司令官であるアルティーナが座っていた。

　その右隣が、いつものレジスの定位置だ。

　左側には、黒騎兵団を率いるジェローム・ジャン・ドゥ・バイルシュミット准将。

　アルティーナの向かい側には、バジャマン・エマニュエル・ドゥ・ボーマルシェ中将と、その弟のジェスタン・ガブリエル少将が並んでいた。

　テントの隅にはクラリスが立っているが、他人がいる場所なので、まるで人形のように動かず話さず笑わず。

　レジスは机に地図を広げる。

「西方の守りは、地元の貴族軍に任せました。洋上には鹵ろ獲かくしたハイブリタニア王国のプリンセス級が二隻せきあり、運用を把は握あくしている船員たちも恭きよう順じゆんしています。そう簡単に負けることはないでしょう。それと――」

　レジスは書しよ簡かんを広げる。

「――ベルトラム提督から、連絡がありました。機関部を損傷させたプリンセス級一番艦を船せん渠きよに移したとのことです。これから、技師による解体分析があり、いずれは同等のものをベルガリア帝国でも建造できるようにする予定です」

「どれだけの時間がかかるんだ？」

　ジェロームの問いに、レジスは別の書類を出す。

「技術者からの見積もりです。部品、ひとつひとつを模も倣ほうして、複製品を作るだけなら、二年以内だそうです」

「その間は、二隻だけか。心強いことだな」

「大砲だけは早急に模倣品を量産します。早ければ、来月には帝国製のエルズウィック砲が試射できるでしょう」

「ふむ……こっちでも試してやるから、何門か用意させろ」

「わかりました。手配しておきます」

　ジェロームの力への貪どん欲よくさには頭が下がる思いだ。あれだけ強いのに、まだ求めるのだから。

　蒸気機関は複雑で真ま似ねしにくいが、大砲の構造は単純だ。もう製造に取りかかっている。大砲の射程が同じなら、ハイブリタニア王国の戦列艦に一方的に負けるということはないだろう。

　ハイブリタニア王国がすぐに戦列艦を投入してきたら、苦しい戦いになるが……

　捕ほ虜りよから聞き出したところ、もともと敵海軍は今回の戦争に消極的だったらしい。

　新女王マーガレット・スティルアートが、軍師オズワルド・クルサードの提案を容いれて出兵を命じたので、渋々従っていたという。

　――捕虜の証言なので、負けてから〝本当は戦いたくなかった〟と言っている可能性はあるが。

　なんにしても、開戦を主導していたマーガレットもオズワルドも、今は本国にいないようだ。

　ハイブリタニア海軍が本国の守りを捨ててまで大量の戦列艦を投入してくる可能性は極めて低いと思われた。

「そういえば、捕虜の証言でも確認できましたが、ハイブリタニア王国の遠征部隊には、マーガレット新女王が同行しているようですね。武芸に長たけているという話は聞きませんが……」

　理解に苦しむ。ベルガリア帝国は大陸に覇を唱える最強の軍隊を持った国だ。そこに侵攻する部隊に同行するのは極めて危険なことだった。

　よほど新式小銃や大砲に自信があったのか、指揮を執とるオズワルドを信頼しているのか、楽天家なのか？

　前に見かけたときには、黒塗りの馬車に乗っていた。剣や馬術の心こころ得えがあるとは思えない。

　話したことはないし、即位したばかりで情報が乏しいため、レジスには新女王マーガレットの真意を知ることはできなかった。

　ジェロームが鼻で笑う。

「ハッ！　糞くそどもの新女王は――怒ド阿ア呆ホなのだろうぜ！」

　一国の君主に対して酷ひどい言いようだが、常じよう軌きを逸いつしているのは間違いなかった。

　もしも、捕らえたなら、身代金は国家予算規模になる。

　支払わなかったら、ハイブリタニア王国は『君主より金を選んだ』という烙らく印いんを押されてしまうのだ。

「僕なら女王だけを部隊から離して、戦場を迂う回かいさせて帰国させますが……オズワルド・クルサード大佐はどうするでしょうね？」

「ハッ！　そんな策に従うのなら、最初から同行などするまい？」

「ああ、たしかに……」

　思わず、レジスはアルティーナのことを見てしまった。ジェロームも視線が彼女のほうを向いている。

　ムッ、とアルティーナが唇くちびるを尖とがらせた。

「なに？　あたしは、そんな無む謀ぼうなことしないわよ!?」

「英雄との一騎打ちや、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいへの突撃も、さほど差はないと思うけどね」

　レジスは肩をすくめる。

　アルティーナが反論しようとして、何も思いつかなかったのか、歯嚙みした。

「ぬぬぬ……」

　そんな無謀なことをしていたのも昔のことか。

　最近、アルティーナは多くを学び、本陣に落ち着いていてくれるようになった。以前のように最前線に飛びこむばかりではない。

　着実に成長しているのだった。

　それでは――とレジスは話題を変える。




「バルザック元もと公こう爵しやくは右腕の骨折とのことで、女医さんの診断によれば、全治三ヶ月だそうです」

「エディがオーギュストと逃げたせいで、帝都に居にくいって言ってたわ」

　アルティーナの言葉に、レジスはうなずいた。

「……政争に巻きこんだ形になってしまいましたね。少なくとも負傷が癒えるまでは、この部隊に留まってもらいましょう」

「ヴォルクス要塞に戻れば、エディもいるしね！」

　彼女が声を弾ませ、レジスはもう一度、うなずいた。

　次に――と話を進める。

「傭よう兵へい王おうの処遇についてです」

　アルティーナが難しい顔をしてうなった。ジェロームは腕組みをして黙りこむ。

　バジャマンが断言する。

「傭兵は縛り首にするのが当然ですな」

「ダメよ！」

　アルティーナが机を叩いて立ちあがり、バジャマンが目を丸くする。

「なぜですか？　帝国軍の仕し来きたりです。戦わずに降伏すれば臣下として遇するが、ひとたび戦端が開かれたなら、たとえ早期に降伏したとしても、指揮官は処刑です」

「だって、もったいないじゃないの！」

「あれは卑いやしい傭兵ですぞ!?」

「傭兵だろうと皇族だろうと、強い者は強いのよ。味方にできたら頼もしいじゃない」

「なんと!?　味方に!?　冗談ではありませんぞ、姫様！」

　彼だけでなく、その隣のジェスタンまで唖あ然ぜんとする。それほど彼女の意見は、帝国において非常識なものだった。

　ククッ、とジェロームが肩をゆすって笑う。

「たしかに、ヤツは強いな。帝都の腑抜け騎士どもの誰よりも強かろうぜ」

「しかし、帝国軍の品格というものがあります！　本来ならば処刑すべき相手を、強いからなどという理由で配下に加えるとは……私は反対ですな！」

「クハハッ！　貴様の序列が、また一つ下がるからな」

「わ、私よりも、あの傭兵のほうが上だと言うか!?」

　バジャマンが顔を赤くする。

　フッ、とジェロームが鼻で笑った。

「当然だ。貴様に俺の槍が避よけられるものか。宮廷じゃ爵位が守ってくれるだろうが、戦場では平民も侯こう爵しやくも関係ない」

「無ぶ礼れいな！　たかが辺へん境きよう伯はくの分際で、私を愚ぐ弄ろうするか!?」

「そう、それだ。そうやって、すぐ爵位をチラつかせるから、貴様はいつまで経っても弱いのだ」

「姫様の御ご前ぜんでの侮ぶ辱じよく……到底、容よう赦しやできぬぞ……!!」

「貴様が実力に見合わぬ矜きよう恃じを振りかざすのは勝手だが、嚙みつく相手を選ぶことだ。首と胴が離れてからでは、後悔もできぬからな」

「おのれ！　おのれ！」

　バジャマンは額ひたいに血管を浮き上がらせ、泡を吹きそうな勢いだった。

　レジスはため息をつく。

　今までは難敵を前にしてどうにかまとまっていたが、やはり難しい。バジャマンは宮廷暮らしが長い大貴族だ。爵位や階級が下の者は、自分を尊敬するのが当然だと考えている。

　しかし、ジェロームは実力もないのに偉そうにする貴族を心底嫌っていた。

　まるで水と油だ。

　――物語だと、ひとつの難題を解決するうち、こういう二人が和解するんだけど。

　ジェロームは〝使える〟か〝使えないか〟でしか相手を見ない。

　一方、バジャマンは宮廷の価値観が染みついている。第二軍は帝都に駐留していることが多かった。

　今回の戦争で、最初にハイブリタニア王国と当たったのは第二軍だが、それは偶然でしかない。直前の建国記念祭にまつわる政治的な駆け引きで、たまたま西方に来ていたからにすぎなかった。

　本来、第二軍は第一軍と並んで帝都を守護する部隊だ。実戦経験は乏しい。

　バジャマンは父親の爵位と階級を引き継いだだけで、彼自身の実績というのは、ほとんどなかった。強いて挙げるならば、〝若い頃に大きな失敗をしなかった〟というのが一番の実績だろう。

　ジェロームや傭兵王と武芸を競うのは……いくら騎士が誇ほこりに殉じゆんじるもの、と言っても見み栄えの張りすぎだった。

　宮廷暮らしの長い貴族には、こうした気性の人物が多い。レジスが前に所属していた貴族軍にもいた。

　感情的になると、自制が利かないのだ。

　裕福な家に生まれ、なに不自由なく育てられ、どんな我わが儘ままも許され、まるで自分が世界の支配者であるかのように錯さつ覚かくしてしまっている。

　成長して多くの知識を得て、宮廷の作法を身につけても、なかなか自制心は育たない。

　感情が昂たかぶると、赤子のように自己主張するのだった。

　――なんにしても、決闘なんて困るなぁ。

　第四軍は混成部隊だった。ただでさえ、元バイルシュミット辺境連隊と、元第二軍の兵士たちの間には溝があるのに。

　まずはバジャマンの昂ぶっている感情を静めるべきか。冷静になれば損得を考えるだろう。あとは矜恃を傷つけない理屈を与えれば、事を荒立てない方向へ乗るはず。

　あれこれ考えていたら、アルティーナが身を乗り出した。

「バジャマン卿、あなた本当にジェロームに勝てる自信があるの？」

「姫様……!?」

　真顔で尋ねられて、バジャマンが鼻白む。

　レジスは頭を抱えた。

　――煽あおってどうするんだい!?

　しかし、アルティーナは純粋な好奇心から尋ねたようだった。

「もしも勝てるなら、それってすごいわよ？　あたしはジェロームの戦いっぷりを近くで見てきたけど、馬上で槍を持たせたら、傭兵王やラトレイユより上だと思う」

「で、殿下よりも……まさか……」

「ラトレイユは傭兵王ギルベルトに不覚を取ったらしいわ。傭兵王とジェロームは互角だったようね。あたしはその三人と戦ったことがあるけど、剣ならラトレイユが強いと感じたし、槍が使える場所ならギルベルトが強いと思う。馬上ならジェロームよね。バジャマン卿はなにが得意なの？」

「ううぅ……!?」

　ラトレイユの剣技は有名だ。レジスも一度見たが、アルティーナが一方的に押されていた。彼女が感情的になっていたのと、狭い場所を選んだ相手の策もあったが。

　いずれも大陸に武勇が鳴り響くような者たちだった。

　バジャマンとて武門の家筋だから幼少より剣や槍を鍛きたえてはいるだろうが、比べる相手が悪すぎる。それを悟ったらしく、彼が額に脂汗を浮かべた。

　レジスは咳せき払ばらいをする。

「コホン……皆さん今は同じ部隊の仲間です。まだハイブリタニア王国軍の動向もわかっていません。優劣を競うよりも、協調と分担をお願いします」

「う、うむっ！　軍師殿の言うとおり！　帝国内でいがみ合っているときではありませんな！」

　バジャマンが汗をぬぐってうなずいた。

「フンッ……」

　相手が戦意喪失と見て、ジェロームは腕組みして椅子に背を預けた。

　その様子にバジャマンの言動が虚きよ勢せいだったと気づいたのだろう、アルティーナが残念そうな顔をした。

「とにかく、ギルベルトと交渉くらいしてみましょ。強い味方は多いほうがいいわ」

「そうですね……」

　うなずいたものの、レジスはしばらく会戦はないだろうと踏んでいた。

　もちろん、なにが起きるかわからない。ハイブリタニア王国が侵攻してきたのは予想外だったし、これほど帝国が損害を被ったのも意外だった。

　強い味方が多いほうがいいのは間違いない。

　ただし、予算の範囲内で。

　アルティーナは領地を持っていない。後ろ盾となるべき母親は平民出身で、資産といえば帝都の隣のサンクジュエル市に一軒家がある程度だった。

　第四軍の予算は、バイルシュミット辺境連隊の頃と変わっていない。

　ある程度は軍務省から資金提供があるだろうが、兵数一三○○○は多すぎる。

　このうえ大陸最強と謳うたわれる傭兵団を抱える予算など、竈の灰をつついても出てくるはずがなかった。

　――部下たちを助命する代わりに、その身代金として傭兵王を従わせるくらいが落とし所かな？

「そうそう、傭兵王の妹であるフランツィスカと、〝魔法使い〟の異名を持つイェシカは行方不明です。逃亡したようですね」

　アルティーナが表情を硬くした。

　先の夜戦において、クロスボウ使いのフランツィスカに翻弄されて《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》を破損させた。しかも、護衛官のエリックが撃たれてしまったのだ。

「……そう……生きてるのね」

「兄である傭兵王を取り戻しに来るかもしれません」

「ずいぶん慕っている様子だったものね。とくに夜は警戒しておかないと」

「そうですね。番兵を増やしておきます」

　あとは、第四軍の部隊内の状況について、いくつか報告を済ませた。要するに、資金と人員が足りない。

　帝都に戻ってから対処することに決まった。

　軍議が終わるとアルティーナが意い気き揚よう々ようと立ちあがる。

「じゃあ、さっそく行きましょ！」

「……えっと……どこへですか？　そろそろ部隊を動かしますけど」

「さっき言ったじゃない。ギルベルトのとこよ。部下になるよう交渉するの！」

「えっ!?　そんなの、姫様がやる必要はありませんよ!?」

「必要があるからやるんじゃないわ。あたしがやりたいから、やるのよ」
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　捕虜は首と手を縄でくくって、ひとまとめにしてあった。

　ハイブリタニア王国軍の兵士は一五○○人ほどが捕虜になっている。戦場で討ち取ったのが三○○○人ほどで、あとは逃げたと思われた。濃のう霧むだったので逃げた者が多い。

　五○○○人近くの逃亡兵がいる計算になるので、しばらくは軍隊を動員して残党狩りをする必要があるだろう。

《吊られた狐ルナルパンドウ》は三○○人で帝国兵五○○○の本陣に攻めこんできた。

　一五○人が戦死し、一五○人が捕虜となっている。彼らは素す手ででも油断できない強さなので、とくに厳重に拘こう束そくし、三倍の監視を置いていた。

　そして、ギルベルトだけは離れたところに繋いである。敗軍の将は部下たちに殺されたり、逆に部下たちを扇せん動どうしたりしかねないからだ。

　ジェロームは交渉なんぞに興味はないと言って、自分の騎士団へ戻った。

　バジャマンたちも同行はしていない。捕虜にした傭兵との対話など、大貴族にとって屈くつ辱じよく的てきなことだった。普通、貴族が捕虜と話すのは、相手も貴族の場合に限られる。

　クラリスはメイドとしての仕事に戻った。

　そのようなわけで、レジスはアルティーナと二人だけで、ギルベルトを収容しているテントへと向かっていた。

「……アルティーナ、君が会うのはかまわないけど……相手は傭兵なんだ。結局は報酬の提案しか意味がないと思うよ？」

　レジスは周りに誰もいないので、いつもどおりの口調で話しかけた。

　ひさしぶりに会戦を控えていないので、自然と笑みがこぼれる。アルティーナの雰囲気もピリピリしていない。

「それはわかってるけど、部下にならなかったら、縛り首になっちゃうんでしょ？」

「……仕方がない。あれほど危険な相手を自由にさせるわけにはいかないよ」

「そんなの交渉としておかしいじゃない？　あたしは、その場しのぎじゃなく、ちゃんと部下になってもらいたいのよ」

「うーん……一応、そのあたりも考えてはあるけどね」

　忠誠を得るのは難しいだろう。

　捕虜を収容しているテントに着くと、周りを警備している番兵たちが、慌てて跪ひざまずいた。

「ひ、姫様!?　どうして、このような場所へ!?」

　兵士たちが驚くのも当然だ。捕虜にした傭兵を皇族が訪ねるなど、前ぜん代だい未み聞もんのことだった。いくら相手が傭兵王の異名を持つとしても。

　しかし、アルティーナは気にした様子がない。

「おつかれさま。ギルベルトと話がしたいわ。入れてちょうだい」

「し、しかし……相手は傭兵で……」

「なに？　皇族だと傭兵に会うこともできないの？」

「あっ、いえ！　すぐに連れてきます！」

「いいわよ。入らせてもらうわ」

　入口の垂れ布をのけた。

　中に入る。

　薄暗い。まだ捕虜を収容して数日しか経っていないというのに、獣の臭いが充満していた。

　太い柱に、鉄の鎖くさりで、傭兵王が縛りつけられている。

　身体からだを何重にも巻かれて、まるで猛獣のような扱いだった。戦ったときの傷がそのままで手当てもされていないため、鎖には黒色に変色した血がこびりついていた。

　射貫くような視線を向けてくる。

　レジスの背筋が震えた。一人だったら、すぐさまテントの外に逃げ出していたかもしれない。

　アルティーナが腰に手をやり、胸を張った。

「元気そうね、ギルベルト！」

「…………」

「簡潔に言うけど、あたしの部下にならない？」

　彼は目をすがめた。

　ひび割れた唇を開く。




「殺せ」
















「ふぅん？　意外とあっさりしてんのね」

「捕らえられた傭兵は……縛り首だ……そんなことは承知してる」

　まったく交渉に応じない態度だった。

　レジスは提案する。

「……姫様は、貴方あなたの武勇を高く評価しています。帝国軍に参加する気はありませんか？　規定通りの報酬をお支払いします。それと、部下の方々の助命も約束できるかと」

　それまで岩のようだったギルベルトの表情が、はっきりと変化した。

「軍師レジス・ドゥ・オーリックは危険な男だと聞いていた。〝魔法使い〟などと呼ばれてるそうだが……俺には〝魔物〟に見えるな」

「ええっ!?」

　アルティーナが眉まゆをひそめた。

「そうよ、レジス。そんな、人ひと質じちを取るような真似は、どうかと思うわ」

「姫様まで!?　捕虜の身代金を要求するのは正当な権利ですよ。その対価として、兵役を求めてるわけで……」

「そんなんじゃ、本当の味方になったとは言えないでしょ？」

「いやいや……」

　ほんの四日前に殺し合ったのに、心から味方につけるなんて無理じゃないか、とレジスは思った。

　しかし、アルティーナは本気のようだ。

「ギルベルト、あなた言ってたわよね？　〝俺の国は傭兵団だ〟って」

「……それが？」

「彼らを守るって言ったわよね？　あのときの言葉が噓うそじゃないのなら手を貸してちょうだい。あたしは皇帝になる！　そしたら、あなたたちの国を認めるわ」

「な、に……」

　ギルベルトを縛りつけている鎖が、ぎしぎしと軋んだ。

　レジスは慌てて提案を吟味する。

　――せめて事前に相談してくれればいいのに。

　アルティーナの場合、今、思いついた可能性もあるが。

　部下として領地を与えるのではなく、傭兵団を国家として認める？　それは可能だろうか？　法的には可能だろう。皇帝にさえなれば不可能ではない。かつて同じような約束をしたこともあった。

「……バールトゲインハイムですね？」

　レジスのつぶやきに、アルティーナがうなずいた。

「ええ、前にレジスが使った案を元に考えたの。あたしは皇帝になって、ディートハルトのバールトゲインハイムを帝国と対等な国家として認めるつもり。ギルベルトが国を作るなら、それも認めるわ」

　それは最大限の報酬だった。いくら金を積もうとも、普通は傭兵が国を持つことはできない。

　しかし、ギルベルトは首を横に振った。

「……噓だな。ベルガリアの皇族が、傭兵なんぞと交わした約束を守るはずがない。そのディートハルトというのが、どんなヤツかは知らないが」

「蛮ばん族ぞくよ？」

「ッ!?　ふざけるな！　蛮族なんぞとの約束を、お前たちベルガリアが守るわけがない！　蛮族も傭兵も捕らえれば縛り首にするような連中が！　餌を見せれば飛びつく馬鹿だと思ったか!?」

「そっちこそ失礼じゃない！　あたしが約束を守らないですって？　どうして、そんなこと決めつけられるの!?」

「……わかるさ。ベルガリアは腐ってる……読めたぞ。皇帝になるのは、第二皇子ラトレイユだ。それが決まるまで、美お味いしい餌で騙して、使い倒してやろうという腹だろう？」

　ギルベルトがせせら笑った。

　くわっ、とアルティーナが詰め寄る。

「冗談じゃないわ！　あたしは皇帝になる！　たとえ、どんな困難があろうとも、この帝国を変えるために！」

「言葉だけなら、なんとでも言える」

「ふーん、意外と弱腰なのね。〝約束を違たがえたなら、その首を落とす〟くらいの返しを期待してたんだけど？」

「なん……っ!?」

　ギルベルトが驚きよう愕がくに目を見開いた。

「あたしには潤じゆん沢たくな資金も、与えられるような領地もない。できるのは、あなたの信じられないっていう言葉による〝約束〟だけよ。皇帝になったら国を認めるわ。命を懸けることを求めるのだから、命を差し出す覚悟で言ってる。もしも、約束を違えたと思ったなら、この首を取りにきなさい」

「正気か、姫君よ……？」

「どうかしらね？　でも、あたしは噓が嫌いなのよ」

　アルティーナが腰に手を当てた。

　ギルベルトが沈黙する。獣のような瞳の奥に、知的な輝きがあった。提案を吟ぎん味みしているのだろう。

「……部下たちは解放してくれるのか？」

　その疑問には、レジスが応じる。

「貴殿が配下につくと約束するなら、部下たちの前で宣言してください。そのうえで、ついてくる者がいるなら一緒に雇やといます。去る者は解放します。もちろん、負傷者の手当ても」

「俺が従わなければ、全員、縛り首か？」

「……僕たちが負けていたら、全員を無償で家に帰してくれましたか？」

「捕虜は金にする」

「ええ、そうですよね。そして、蛮族や傭兵は身代金を払う者がいないから縛り首なんです。しかし、貴殿や《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団の武力には身代金に相当する価値がある」

「……全ては……お前たちの言葉を信用するならば、だな」

　ギルベルトが睨にらみつけてくる。

　ずいぶんと威圧感に慣れたものだ。昔のレジスなら腰を抜かしていたかもしれない。今は視線を逸そらさずに立っていることができる。

　先ほどまでの獣じみた気配はなかった。彼はアルティーナやレジスを品定めしているのだ。

　この様子であれば、説得できそうだった。

　テントの外が騒がしくなる。

　声がした。

「報告！　帝都より、報告です！　至急！　至急にて！」

　喉のどから血が出そうな声だった。その切迫した様子に、レジスは息を呑む。

　アルティーナも表情を硬くした。

「入りなさい！」




　軽けい装そう鎧よろい姿の兵士がテントに駆けこんでくる。

　跪いた。

「失礼いたします！　火急の報告にて、ご無礼を――」

　その顔には覚えがある。帝都方面の様子を伝えてくれるよう出しておいた偵察の一人だ。息も絶え絶えで、ただならぬ事態が起きたことが容易に想像できた。

　アルティーナがうなずく。

「聞くわ」

「――六日未明、皇帝陛下、崩ほう御ぎよ！」

「ッ!?」

　言葉もなく、アルティーナが呼吸さえ止めて、固まる。

　動揺は兵士たちにも広がっていった。

　さらに、衝撃的な情報がもたらされる。

「――第二皇子ラトレイユ殿下の即位が準備されているとのことです！」

「あんの……ッ!!」

　彼女が紅くれないの瞳で帝都の方角を睨みつける。

　それはレジスにとっても、あまりに衝撃的な報しらせだった。まるで頭を殴られたかのように脳内で火花が散る。

　ぶははっ！　と笑い声をあげたのはギルベルトだった。

「クハッ！　どうするんだ、姫君!?　あれだけ大口叩いて皇帝になると言っておいて！　やはり、第二皇子が即位するんじゃないか！」

「…………」

「継承権争いの相手が即位したら、もう姫君は皇帝になる資格を失うんだったよな？　俺たちの国を認めるという条件は夢物語になったな……ククク……こいつは酷い。もう笑うしかねえ」

　ぐっ、とアルティーナが拳を握りしめた。

　ギルベルトが口元を歪める。

「運か策さく謀ぼうか知らないが……第二皇子が一枚上手だったな……お前たちは戦争に勝ったが、政争には負けた……どれほど志が高かろうと、もうなにも手にすることはない」

　その言葉は嘲ちよう笑しようのようであり、失望のようでもあった。彼もまた、自分たちの国を作るという夢を見つつあったのだろう。

　アルティーナが炎のように燃える瞳で睨みつけた。

「あたしは諦めない！」

「なに？」

「はじめは、たった一人だったわ……味方はメイドくらい。それから、レジスが智ち恵えを貸してくれて、辺境連隊の兵士たちが力になってくれて、ヴォルクス要塞を手に入れて、今は大きな部隊になってる。ラトレイユが皇帝になったとしても、この帝国を変えるために、あがき続ける！　この命が尽きるまで、諦めたりしない！　自分から〝殺せ〟なんて言ったりしないのよ！」

「……あがき続ける？　諦めない？　言葉だけは威勢がいいな。だが、現実には、なにができる？　このまま内戦に突入する気か？　ああ、それならば俺は頼りになるだろう。しかし、望みのない負け戦に、果たして兵がついてくるのか？」

　ギルベルトの言うとおりだった。

　今、ベルガリア帝国はハイブリタニア王国との戦争で疲弊している。内戦を挑めば、兵士の多くが離反するだろう。

　そもそも、第四軍の半数は元第二軍だ。指揮官はバジャマンで、彼は第二皇子ラトレイユ派だった。

　反乱などと言い出したら部隊が瓦が解かいしかねない。

　これ以上の交渉は無意味だな、とレジスは判断した。

　ため息をひとつ。

「……まず、確認しておきましょう。これから、ずいぶんと状況が変わりそうですが、どうしても縛り首を望みますか？」

「むっ……」

「人にん足そくとして働くなら、鎖は外せませんが、すぐに処刑はしませんよ？　貴方が部下たちを統率してくれるのが条件ですけど」

「俺が断ったら部下たちを殺すか？　普通は強制的に働かせて、動かないヤツは殺すもんだろう？」

「……貴方は人望がある。統率できると思ったからこその提案です。人足として使うだけならば、《吊られた狐ルナルパンドウ》の傭兵たちはあまりに危険ですからね」

　ギルベルトが率いるのでなければ、彼らは強すぎて扱うのが難しかった。

　彼を縛る鎖が軋む。

「フンッ……負けた俺に人望などないと思うがな？　まぁ、いい。部下の縛り首を望むほど腐っちゃいない」

「よかった。それでは、しばらくは人足として働いてください」

　この状況では配下に加える交渉は難しいだろう。力を貸してもらうことより先に、自分たちの今後を決めなくてはならない。

　ギルベルトには強気に言い返したものの、アルティーナは暗闇で灯りを失ったように立ち尽くしていた。

　レジスは出口へと向かう。

「……姫様、一度、戻りましょう」

「ええ、そうね」

　気丈に振る舞っているが、その心情は嵐に吹き飛ばされそうな薔ば薇らのように揺れていると思われた。
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　アルティーナの使っているテントに戻ってきた。

　長机のうえには、先ほどの会議で使った資料が置きっぱなしになっている。

　片付ける暇ひまもなく、ギルベルトのところへ向かったからだった。

　椅子に座らず立ったままアルティーナが机に両手を突く。

「すぐにジェロームたちを呼びましょう。今後のことを話し合わないと」

　レジスも椅子に座らず、彼女の隣に立った。できるだけ落ち着きを促すよう、あえてゆっくりと話す。

「……もう、方針は、決めたのかい？」

「あたしの気持ちは変わらないわ！」

　いつも直情的で活力に溢れているアルティーナだが、今は焦っているだけに見える。

　まだ動揺しているようだ。

　それも当然だろう。

　幼い頃から長く抑圧され、やっと道筋を見つけて、命懸けで追い求めてきた。その目指していた扉が閉ざされてしまったのだから。

　少し冷静になるための時間が必要だと思われた。

　――ちょっと雑談でも挟むか。

　レジスは諭さとすように言う。

「アルティーナ、気持ちっていうのは、さっき言ってた〝諦めない〟ってやつかな？　それは方針じゃなくて〝決意〟くらいのものだよ。人を呼び集めるなら、具体的な命令を決めておかないと」

「具体的って？」

「人選、時刻、場所、手段、目的……そういったものを決めて、命令するのが君の役目だ。判断するために聞いておくことがあるなら、呼び出してもいいけどね。ただ戸と惑まどって呼んだらダメだよ」

「あ……うん……そうよね」

　気が動転していることに気づいたのか、アルティーナが肩を落とした。

　レジスは雰囲気を重くしないよう努めて明るい口調を心がける。

「ただでさえ、ジェローム卿は気が短いからね」

「ん……そうね」

「彼は意志決定が早いから、すぐ結論を出す。他人の思考が遅く感じられてしまうんだろうね」

「たしかに、ジェロームが悩んでるところは見たことないかも」

「自己の目的が明確になっていれば、迷うことは少なくなる。目的のために、なにが必要になる？　なにを切り捨ててもいい？　なにをすべきで、なにをすべきでない？」

「ジェロームの目的って？」

「……彼は現在の国家体制に不満はない。ただ自分を追い出した貴族たちを嫌っており、それらを排除して帝都に戻りたいと考えているんだ」

「ああ、なるほど」

「彼は〝目的〟だけじゃなく、〝手段〟も考えていた……君に決闘で負けるまではね」

　アルティーナが意外そうな顔をした。

　そういえば、このことは彼女に伝えていなかったか。

「どんな考えだったの？」

「当時のジェローム卿の計画では――ひたすら戦力を高めて、たとえ帝国第一軍でも勝てるかわからないほど勢力を強め、大貴族たちが安あん易いに排除できないような状況にしてから、帝都に戻るつもりだったんじゃないかな」

　本人に聞いたのではなく、予算管理を務めるうちに見えてきたことだった。

　ジェロームの目的は帝都に戻ることで、手段は戦力の増強だ。

　今でも軍備や訓練に熱心だから、野心は持ち続けているのかもしれない。

　アルティーナを皇帝にすれば彼の目的は達せられるから、今までは従ってきたのだろう。これからは、どうなるかわからなかった。

「なるほど。レジスを欲しがったのも、そのせいかしら？」

　そんなこともあったな――と思い出す。

　レジスがシエルク砦に着任して野盗退治を手伝ったあと、アルティーナではなく彼の部下になるよう要求されたことがあった。

　未だに、レジスは自分に価値があるとは思えていないのだが……

「まぁ、ことあるごとに〝使える者なら塵ごみでも使う〟と言ってるのは、それだけ貪欲に戦力増強を進めてるってことだろうね。目的も手段も明めい瞭りようだから、価値基準が定まっていて判断が早いんだ」

「あたしだって、ちゃんと考えてるわよ？」

「……君は遠くを見すぎてるからな。いや、悪いことじゃないんだ。普通の人は足あし下もとしか見ないものだからね。未来のことを考えられるのは、指導者として優れた資質だと思うよ」

「でも、それだけじゃダメなんでしょ？」

「……うん。ずっと先のことを見据えたうえで、今はなにをすべきか考えることが必要だろうね。理想的な未来図だけでは〝願望〟でしかない。そこに至るまでの〝手段〟という道筋をつけてこそ、目的が明瞭だと言える」

「そうよね……」

　皇帝が崩御して、政敵であるラトレイユが即位の準備を進めている。

　この状況で、なにを目指して、なにをすべきか。

　アルティーナが眉を寄せる。

　しばらく考えてから口を開いた。

「……あたしは……帝国から戦争をなくしたい。ハイブリタニア王国との戦争を見て、改めて思ったわ。どんなに兵が強くてもいつかは負ける日が来る。近隣の国と争うのではなく、協力しないと」

「うん」

　ようやく冷静になってくれた様子だった。

　普通なら悲嘆に暮れたり、自や棄けになったりしても不思議ではない。それほど大きな喪失感のある状況だった。

　しかし、アルティーナはどこまでも前向きな性格で、絶対にへこたれない。

　それをレジスは好ましいと思う。

　どうにか、彼女の〝願望〟に道筋をつけ〝目的〟へと変える手助けをしたかった。

　これまでは〝皇帝位を継承する〟という手段を持っていたが、おそらくその道は断たれてしまったからだ。

　レジスは自分の思考を整理するように、言葉を並べる。

「……ベルガリア帝国は疲弊している。今回のハイブリタニア王国との戦争で大きな損害を出したことも痛手だったが、そもそも厳しい状況が続きすぎたんだ。先々代皇帝の時代は、小競り合いていどだったが、先代皇帝ビセンテの時代は芸術方面への出費が増大したうえに、軍事面での失策が続いた……そして、現皇帝リアン十五世になってからは式典が華か美びになり、何度も大規模な戦争をやっている……民衆は重税を絞り取られ、働き手である若い男を徴兵され、ときには村や畑を戦場にされて、苦しい生活を強いられている」

　第七軍に、デュカースという農兵がいた。故郷の家族を守ってほしい、と言っていた男だ。

　先の戦争で彼が戦死していたら、いったい誰が故郷の農地を世話したのだろう。

　彼の嫁よめや子供たちか？　力がなくては土を深くまで耕せない。農地があっても世話が行き届かなければ、充分な収しゆう穫かくは得られなかった。

　アルティーナが真剣な顔をしてうなずく。

「税を収められない村もあるものね」

「……農地があると税を要求される。しかし、働き手がいなかったら、収穫は得られない。徴兵ばかりでなく、病気になったり、悪天候に祟たたられたりもする……税が払えないと罰を受ける。それが嫌で、夜逃げしてしまうこともあるんだ」

「畑を捨てちゃうの？」

「……収穫があるから畑は意味があるのであって、農作業もできないのに税ばかり要求される畑なんて、捨てて当然だろう？」

「理由があるなら、税を軽くしたりできないのかしら？」

「徴兵した農兵が戦死した場合、税を軽減する制度はあるけど、充分とは言えないね。しかし、あまり徴税を緩ゆるくしすぎると、今度は不当に納税を怠おこたる者が出るんだ。農民とて善人ばかりではないからね」

「あ……それは、そうよね」

「それと、税を取って軍備を増強しないと、近隣の国に滅ぼされてしまう」

「でも、国を守るためだけに税が使われてるとは思えないわ」

「……貴族が領地の民衆から過剰に徴税して贅沢をするのは、まったく根拠のない悪あしき習慣だろうね。なにを理由に彼らは〝人の上に立つ人〟なのだろう……」

　いや、とレジスは頭を横に振る。

　すこし話が横道に逸れた。自由と平等については、置いておこう。

　アルティーナがひとつうなずいた。

「どうしたらいいのかしら？　あたしの目的は戦争をなくして、貴族の搾さく取しゆもなくして、より多くの民衆が幸せになれるよう、帝国を変えたい。だけど、そのためには皇帝になるしか方法はないと思う」

　彼女の言うとおりだった。その目的を達するためには皇帝になるのが唯一の道だった。

　しかし、もう可能性はないと考えるべきだ。

　どのような状況になっているのか、もっと情報を集める必要はあるけれども、おそらく皇帝は崩御したのだろう。

　ならば、継承権一位のラトレイユが即位するのが当然だ。

「ラトレイユ皇子が、君と同じように考えているといいんだけどね……」

「あいつは〝戦争が必要〟って言ってたわ！」

「……ハイブリタニア王国と戦争する前だからね。帝国の強さを支えてきた騎士たちが新式小銃の前には無力だった。それは彼も理解したはずだ」

　戦えば勝てる――というのが、ラトレイユの政策の基盤だった。

　鍛え抜かれた騎士たちが、農兵の鉄砲に負けるようだと、帝国は軍備の再編を迫られる。政策の転換も必要だ。

　アルティーナが首をかしげた。

「あいつの考えが変わってるかもしれない？」

「どういう結論を出したかはわからないけど、なにも考えが変わってなかったら、馬鹿だよ？」

「ラトレイユは嫌なヤツだけど、馬鹿じゃないわね」

「彼の政策も、貴族の浪費を戒いましめ、国の財政を建て直すというものだったはず。その線では協調できるんだ」

「まぁ、そうね……嫌なヤツだけど、帝国から戦争をなくすっていうなら協力できるわ。伴侶がどうこうっていうのは、絶対にお断りだけど！」

　ぷうっ、と彼女が頰ほおを膨ふくらませた。

　レジスは苦笑する。

　どうして、そこまで嫌うのか不思議だったが、先に方針を定めておこう。

「……以前のラトレイユ皇子は、帝国の主力産業として戦争を考えていたはず。しかし、これから銃器の時代になれば、今までとは戦争の質が変わる。得られるものより失うものが遙はるかに大きくなるはずだ」

「そんなの絶対に回避しないと！」

「ああ、戦線の縮小は、どうしても譲れない。しかし、そこで考えが一致するなら、君が無理してラトレイユ皇子と争う理由はなくなる」

「……そう、ね……ラトレイユが皇帝になるのは、いつ頃かしら？」

　少し悩んだ。

「いくらなんでも、葬儀の前に即位はしないと思う。でも、即位を宣言してしまって、葬儀を取り仕切る可能性もあるな」

　まだハイブリタニア王国軍が領内にいる。

　戦時での皇帝不在を避けるために即位宣言を早めるのは、それほど不自然ではなかった。

　ラトレイユは皇位継承順一位であり、仕し来きたりの問題はない。今回の戦争でも、総督としてハイブリタニア王国軍を退けたわけで、民衆の評価は高いだろう。

　四月の建国記念祭では、貴族たちの支持をいくらか落としたが、皇帝になってしまえば誰もが従うはずだ。

　皇帝とは貴族や民衆によって選ばれる指導者ではなく、継承される絶対権力者なのだから。

　しかし、もう即位しているだろう――という予測を口にはできなかった。

　たんなる可能性でしかないし。

　レジスは首を左右に振る。

「……まだ情報が少なすぎるよ。ラトレイユ皇子の動向については、続報を待とう」

「ん……」

「アルティーナ？」

　彼女がうつむいた。

　ぐっ、と歯を食いしばる。

　目元をぬぐった。

「くっ……まだ……諦めない……でも……だけど……」

「……」

　レジスはなにも言えなかった。

　彼女が肩を震わせる。

　拳を握りしめた。

　声を絞り出すようにして、つぶやく。




「…………あたしは……届かなかったのね」




　どうしたらいい？

　こんな状況は、どんな本にだって書かれていなかった。

　レジスは立ち尽くしたまま、泣いてしまうのをこらえる彼女を見ていることしかできなかった。

　いつかは、こんな日が来るだろうと覚悟していた。

　自分の知識など及ばない、どうしようもない状況を前にして無力さを晒さらすだろう、そう思っていた。

　しかし、いざとなると押し潰されてしまいそうなほど胸が苦しい。

　失敗した。

　自分は失敗したのだ。

　困難な道行きだとは知っていたが、達成できなかったという事実を突きつけられて、じわじわと実感が湧いてきたとき、自然と胃の底に鉛なまりが沈んでいるような苦しさを覚えた。

　鼻の奥が痛くなる。

　アルティーナが走っている道を照らし、目的地を指し示してきたつもりだった。

　しかし、無情にも門は閉ざされた。

　なにか手はなかったのか。

　ラトレイユとの交渉において、もっと有利な条件を引き出すことはできなかったのか。

　もっと、アルティーナが皇帝として望まれるような積極的な手を打つべきだったのではないか。

　――受け身すぎた。

　継承順二位で満足していたわけではない。

　しかし、ラトレイユを追い落とす策を打ってはいなかった。

　アルティーナを皇帝にする手助けを約束したのに。

　なにが軍師だろうか、あまりに無策だった。

　座して待っていた。

　現皇帝の年齢を考えたら、一刻の猶ゆう予よもなかったというのに！

　どうして動かなかったのか!?

　自信がなかったからだ。

　だから、状況に対処するばかりで、積極的に仕掛けることをしなかった。問題を排除するばかりで。

　いや、継承順二位であることは、大きな問題だった。

　しかし、ラトレイユを〝排除する〟ということに臆おくしたのだ。

　この敗北は、自分の臆病と怠たい慢まんと認識不足が招いた必然だった。

　レジスは自分の軍服の胸元を握りしめる。

「……すまない」

　声が震えた。

　彼女はうつむいたままだ。

「もう、無理なの？」

「……皇位継承権を持つ者は、新皇帝が即位したとき、継承権を失う。内紛を避けるための仕来りだ」

　皇族に対する法律はない。

　この国において、皇族というのは何者にも縛られない存在だ。

　継承権についても、今までの慣習をなぞった仕来りでしかなく明文化された規則はなかった。

　だからこそ覆くつがえすのは難しい。

　ラトレイユが皇位を継承したら、アルティーナは継承権を失う。

　たとえ、この後で、ラトレイユが死んだとしても、アルティーナが即位することはない。

　彼女が拳を振り上げた。

「だとしても！」

　拳が机を殴りつけ、痛そうな音をたてる。




「――あたしは、この国を変えることは諦めない！」




「アルティーナ……」

「それが、あたしの目的よ。皇帝になるのは手段。そうでしょう？」

「……ああ」

　すごいな、とレジスは思った。

　彼女がギルベルトに言っていたことを思い出す。




〝はじめは、たった一人だったわ……味方はメイドくらい〟




　最初に会ったとき、アルティーナの手には、宝剣が握られているだけだった。

　肩書きだけの司令官で、女で、なんの権力もない。

　しかし、彼女は英雄ジェロームに挑み、臆病なレジスから智恵を引き出し、無茶な命令を達成して、今の立場を築いた。

　ひとつの扉が閉ざされたのは間違いないだろう。

　しかし、閉じてしまった門の前で、嘆なげいている暇はなかった。

　少なくともアルティーナは、歩きだそうとしている。

　それならば、レジスは見つけなくては。

　新しい道を探す。

　今度こそ、失敗はしない。

　レジスは誓いを立てた。

「……僕は……僕の力不足による失敗よりも、臆病こそを恐れる。どれほど無知無力であろうと、失敗を恐れて行動しないのは〝手助けをする〟という約束を違えたも同然だ。いついかなるときも持てる全ての知識を絞り出して、自分から動かなくてはいけない。たとえ自信がなかろうとも――今さらではあるけれど、ね」

　アルティーナが左右に首を振る。

「〝今さら〟なんてことない。あたしたちは、ラトレイユに負けたわ。なにかが足りなかったんだと思う。だけど、どんなに酷い状況だって……どんなに負けたって、どんなに苦しくたって！　〝今から〟なのよ！　いつだって目標に向かって全力を尽くすの。それ以外の生き方なんて知らないし……知りたくない！」

　その深しん紅くの双そう眸ぼうは、むしろ強く輝きを増したかのようだった。

〝今さら〟なんてない。

　いつだって先を見据えて〝今から〟だけを考える。

　彼女は一人になったとしても、その手に武器がなくなったとしても、誰も智恵を貸さなかったとしても、きっと立ち止まったりはしないのだろう。

　必要だと思うことをやり、歩を刻む。

　願わくば、今度こそ自分は正しい道みち標しるべでありたい――そうレジスは思った。

「アルティーナ……まだ僕を信じてくれるかい？」

「当然！　皇帝には、もうなれないのかもしれない。でも、この国を変えなくちゃいけないという想いは捨ててないわ。ラトレイユの手駒に収まる気はないのよ！　レジス、これからもよろしくね！」

　彼女が右手を差し出してきた。

　レジスは、その手をしっかりと握り返す。

「……ありがとう。君の信頼を二度も裏切ったりはしない」

「信じてるわ……あたしの軍師は最高だもの」













　アルティーナの瞳が潤うるんでいる。それでも、彼女は笑みを浮かべた。

　もう失望させたくない。

　レジスの胸の奥で、今まで凍りついていたものが、動き出した。




　　　†




　レジスとアルティーナは椅子に座って、今後のことを話し合うことにした。

「……まずは、ラトレイユ皇子のことを調べたほうがよさそうだな。さっきも言ったけど、彼の政策によっては、協力したほうが目的に近づける」

「そうね、会ってみましょ！」

「いや、それは短絡的というものだ。彼がまだ領土拡大を考えていた場合、面倒なことになる」

「剣で勝負がつけられたら楽なんだけど」

「アルティーナ……また夜のバルコニーで斬り合う気かい？」

「ぬぬぬ……もう子供じゃないもの、やらないわよ。狭い場所だと、不利でしょ！」

「有利不利の問題じゃないよ!?」

　あはは、とアルティーナが笑った。

「冗談よ」

「まぁ、わかってるとは思うけど」

「よく考えたら――ラトレイユと会っても、あいつは口先では、あたしに都合のいいことを言うに決まってるわね。そういう人よ」

「彼の政策がわかるまで、しばらく距離を置いたほうがいいかもしれないね。彼が皇帝に即位したら、君は臣下として振る舞わなくてはいけない。しかし、考えに賛同できないなら、上下関係を明確にするのは避けたいところだ」

「そうね。あいつを皇帝陛下だなんて呼びたくないし！」

　またアルティーナが頰を膨らませた。

　レジスは苦笑する。

「……君がラトレイユ皇子を嫌っているのは、政敵だから？　子供の頃のせいかな？」

「まるっきり嫌いなわけじゃないわ。一応は兄さんだし。でも噓つきなところは嫌いね。あいつは、いつも自分に都合のいいように噓をつくんだから！」

「……それだと、僕も嫌われてそうだけど？」

「レジスは騙だますけど、噓は言わないから」

「ん？　そうだったかな？」

　自覚はなかったが、そういう印象を持たれているらしい。

　とにかく、信用できる者を送って、帝都の情報を収集することにした。




　その日の夜――

　続報が入る。

　間違いなく皇帝リアン十五世は崩御したとのことだった。

　侍従長の証言によれば、寝室で眠るように息を引き取ったとのことだ。

　あとをラトレイユに託したとされている。

　レジスの予想通り、ラトレイユは即位を宣言したらしい。

　まだハイブリタニア王国軍が領地内にいることもあり、民衆は歓迎したようだった。

　ただし、戦局が落ち着いていないため、皇帝リアン十五世の葬儀は略式で行われたらしい。

　後日、大々的に国葬を執り行うとのことだ。

　そして、ラトレイユの即位の儀式についても延期とされたらしい。

　すでに皇帝として振る舞ってはいるが、正式には即位していないという状況だった。

　政策についての発表はなし。




　ラトレイユが帝国を手に入れつつあった。
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　九日――

　レジスは窓の外へと視線を向ける。

　太陽が真上に昇る頃、ようやく丘の向こうに要よう塞さいが見えてきた。

　灰色の壁を持つボネイル要塞だ。

　緑の草原が馬ば蹄ていや轍わだちで荒れており、ところどころに大砲の着弾による穴がある。激しい戦のあった痕こん跡せきがそこかしこに残っていた。

　死体はない。

　腐くさると疫えき病びようの元になるため、戦闘後は人も馬も速やかに埋まい葬そうされるのだった。

　兵士は少なくない金銭を身につけていることが多い。軍隊のなかでも買い物をすることがあるし、もしも逃亡したときには所持金の額が命を左右することもあるからだ。

　敵兵の死体から金品を剝はぐのは卑いやしい行為とされているが、死体の処分をさせられるような最下級の兵士たちは本当に僅わずかな報ほう酬しゆうで従軍させられているため、収入を得る貴重な機会だった。

　ただし、そうした行為は敵兵に対してのみに限られる。

　味方の兵士の所有物は、遺品として祖国に送られた。

　戦死した味方から金品を奪うことは、生者に対する窃せつ盗とうより重罪で、宗教的にも強く戒いましめられている。

　このボネイル要塞は、帝都ヴェルセイユから徒歩で半日ほどの距離にあり、まさしく帝都防衛の最後の砦とりでだった。

　近づいていくと、その城壁が崩れていることがわかる。

　巨大な門が、まるで巨人の鎚つちで砕かれたように、瓦が礫れきの山と化していた。

　大勢の兵士が手で石塊を取り除く作業をしている。

　建造は古くないし、いかにも頑がん丈じようそうな石造りの城門だったはず。自然に崩れたとは考えにくい。何発も大砲を撃たれたとしても、これほど崩されることはないだろう。

　――いったい何があったのか？

　その様子を目にして、第四軍の兵士たちから不安げなざわめきが起きた。行軍の速度が落ちた。

　愛馬カラカラを駆るアルティーナが首をかしげる。

「なにがあったのかしら？」

「……すごいな」

　レジスは馬車の窓から身を乗り出した。

　馬を寄せてきて、アルティーナが尋ねる。

「ねえ、どう思う？」

「うーん……火薬だと思うけど……どうやって門の近くで大量の火薬を爆発させたのか、興味深いところだね」

「ラトレイユも苦労したみたいね」

「……ボネイル要塞が陥かん落らくしなかったのは、幸運だったのかもしれないな」

「このまま近づいて大丈夫かしら？」

「偵察は出してるし、連絡も取れてる。油断は禁物だけど怖がる必要はないと思うよ」

「わかった！」

　アルティーナがうなずき、こつんと馬の腹を蹴ける。

　カラカラが足を速め、先頭へと向かった。

　止まりかけていた隊列に檄げきを飛ばし、彼女が先頭に立って、ボネイル要塞に到着したのだった。




　石塊を拾っては籠かごに入れ、籠を運んで砦から離れた場所に捨てる。そんな撤去作業をしていた者たちが、第四軍を見つけて手を振った。

　歓迎の声があがる。

　旗が振られた。

　陽気な軍歌まで聞こえてくる。

　レジスの乗る馬車も、要塞の前に到着した。同乗しているクラリスに声をかける。

「もうしばらく馬車の中で待ってたほうがいいね」

「わかりました。お気をつけて」

　いつもの優しげな声で送り出された。

　馬車から降りて、アルティーナの元へと向かう。

　すでに彼女は、先方の司令官と対面していた。

　若い騎士だ。

「姫様、またお会いできて、嬉しく思います！」

「コワニェラじゃないの。元気そうね！」

　アルティーナが笑みを浮かべる。

　瓦礫を撤去する作業をしていたのは、第七軍であり、今の司令官はコワニェラだった。

　かつてはバイルシュミット辺へん境きよう連れん隊たいを馬鹿にするような言葉を投げつけてきたこともあったが、別人かと思うほどすっかり態度が変わっている。

　彼の部下も、手を止めて再会を喜んでいた。

　レジスが近づいていくと、より歓声が大きくなる。

　コワニェラが敬礼した。

「お疲れ様です、軍師殿！」

「えっ、あっ、は、はい」

　まさか注目を浴びるとは思わず、レジスは慌あわてて敬礼した。

　たしか、コワニェラは二等武官だった。殉じゆん職しよくしたバルグソヌ中将のあとを引き継いで第七軍を指揮しているのだから、もっと階級が上がっているかもしれない。レジスよりも上なのは確実だろう。

　本来なら、こちらが敬礼して、あちらが返礼するものだった。

　第七軍の兵士たちから、「軍師レジス・ドゥ・オーリック、万ばん歳ざい！」という声があがる。

　卒そつ倒とうするかと思った。

　ただでさえ、昨日、継承争いの敗北に身を震わせたばかりだ。賞賛の声など、あまりに不相応だ。

　レジスが立ち尽くしていると――

　背中を、ばしん！　とアルティーナが叩いてきた。

「なに、ぼーっとしてるのよ？　なんか応えなさいよね！」

「えっ!?　僕が!?」

「軍師レジス・ドゥ・オーリックは、あんたしかいないでしょ？」

「いや……でも…………僕、なんかやったかな……？」

「まったく、レジスなんだから」

　アルティーナが苦笑しつつ、肩をすくめた。

　コワニェラも笑う。

「相変わらずのようですな、軍師殿。もうベルトラム提てい督とくからの報告は、帝国軍の間で有名になっておりますよ？」

「……報告ですか？」

「はい！　負傷した提督に代わり、軍師レジス・ドゥ・オーリック殿が指揮を執とって、ハイブリタニア王国軍《女王の艦隊クイーン・ネービー》を打ち破ったそうですね！　しかも、敵の最新鋭艦を鹵ろ獲かくし、敵司令官を捕ほ虜りよにしたのだとか！」

「……それは、帝国軍の海兵が優秀だったからですよ。夜の海に潜るような作戦は物語ではよくても現実には命懸けです」

「頑強な敵艦を目も眩くらむような爆発で、一瞬にして轟ごう沈ちんさせたというのは本当ですか!?」

　コワニェラは物語に興奮する少年のような顔をしていた。

　彼の部下たちも興味深そうに聞いている。

　レジスは恐縮するばかりだった。

　まさか報告が噓うそだとも言えないし、間違ってはいないのだが。

「……そうですね……味方の艦ふねも沈みましたけど」

「おお！　素晴らしい！」

　どよめきが広がる。

　レジスは褒ほめられると居い心地ごこちが悪くなる気弱な性格だった。しかし、戦功は誇ほこるべきものと考えている兵士たちに、理解されるはずもない。

　ここぞとばかりにコワニェラが言葉を重ねてくる。

「傭よう兵へい王おうが率いる一万の部隊も、奇想天外な策で打ち破ったと聞いております！」

「……傭兵王を負かしたのは姫様ですよ？」

「なんと霧きりを作ったそうじゃありませんか！　そんなことができるんですか!?」

「……まぁ、そんなようなことを提案しましたが……工作兵のフェルディナントさんが、やってくれました。もちろん兵士の方々の働きがあっ――」

　レジスが最後まで言い終わる前に、第七軍の兵士たちから再びどよめきが起きた。

「霧を作った!?」「本当に魔法使いだったんか！」「おっかねえ！」

　彼らの反応は当然のことだ。

　この時代に自然科学を学んでいる者は極めて少ない。雨が降る理屈や虹にじができる条件を学んでも、戦で身を守ることも山野で獣を獲とることもできない。

　霧を人工的に作るという発想が理解されなかった。

　それを実戦に活用して、新式小銃を無力化したのだ。

　しかも、第七軍はラフレンジュ会戦でハイブリタニア王国軍の新式小銃に手て酷ひどく負けている。

　驚きよう嘆たんの声は大きくなった。

　彼らに讃たたえられるほど、どんどん居心地が悪くなる。理屈ではなく褒められるのが苦手なのだった。

　レジスは逃げるように話題を変える。

「ところで……この門はどうしたんですか？　火薬による爆発ですよね？」

「おお、わかりますか!?」

「どうやって壊されたのかはわかりませんけど……あれだけ立派な門が、自然に崩れたりはしないでしょう」

「軍師殿のお考えのとおりです。実は――」

　コワニェラが敵軍の策略を語る。

　鹵獲したと思われた火薬樽のなかに、どうやら人が入っており、ちょうど門に持ち帰ったところで自爆したというのだ。

　レジスは眉まゆをひそめる。

「……なんて作戦を立てるんだ……成功したら死ぬなんて」

　たしか、オズワルドという軍師だったか。事実上の司令官という情報もあった。

　一緒に話を聞いていたアルティーナが憤ふん慨がいする。

「とんでもないヤツね！　兵士に自爆させるだなんて！」

「……そうですね」

　レジスはうなずいた。

　大勢の兵士たちがいる前なので、誤解を恐れて口にはしなかったが……

　オズワルドの策をそれほど悪だとは思わなかった。

　ある程度の被害を予想しつつ大軍に突撃命令を下すのと、多くはない人数を必死の作戦に投入するのとで――罪の重さに差はあるのか？

　前者は良くて、後者は悪いのか？

　一人を殺したら犯罪者で、一万人を殺せば英雄なのか？

　オズワルドを裁く法はない。

　ただし、戦争における行為は遡そ行こうして裁かれる。

　このベルガリア帝国とハイブリタニア王国の戦争が終結するとき、講和条件のなかに何らかの形で組みこまれるだろう。

　あるいは、帝国は逆に侵攻するかもしれない。

　判断するのはラトレイユだった。新皇帝に即位するかどうかは置いておいて、彼は全軍権を預かる総督だ。

　ひとたび開戦した以上、どこで止めるかは彼に委ゆだねられていた。

　コワニェラがため息をつく。

「私は直前の戦いで軽く怪我をしたため、要塞の奥の治療室にいました。おかげで難を逃れました。しかし、第三軍司令官のビュスロウ中将と太陽騎士団は……」

「そうですか……」

　目を伏せて黙もく禱とうを捧ささげる。

　正直、レジスは釈然としなかった。

　前衛部隊が突出してきて大砲や火薬だけを置いて逃げたのであれば、それは罠だと考える。相手が知将だとわかっていれば、なおさらだ。

　あからさまな餌えさに食いついてしまっては、池の魚と変わらない。

　ラトレイユはいくつもの戦果を挙げており、指揮官としての実績は申し分ないが……いささか搦からめ手には脆もろさがあるようだ。あまりに性格が真っ直ぐすぎる。

　あるいは、部下の独断だろうか？

　その場に自分がいれば――などとレジスは思わない。

〝どんな策かはわからないけど罠でしょう〟なんて提言しても、帝国軍では〝臆おく病びよう者もの〟と笑われるのが常だ。

　おそらく、自分の提案など容れられまい。

「……ラトレイユ皇子は帝都に戻られたのですか？」

「はい、ハイブリタニア王国軍は離れていったようですが、回りこんで帝都を襲撃される可能性もありましたから」

「ふむふむ……ハイブリタニア王国軍の動向は？」

「追跡はしているはずです。ここには情報が来ていませんけれども」

「なるほど」

　念のために、周辺の哨しよう戒かいや帝都との連絡について確認した。

　アルティーナが尋ねてくる。

「レジス、ここに野営する？　要塞に入る？」

「駐留しているのが第七軍だけなら、場所はあるでしょう。南側の門から入って、部屋を使わせてもらいましょう」

　アルティーナが兵士たちに声をかける。

　ひさびさに屋根のある場所で寝られるとあって、みんなが喜びの声をあげた。

　レジスは瓦礫に目を移す。

「これをどけるのは、ラトレイユ皇子の指示ですか？」

「そうです。このボネイル要塞は帝都防衛の要。早急に修しゆう繕ぜんが必要ですから。しかし、この調子だと撤去するだけで一ヶ月はかかりそうですね……大丈夫でしょうか？」

「帝国領の奥地まで侵攻してくるような敵が、ハイブリタニア王国以外にも現れるようだと、いよいよ危ないですが……そんな心配はないでしょう」

「ううむ……」

「なにか心配が？」

「ハイブリタニア王国軍が戻ってきたら、第七軍だけでは支えられません。我々はラフレンジュ会戦で敗れ、この要塞での戦いでも消しよう耗もうして、もう一万も残っていないのです。兵たちも疲れ切っている」

「ああ……もしも、ハイブリタニア王国軍が現れたら要塞は放ほう棄きしてください」

「えっ!?」

「この有あり様さまでは守り切れません。守り切れないということは、明け渡してしまっても、問題がないということです」

「あ、なるほど！」

「要塞に立て籠もられたとしても補給がないのだから、いずれは降伏しますよ。あちらとてそんな馬鹿げた選択はしないでしょう。戻ってくる心配は要りません」

「たしかに……軍師殿のおっしゃるとおりですな！」

　コワニェラが目を細めた。

　そして、彼は声を小さくして言う。

「……ラトレイユ皇子の隣に軍師殿がいれば、この地でハイブリタニア王国軍を撃破できたのではないか？　と考えてしまいます」

「はは……まさか……」

　レジスは首をすくめる。

　帝国第四軍がボネイル要塞へと入った。
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　戦場跡地を夕焼けが真っ赤に染める。

　まるで血の色のようで、綺麗な夕陽が不気味に燃えていた。

　北門に帝国軍の旗を持った一団が現れる。

　四方を騎兵に守られた二頭引きの馬車だった。

　帝都からの使者だ。

　現在、ボネイル要塞を守備しているのは帝国第七軍ということになる。しかし、駐留しているなかで最も階級が高いのはアルティーナだった。

　この場合、普通はアルティーナが使者に応じる。部下に任せる者もいるが、彼女はそういう性格ではなかった。

　軍師であるレジスも同席するよう、呼び出しを受ける。

　レジスはあてがわれた部屋のベッドの上で、死体のように横たわりつつ本を読んでいたところ、激しく扉を叩かれた。




　コワニェラの部下に案内されて、会議室に入る。

　広い部屋だ。窓からは崩された門や南側の平原を見渡すことができる。

　しかし、窓が壊れている様子だった。おそらく、正面の門が崩れるほどの爆発があったときに壊れたのだろう。

　すでにアルティーナたちが長机を囲んで椅子に座っていた。まだ使者の姿はない。

　レジスは頭を下げた。

「すみません、遅くなりました」

「お疲れ様です、軍師殿。こちらへどうぞ」

　コワニェラがわざわざ立ちあがり、アルティーナの隣の席を勧めてきた。

　恐縮してしまう。

　席に着き、レジスは部屋を見回した。

　ベルガリア帝国の要塞らしく、壁に布が貼ってあったり、戦争のための建築物なのに細かい意い匠しようが施ほどこされ、天井には神様と御み遣つかいの絵が描かれていたりする。

　戦争と芸術の両方に熱心なのが、この国の文化だ。

　奥の席から順に、アルティーナとレジス、バジャマンとジェスタン。そして、コワニェラとなっていた。

　これで全員なのだろうか。

「……ジェローム卿きようは？」

「まだ馬の世話をしてるらしいわ」

「念入りですね」

「本当にね」

　アルティーナが唇くちびるを、ヘの字にした。

　おそらく、使者と会うのが面倒だったのだろう。必要なら、あとでレジスが報告するわけだし。

　コワニェラが場つなぎの雑談としてか、「ここでラトレイユ総督も指揮を執っていました。そこの窓から敵軍を見下ろしていたのです」と説明した。

　レジスは確かめるように尋ねる。

「……窓から戦場を見ていたのですか？」

「はい。敵軍の布陣について、副官のジェルマン一等文官と話しておられました」

「……負傷されてたようですが、体調はいかがでしたか？」

「そういえば、何度か部屋に軍医を呼んでいましたね。しかし、最後には出陣の先頭に立っていましたから、ご健在かと」

「そうですか」

　前に会ったとき、いささか様子がおかしかったので、気になっていたが……

　とくに健康上の問題はないのだろうか。

　扉の向こうから兵士が声をあげる。

「帝都からの使者がお見えです！」

　コワニェラがアルティーナに目配せしたあと、返事をする。

「通せ」

「はい！」

　扉が開かれる。

　四人の軽装騎兵を従えて、ぺこりとお辞じ儀ぎしたのは、ローブを羽は織おった女性だった。

　黒髪を腰まで伸ばし、睫まつ毛げは長く、口元は引き結ばれている。

　目鼻立ちのはっきりした美人だった。

　理知的な印象を受ける。

　歳はレジスと同じくらいか。

「初めまして、軍務省より参りましたファンリィーヌ・ウェロニカ・ドゥ・ティラソラヴェルデ事務官です」

　聞いたことのある家名だ。

　アルティーナが首をかしげる。

「ティラソラヴェルデ？　もしかして、エレアノールの妹かしら？」

「はい、先だっては、姉が大変お世話になりました。こうして、ご挨あい拶さつが叶いまして、光栄の至りですわ」

　上品な笑みを浮かべた。

　ちょっとした仕し草ぐさだけで、大貴族の令れい嬢じようであることがわかる。

「どうして、軍務省の事務官なんかやってるの？　ティラソラヴェルデは公こう爵しやく家けで南部の豪商でしょ？」

　事務官は一応は軍人として扱われるが、戦地に出ることがない。

　ずっと軍務省のなかで働く者が大半だった。

　大臣の補佐などが多く、剣も握れない貴族の子弟が軍人の肩書きを得るために就つく。査察官などと似たようなものだ。

　戦うことがないので女性が採用されることもあった。極めて珍しい事例ではあるものの……

　ファンリィーヌが思案顔をする。

「軍務省に入った理由ですか？　そうですね……わたくしは姉と違って、商売に関心を持てなかったものですから。どうも数字が苦手でして」

「事務官も数字を扱うんじゃないの!?」

「あら、本当ですね……うふふ」

　どうにも、つかみ所のない女性だった。

　皇女で第四軍司令官であるアルティーナを前に、まったく物もの怖おじした様子がないのは、姉譲ゆずりといえそうだ。

　レジスは用件をうながす。

「事務官といえば軍務省から出ることは、ほとんどないと思うんですが……どうして、こんな戦地まで？」

「もちろん、戦地に来る必要があったからですわ。まずは、これを――」

　アルティーナに書しよ簡かんを差し出す。

　蠟ろうの封に軍務省の印が押されていた。

　広げる。

　軍務省からの命令書だった。




　――ヴァーデン大公国にゲルマニア連邦の各地より兵力が集まりつつある。

　ヴォルクス要塞に再度襲来する可能性を認める。

　帝国第四軍は要衝の防衛に向かわれたし。




　アルティーナが椅子を蹴けって立ちあがった。

「一大事じゃないの！」

　コワニェラやバジャマンたちも表情を硬かたくする。

　ファンリィーヌも驚いていた。使者は命令書の内容を知らされないことも多い。伝令ではなく事務官なら尚更だ。

「……見せてもらえますか？」

　レジスは横から書簡をつまんで引き寄せる。

　本来なら、とんでもない不ぶ作さ法ほうだが、アルティーナが気にしないから問題になったことはなかった。詳しいことがわからなければ提言もできないわけだし。

　書簡に目を通す。

　あれこれ情報が書いてあった。

「ふむふむ……なるほど……ゲルマニア連邦に送りこんだ間かん諜ちようから報告があったみたいですね」

　レジスも独自の情報網が必要だと考えて動いてはいるのだが……人も予算も足りないのが現状だった。

　アルティーナが、ぶんぶんと腕を振る。

「暢のん気きにしてる場合じゃないわよ、レジス！」

「大丈夫です。襲来の可能性はありますが、まだ準備段階だ。こちらの兵士たちの疲労もある。早くても出発は明後日が妥当でしょう。まずは座ってください、姫様」

「う、うん……」

　彼女は蹴っ飛ばした椅子を起こして座り直した。

「……ふむ、他にも情報がありますね……これは東方についてです」

「え？　なんと？」

　コワニェラが身を乗り出した。

　レジスは書簡を渡しつつ、読みあげる。

「東方の隣国エスタブルクとの関係悪化が予想される。帝国第七軍は東方の警戒に当たられたし――だそうです」

「帝都の防備を割いてですか？　ハイブリタニア王国軍が間違いなく撤退する、という判断なんでしょうか？」

　コワニェラが首をかしげた。

　レジスはうなずく。

「ハイブリタニア王国軍は、ゲルマニア連邦のある北方へ向かった――と書いてありますね。まだ帝国領からは出ていませんが……まぁ、第一軍だけで対処できる、と軍務省は考えているのでしょう」

「大丈夫でしょうか？　北方戦線は第三軍の管轄ですが……先日の戦いでビュスロウ中将が戦死され、太陽騎士団も失われたため、再編を必要としているはずです」

「……たしかに、北の防備は手薄ですね」

　ハイブリタニア王国との戦いで、第二軍と第三軍は戦力を失っていた。戦線に穴が開いた状態だ。

　予備戦力はあるが、どう使うのかが問われる。

　コワニェラが書簡をためつすがめつして見ていた。

「うーん……エスタブルクとの関係悪化が予想されるというのは、どういうことでしょうか？　あの国とは長年敵対してきましたが、この冬に和わ睦ぼくの証あかしとして皇こう妃ひを娶めとったはずなんですが？」

　ベルガリア帝国からすれば小国に過ぎないが――エスタブルク王国は極めて意欲的に領土を拡大してきた。周辺諸国を呑みこみ、勢力を強めている。

　しかし、エスタブルク王は今年で五十歳になり、その勢いに陰りが見えていた。

　帝国としても、ゲルマニア連邦やハイブリタニア王国との関係が緊張を増すなかで、東方に大きな戦力を割きたくない。

　結果、二月に和睦を結び、エスタブルク王女ユハプリシア・オクトーヴィアを皇妃として迎えたのだ。

　ところが、わざわざ軍務省が関係悪化を予想して、帝都の防備を割いてまで対処せよという。

　レジスは首をかしげる。

「……皇帝陛下が亡くなったからといって、姻いん戚せき関係を結んで半年も経っていないのに開戦するとは思えませんね。ハイブリタニア王国軍は撤退しつつあるわけだし……どうして関係悪化すると予想したのかな？」

　あれこれと理由の候補は考えつく。

　しかし、事情を知っていそうな人に聞くほうが早いだろう。ファンリィーヌに視線を向けた。

「……エスタブルク王国との関係悪化について、理由を聞いてるかな？」

　彼女が口ごもりつつ、答える。

「それは……ユハプリシア皇妃が亡くなられたからですわ」

「なんだって!?」

　レジスは腰を浮かせるほど驚いた。

　アルティーナも絶句し、コワニェラも目を丸くする。

　ファンリィーヌが目を伏せて、沈黙した。

　それから言葉を続ける。

「陛下の崩ほう御ぎよを嘆いて、自害なさったとのことです」

「馬鹿な……」

　思わずレジスはつぶやいていた。

　釈然としない。

　立場的にユハプリシアは皇帝の崩御により宮廷で居場所を失うことになるが、それでも充分に贅ぜい沢たくな暮らしができる。自害する理由はなかった。

　アルティーナが眉まゆ根ねにしわを寄せる。

「崩御を嘆いて自害ですって？　そんな性格じゃないわよ、あの女は」

　酷い言いようだ。

　しかし、レジスも同感だった。

　ユハプリシアのことは建国記念祭のパーティーで見かけたが――その言動からは、皇帝の後を追うような気性は感じられなかった。

　他人がいるときと一人のときとでは全く別人のようになる可能性は否定できないが、あまりに違和感がある。

　レジスはファンリィーヌに尋ねる。

「ユハプリシア皇妃がどのように自害したのかは、聞いてるかな？」

「わたくしが口にするのは恐れ多いことではありますが……果物ナイフで御自身の胸を突いた、とのことですわ」

　レジスは顔をしかめる。

　ありえない。

　アルティーナも納得できなかったようだ。

「なんか変よね？　だいたい、お父様は歳のせいで亡くなったというけど、ちょっと前にはピンピンしてたのよ？　肉だって食べてたわ」

「……妙な話ですね」

「どうも怪しいのよねえ」

　そんな話をしていたら、バジャマンが口を挟んできた。

「まさかとは思いますが……ラトレイユ殿下を疑っているのではないでしょうな？」

「そうは言いませんが……」

　レジスは取り繕つくろおうとしたが、アルティーナが突き放すように言う。

「どう考えたって怪しいじゃないの！」

　バジャマンが首を左右に振った。

「私はラトレイユ殿下を信じております。あの方は、常に帝国の未来を考えておいでだ。私欲のために、そのような恐ろしいことをなさるわけがない」

「あたしは無理ね。信じられない。オーギュストに毒を盛ったのか訊いたときにも、はっきりと否定しなかったし」

「なんですと!?」

「オーギュストの件は、ラトレイユにとって本意ではなかったのかもしれないし、あいつが手を下したんじゃないのかもしれない……でも、ラトレイユを皇帝にしようとする意志が宮廷にあるのは間違いないもの。まるで毒どく蛇へびのように物陰から隙すきを狙ってるのよ」

　彼女の口調には怒っているというよりも、悔しそうな響きがあった。

　バジャマンが額ひたいの汗をぬぐう。

「しかし、殿下が私欲のために動くようなことは……」

　たしかに、ラトレイユは私利を貪むさぼるような性格の者ではないだろう。帝国のために、危険に身を投じるような勇気と責任感を持った本物の指導者だ。

　だからこそ、レジスは疑っていた。

「……帝国のためを考えたからこその結果かもしれません」

「なっ!?」

　ラトレイユが帝国の未来を憂うれうあまり、皇帝を手に掛けた――という意見は、あまりに不敬にすぎる。だから言葉をぼかして言ったのだ。

　アルティーナが肩をすくめる。

「あいつなりに帝国を憂いてるのは間違いないわね……だから、皇帝になるためなら、かなりの無茶をするわ。バジャマン卿だって、覚えがあるんじゃない？」

「なんのことですかな？」

「フェリシアの実家から、銀髪のメイドを攫さらってきたでしょ」

「うっ!?　あ、あれは……ッ!!」

　第一皇子オーギュストは毒に倒れた。妹であるフェリシアは元女優の母親――第二皇妃カトリーヌの指示により、なんと兄オーギュストに変装したのだ。

　そして、フェリシアの代わりに、似たような銀髪のメイドが病気療養中と偽って、トゥルーアン公爵家の屋敷で暮らすことになった。

　もう一年近く前のことだ。

　そして、建国記念祭のときにラトレイユが、オーギュスト（フェリシア）を追い詰める手段として、そのメイドを帝都へと連れてこさせた。

　トゥルーアン公爵家に押しかけ、メイドを連れ出したのは、第二軍を率いたバジャマンである。

　アルティーナが肩をすくめた。

「今さら、そのことについて、どうこう言わないわ。でも、それだけのことをするのよ、ラトレイユは。だから、あたしは疑ってるってこと」

「うっ……むっ……くっ……」

　バジャマンが口をつぐんだ。

　同じ皇族であるアルティーナはいいが、侯爵でしかない彼が同じ調子で話していたら、不敬罪に問われかねない。

　ファンリィーヌが驚いたような顔をしていたが、なにも言わなかった。

　レジスは話題を引き取る。

「僕たちがどう考えようとも、ラトレイユ皇子は警戒するでしょうね。疑われるような状況であることは、わかっていると思います。そして、ユハプリシア皇妃については、自害するような方には見えなかった……しかし、人にはいろいろな面があります。他人が理解することはできないでしょう。断言はできません」

「そう、ですな……」

　バジャマンがうなずいた。

「気になる点は多々ありますが、今は噂うわさ話ばなし程度の情報しかない。憶おく測そくでラトレイユ皇子を疑うようなことのないよう、部隊全体を引き締めることとしましょう」

　大きなくくりに話を逸そらして締めた。

　ユハプリシアの自害については、疑念という言葉すら生ぬるいが、今は対処しようがない。

　レジスは考える。

　――すでに手は打ってるけど、足りないな。

　兵士たちのなかから諜ちよう報ほう活動のできそうな者を選んで、情報収集のために帝都へ送っている。

　しかし、彼らは専門職ではない。今回は事態の急変に対応できず、なんの成果も挙げられていなかった。有効な報告は来ていない。ユハプリシア皇妃の件についても初耳だった。

　帝国の諜報員は軍務省の直属である。つまり、今はラトレイユの配下になっている。

　大貴族であれば私的な情報網を持っているだろうが。

　今から帝都に情報収集の網を張るのは、困難を極めるに違いない。

　――また後手を踏むのか？

　難しい。

　困難だ。

　そんなことはわかっている。状況に応じた最善手では、もう間に合わない。今までのように事態に対処するだけでなく、こちらから仕掛けなくては何も変えられない。

　多少の無茶が必要だった。




　会議室のドアがノックされる。

　訪れたのは、メイドのクラリスだった。深々と一礼する。

　相変わらず、まるで別人のようだった。他人がいる場所では無表情で、平坦な話し方をする。

「……お夕飯の時間となりました。いかがなさいますか？」

「ああ、もうそんな時間なのね。ここへ運んでもらおうかしら。ファンリィーヌ事務官も一緒にどうぞ」

「まあ！　ありがとうございます、光栄ですわ」

　ファンリィーヌが膝ひざを小さく曲げて淑しゆく女じよらしい礼をした。

　クラリスが部屋の外に出る。

　ほどなく大皿に載せられた料理が運ばれてきた。




　　　†




　机のうえには、ハムやソーセージに、茹でたジャガイモや、キャベツの漬け物などが並べられた。温かいスープに、硬くないパンに、蜂はち蜜みつも置かれている。

　食料の補給を受けられたので、いつもより豪華な食事だった。




　机が埋まってしまったので、レジスは壁に地図を広げる。

　ヴォルクス要塞と東方エスタブルク方面の二枚だ。

「えっと……エスタブルク王国はベルガリア帝国に比べれば小国ですが、東方では大きな勢力を持っています。あちらの目もく論ろ見みでは――ユハプリシア皇妃が赤せき髪はつ紅こう瞳どうの男児をもうけて、次期皇帝に押し上げるつもりだったのでしょう……帝国さえ呑みこもうとする野心を持っていたわけですね」

　さほど珍しいことではない。人質同然に娶られた皇妃の子が結果的に皇帝になり、隣国や出身地が恩恵を得ることは、長い帝国の歴史のなかで何度かあった。

　レジスはもう一枚の地図に話を移す。

「……ヴォルクス要塞は長らく難なん攻こう不ふ落らくでした。今後も簡単には陥落しないでしょう。今は要塞守備に二○○○ほど。第四軍は兵数一三○○○になっています。両方を合わせると一五○○○……少し多すぎますね」

　ハイブリタニア王国軍が撤退したと判断できるなら帝都の危機は去ったと考えられる。臨時で参戦していた貴族軍は帰還することになるだろう。総数一○○○もないので戦力的には、さほど影響はないが。

　アルティーナが眉をひそめる。

「ヴォルクス要塞を守る兵士が多いのはいいけど、他の戦線で兵士が足りないのでは困るわね」

「おっしゃる通りです。予算の問題もありますし……それで、東方の話に戻りますけれども……」

　アルティーナやバジャマンが食事に手を伸ばした。ジャガイモや肉から湯気があがり、美お味いしそうな香りが漂っている。

　勧められて、ファンリィーヌも同席していた。

　自分たちの任地についてレジスが話すとあって、コワニェラは食事の手を止めて真剣な顔で聞いている。

　レジスは説明を続けた。

「このあたりは起伏に富んでいるうえ、深い森が横たわっており、騎兵が使えません。敵は森のなかで木々に隠れて弓を射てくるため、かなり手強い。帝国軍は大勢を並べて一斉にぶつかり合う戦法を得意としています。しかし、エスタブルク王国が得意なのは少人数での不意打ちです」

　コワニェラが驚く。

「軍師殿は東方に赴任してたことがあるのですか!?」

「いえ、帝都に保管されていた報告書を読んだだけです。なにか違っている点があれば教えてください」

「間違いはありません。どうして任地でもないのに報告書なんて読んだのですか？」

「え？　閲えつ覧らん可能なところにあったので……平民の士官が読める棚は、全部、読んでますから」

「そ、そうなのですか!?　どうして!?」

　コワニェラが再び驚いた。

　レジスは頭を掻かく。

「まぁ、僕のことは置いておいて……現在、第七軍の駐留部隊は兵数五○○○と思われます。合っていますか？　編制はどうなっていますか？」

「数はおっしゃるとおりです。大半が新兵と老兵ですね。遠征について来られないと見なされた者たちです」

「数なりの戦力とは言い難いわけですね」

「はい」

「第七軍の現状はいかがですか？」

　コワニェラは折りたたんだ紙を腰のポケットから出した。

「えっと……元々は二一○○○の部隊でしたが、ラフレンジュ会戦で一○○○○にまで減りました。さらに、このボネイル要塞の防衛で八○○○になっています」

「防衛戦で……？」

「負傷だけでなく、病気になる者も増えておりまして……」

「戦争が長引いていますからね」

「連戦による疲労や負傷のせいもありますが……補給の問題もありまして。予定していた量が届かなかったり、届いた食料が腐っていたり」

「それは酷いな」

「軍務省が送ってくるぶんでは足りず、近隣の街で買い付けたんですが……」

　コワニェラが苦々しい顔をする。

　苦慮している様子だった。

　アルティーナが首をかしげる。

「うちは大丈夫よね？　どうして？」

「軍務省からの補給物資は途中で着服されることが多いんです。だから、補給元に兵士を送って、毎朝毎晩数量を確認して、運んでいる最中に減らないよう気をつけてるんですよ」

「そんなことしてたの!?」

　アルティーナやコワニェラだけでなく、バジャマンたちも驚いていた。

　本にも載っていたくらいだから、さほど珍しくないことのはずだが、彼らは知らなかったようだ。

　コワニェラは先日まで単なる騎士だった。上官たちが亡くなったせいで、急遽、司令官になったばかり。

　バジャマンたちの率いる帝国第二軍は帝都防衛が主任務だ。あまり遠征をしたことがない。

　帝国の存亡をかけた戦争において補給物資を着服するような馬鹿者がいるなど、発想の外だったのだろう。

　レジスはため息まじりに言う。

「……個人のわずかな欲望が大勢の命を脅おびやかす……そういう愚おろかな犯罪は良心の欠如ではなく、想像力の欠如により起きることが多いんです。着服した者は前線の兵士が飢え、病気になり、戦線が維持できなくなって帝国が滅ぼされるかもしれない……などと考えない。〝今は見張りがいないから〟程度の浅せん薄ぱくな考えで犯行に及んでしまうんですよ。残念ながら」

「むむむ……」

　コワニェラがうなった。

　とくに、結果が重大なものになるほど人は想像が及ばなくなる。

　金銭を奪うために他人を殺すのは大罪だと誰もが知っていて、よほどの悪党でなければ犯行に及ばない。

　しかし、一万人が飢えて何千人も死ぬような補給物資の着服は、それほどの大罪だという意識もなくやってしまう。

　建築での手抜きや、責任者を贔ひい屓きで選ぶなど、直接的ではない行為も同じだ。

　想像力の欠如した者は、ときとして凶悪な犯罪者よりも恐ろしかった。

　レジスは話を戻す。

「……ハイブリタニア王国との戦争をする前の東方戦線は二六○○○前後で維持されていました。現状、第七軍は一三○○○程度です。戦い方を工夫して穴埋めするにも限度があるでしょう」

「現在、軍務省に増員を要求していますが……」

「今回の戦いで消耗した部隊が多いから、すぐには難しいでしょうね。そこで提案ですが……第四軍の一部を第七軍の支援に回してはいかがでしょうか？　まだ細かく調べていませんが、六○○○くらいは出せるかと」

「それは願ってもない！」

　コワニェラが立ちあがった。

　レジスはバジャマンのほうを見る。

「元帝国第二軍の部隊を中心に、第四軍分隊として東方戦線の支援に向かっていただこうと思ってます。もちろん、元バイルシュミット辺境連隊の士官もつけますが……」

「……妥当ですな」

　彼はうなずいた。

　現状、元バイルシュミット辺境連隊と元第二軍の兵士たちは、連れん携けいが取れていない。

　いずれ合流させるにしても、もうしばらく時間が必要になるだろう。

　第七軍から予算を引き出せれば、戦力の維持費で破は綻たんすることも免まぬがれる。

　優秀な士官を派遣して、次に合流したときには連携が取れるよう訓練してもらうつもりだった。

　それに、バジャマンはラトレイユ派の貴族だ。アルティーナと行動を共にしているよりは、第七軍への支援のほうが気が楽だろう。

　本当は帝都にいるラトレイユのところへ戻りたいだろうが、軍務省からの命令を無視するわけにもいくまい。

　もちろん、今すぐ元第二軍の兵士たちを掌しよう握あくできればそれが一番いいのだが……人心掌握は簡単ではなかった。

　迂う闊かつに不適格者を指揮官に据すえたら、かえって兵士たちの反発を招きかねない。

　とにかく、士官が不足していた。

　実戦経験と人望があり、命令を理解でき、状況が急変したときには対応力があり、なにより忠誠心が必要だ。

　いずれ、新皇帝となったラトレイユと対峙する日が来るかもしれない。反逆者の誹そしりを受けようとも、アルティーナについてきてくれる者が必要だった。

　レジスは地図を確認する。

「……戦力の配分は、あとで細かく吟ぎん味みします。兵士たちは連戦と遠征で疲ひ労ろう困こん憊ぱいでしょう。今日と明日は休ませて、明後日の朝に出発することを提案します」

「それがいいわね！」

　アルティーナがうなずいた。

　席を立ったままのコワニェラが改めて敬礼する。

「ご助力、感謝します！　ラフレンジュ会戦においても、我々はバイルシュミット辺境連隊に助けてもらいました……この御恩を忘れることはありません。お役に立てることがありましたら、ぜひ連絡をください！」

　アルティーナが腰を上げる。

　右手を差し出した。

「ありがとう、期待してるわね」

「はい！」

　握手を交わす。

　そういう意図はなかったが、第七軍とは協力関係を結べたようだった。

　コワニェラがレジスに笑みを向けてくる。

「また、ハイブリタニア王国のような強敵と相まみえることがあれば、次は軍師殿の采配で戦いたいものです」

「いや……僕は司令官じゃないので、采配を執るのは姫様ですよ？」

　レジスが言うと、アルティーナが肩に手を載せてくる。

「いいじゃないの！　あたしの部隊の作戦はレジスが考えてるって、みんなが知ってることでしょ！」

「いや、それは……」

　信頼してもらえているのは嬉しいが、武勇ばかりの司令官でいいのだろうか、と心配になってしまうレジスだった。




　話し合いが終わり、部隊の編制と、ヴォルクス要塞への帰還準備に取りかかろう――そういう流れになったときだった。

　ずっと末席で黙々と肉を食べていたファンリィーヌが挙手する。

「ひとつ、よろしいでしょうか？」

「なにかしら？」

　アルティーナが応じる。

「わたくしが来たのは、軍務省からの命令書を持ってくるためだけでは、ありませんの……こちらを読んでいただけますでしょうか？」

　そう言って、別の書簡が差し出される。

　あえてレジスに向けて。

「……もしかして、僕宛ですか？」

「はい、軍務省から」

「軍務省から……僕に……？」

　嫌な予感しかしなかった。




　　　†




　レジス・オーリックと名指しされた命令書だ。

　軍務省と貴族省からの召しよう喚かん状じようだった。

　しかも、ただちに出頭するよう求められている。

「こ、これは……」

　かなり強い口調で書かれていた。

　アルティーナが手元を覗のぞきこんできて、書面を読み――

　バン！　と机を叩いた。

「あたしたちは、今からヴォルクス要塞に向かうのよ!?　こんなの無理に決まってるじゃない！」

　アルティーナの剣幕に、ファンリィーヌが申し訳なさそうに頭を下げた。

「すみません。お手元に届いていなかったかもしれませんが、オーリック卿への召喚状は、今年の二月にも出されており、もう半年近く無視されている状況なのです」

「そんなこと言われても、どれだけ戦場を巡ったと思ってるの!?」

「はい……その功績もありまして、さらなる報償が検討されているのですが……まずは、三等文官への昇級と、騎き士し爵しやくの叙じよ爵しやくを済ませていただけませんと、なにかと問題がありまして」

「前線から軍師がいなくなるほどの問題なんて、ありえないでしょ！」

「んぅ……私はただの事務官なので、軍務省ベイラール大臣の言葉をお伝えすることしかできないのですが、〝三等文官が第四軍の軍師というのが、そもそも認められないことである〟とのことで……」

「認められないってどういう意味よ!?　大臣ごときが認めようと認めまいとレジスの作戦が帝都を守ったんじゃない！　まさか階級章で戦争ができると思ってるわけ!?」

「ううぅ……すみません」

　ファンリィーヌが縮こまる。

　まあまあ、とレジスはアルティーナをなだめた。

「……彼女に言っても」

「そうだけど！」

「僕は正式な辞令がまだだから、軍務省からすると五等文官だ。前線から五等文官が外せないというのは、たしかに理解されないだろうね」

　現実的にはともかく、先方の意見もわからなくはない。

　ファンリィーヌがうなずいた。

「軍人は軍務省の命令を聞く義務があります。そして、貴族省は以前から軍務省にオーリック卿の出頭を要よう請せいしてるんです……今に至るまで応答がないのはどういうことなのか、と……」

「まぁ、それどころじゃなかったからなんだけど……」

　ため息まじりに言った。

　報告書は出しているはずだが、例外が認められることはなかったようだ。

「すみません。貴族省からかなり厳しく言われておりまして……〝軍務省は兵士の掌握ができていないのではないか？〟とか〝貴族制度を蔑ないがしろにする気か？〟とか〝彼は自由主義者なのか？〟といった趣しゆ旨しの問い合わせが、それこそ毎週のように来ている状況なのです」

「ああ、なるほど……騎士爵は平民の目標だなんて言われてるものな。普通なら、なにを置いてでも馳はせ参さんじるものだ。何ヶ月も無視されたら面めん子つに関わるか」

「軍務省も召喚状を無視された形なので、これは立派な命令違反になってしまいます」

「いや、それは……」

「もちろん聞いております、辺境ゆえに召喚状が届いていなかったとか。もう過去のことは不問になりました。しかしながら、それもあって今回はわたくしが派遣されたわけです。絶対に連れてくるように、と」

「迷惑をかけてるようだね」

「わたくしはオーリック卿に会うことができて嬉しく思っていますわ。でもこのままだと、貴方あなたの立場が悪くなるばかり……どうか軍務省の呼び出しに応じていただけませんでしょうか？」

　レジスは腕組みして悩む。

　情報によれば、再びヴォルクス要塞が戦場になる可能性が高い。

　兵数が増えたとはいえ部隊の連携は充分ではないし、兵士が多くなるほど運用は難しくなる。

　――この部隊から離れて大丈夫だろうか？

「その昇級とか叙爵とかは、ちょっと帝都へ行って書類を受け取ったら終わり、という程度のものかな？　それなら、数日で済むと思うんだけど」

「残念ながら、貴族省での手続きには時間がかかります。なにせ平民が一代限りとはいえ貴族になるのですから。覚えてもらうべきことも多いですし、いろいろと時間はかかりますよ」

「どれくらいかな？」

「一週間から、一ヶ月くらいでしょうか」

「ずいぶんと長いな……」

　役人の仕事は、相変わらず形式ばっていて効率とは対極にあるようだ。

「軍務省でも、階級が上がったことの手続きとは別に、軍務規則の試験がありますわ。四等以下と三等以上では知っておくべきことが違いますから、それを学ぶ時間が必要でしょう」

「まいったな。昇級や叙爵を断れるといいんだけど……」

「とんでもありません！」

　ファンリィーヌが目を丸くした。

　出頭を無視していただけで事務官を派遣してくるほどだ。辞退などと言い出したら、それこそ命令違反で造反者扱いになるだろう。

　そもそも、昇級は褒美ではなく軍務省からの命令だ。降格と同じで断れるものではなかった。

「まぁ……軍を辞めるというのなら、それも可能かもしれないけどね……」

「あら、姉様が勧誘してたと聞きましたが、商人になるんですの？」

「いやいや……」

　アルティーナが再び机を叩いた。

「そんなのダメよ！」

「商人にはならないよ――あ、なりませんよ、姫様？」

　今、軍を辞めて第四軍に同行したとしよう。

　バイルシュミット辺境連隊の兵士たちは問題ないだろう。彼らはアルティーナを司令官として認めているし、ジェロームの求心力もある。

　おそらく、軍人を辞めたレジスの立てた作戦でも従ってくれる。

　しかし、新しい兵士たちはどうだ？　信用してもらうのはなかなか難しいだろう。

　部下が不信感を持っていたら、どんな作戦も成功しない。




「とにかく、そんなの認められないわ！」




　アルティーナが力強く宣言して、首を左右に振った。

　ファンリィーヌが困った顔をする。

「しかし……」

「今、レジスは軍務中で、離脱は部隊の大きな損失になるわ！　あたしだって軍務規定くらい読んでるもん。司令官には部下の行動について一定の権限があるし、軍務省の命令に異議申し立てするのも認められてるはずよ！」

「はい……しかし、軍務省はハイブリタニア王国軍が撤退したので、近日中に交戦が起きる可能性は低いと考えています。出頭命令が不当だとは認められないでしょう」

　アルティーナが拳を握る。

　どうにも納得できない様子だ。

「つまらない嫌がらせだわ！　ろくに前線に出たこともない軍務省の連中に、なにがわかるの！　交戦の可能性は低いですって!?　ハイブリタニアが攻めてきたときは可能性が高いと思ってたわけ!?　軍務省が侵攻を予測できず、蒸気船や新式小銃の威力を軽んじてたせいで、どれだけ多くの兵士が死んだと思ってるの！」

　諜報活動は軍務省の役割だ。

　ハイブリタニア王国が軍備を整えていることや、汽走高速戦列艦や新式小銃について、もっと情報を得ていたなら、また違った戦い方があったかもしれない。

　あれだけ多くの死体を見せられては、軍務省の判断が信用できないのは仕方がないことだろう。

　アルティーナは吟ぎん遊ゆう詩し人じんが讃えるほどの美び貌ぼうの持ち主だが、怒ったときの剣幕は空腹の灰loup狼grisのごとくだ。

　歴戦の兵士たちでもたじろぐほどだった。

　しかし、ファンリィーヌは柔にゆう和わな態度を崩さない。なだめるような口調で言う。

「オーリック卿の今後を考えたら、決して悪い話ではないのですよ？」

「うっ……」

　アルティーナが言葉を失った。

　レジスとしては昇級も叙爵もどうでもいいと思っている。

　今はラトレイユに決定的な状況を作られた失敗を、どうにか取り戻すのが先決だ。

　アルティーナを皇帝に――という目標は現実的ではなくなった。

　帝国を変えるためにはどうすればいいのか？　レジスは新しい道を指し示したいと考えていた。

　しかし、レジスの昇級や叙爵を、アルティーナが否定するのは筋違いだ――と彼女は思ったのだろう。肩を落とし、しゅん、としょげる。

「……そうね……レジスはそれだけの戦果を挙げたのだものね。ごめんなさい」

　レジスは頭を掻いた。

「まぁ、落ち着いて考えましょう」

「うん」

　アルティーナが弱々しく、うなずいた。

　レジスは、ファンリィーヌに尋ねる。

「……ティラソラヴェルデ事務官、この件については少し時間をもらえるかな？」

「うふふ……エレアノール姉様と紛らわしいでしょうから、ファンリィーヌでかまいませんわ、オーリック卿」

「そうかい？　じゃあ、僕もレジスでいいよ」

「あら、嬉しいです。それでは、そのように呼ばせていただきます。お時間については、それほど長くは待てませんが、数日でしたら」

「ありがとう。明日には返事するよ」

　ファンリィーヌがやわらかい笑みを浮かべてうなずいた。

「わかりました、レジス様」
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　深夜――

　レジスはあてがわれた部屋の机に、書類を並べていた。ベッドのうえにまで紙束が積んである。

　オイルランプの灯ともし火びが揺ゆれた。

　馬車から運びこんだ資料はかなりの量だった。よく荷台に載っていたものだと感心するほど多い。

　ヴォルクス要塞に向かう兵士と、東方戦線を支援する兵士の編制を済ませる。細かい調整は現場に任せるしかないだろう。

　そして、自分の今後について、いろいろな方向から検討してみた。

　羽根ペンを走らせる。

「……うん……やっぱり、これしかないな」

　レジスはオイルランプの取っ手を摑つかんだ。アルティーナに用意してもらった高級品で、ティーポットのような形をしている。

　真しん鍮ちゆうの柄を持って運ぶことができた。

　以前は蠟ろう燭そくを使っていたが、あれに比べると格段に明るくて書類仕事が楽だ。

　夜の廊下を歩くのも苦ではなかった。

　アルティーナの部屋はそう離れてはいない。廊下を歩いた一番奥だ。

　夜通し立っている二人の番兵が敬礼した。

　彼らが声を潜ひそめて。

「……軍師殿、姫様はもうお休みになっておられるかと」

「ああ、そういや、もう深夜か」

「はい」

「うーん……困ったな……明日の朝までに作らないといけない書類があって、姫様に確認を取らないといけないんだけど……」

　番兵たちが顔を見合わせる。

　レジスも含めて三人で、どうしたものかと固まってしまった。

　金属音が鳴る。

　鍵を外した音だった。

　番兵たちの背後にあるアルティーナの部屋の扉が開かれる。

　わずかに中から光が漏もれる程度の隙間だった。

　人影はなくて、声だけがする。

「……レジス？」

「あ、すみません、こんな遅くに」

　起こすほど大きな声は出していなかったし、部屋の中の灯りが点いているということは、起きて待っていたのだろう。

　彼女は扉をわずかに開けただけで、姿を見せずに言う。

「あなたが必要だと思えば、いつだろうと起こしてくれていいのよ。あたしは夜だからといって軍師を追い返すほど無能な司令官になった覚えはないわ」

「……夜中に司令官を起こすような軍師は、たぶん無能だと思いますよ」

　レジスは肩をすくめた。

　くすくす、とアルティーナが笑う。

「じゃあ、寝不足に見合った話を期待しようかしら？」

「……明日にしましょう」

「レジス？」

「はは……じゃあ、失礼します」

　レジスは番兵たちに会え釈しやくして、彼らの横を通り抜ける。番兵たちが背筋を伸ばして敬礼した。

　わずかに開いた扉のノブを摑んで引く。




　中に入って扉を閉めた。

　部屋は広々として壁には絵画が飾られており、カーテンには見事な刺し繡しゆうが施ほどこされている。

　そして、蠟燭の炎に照らされているアルティーナは、白色の寝間着姿だった。絹きぬの貫かん頭とう衣いで小さなレースとリボンで飾かざられている。

　うっすらと透けており、身体の線が見えていた。

　レジスは思わず後ずさる。

「わわっ!?」

「変な声を出さないで。番兵に聞こえたら誤解されるわ」

　そうそう声が漏れない造りになっているが、大声を出せば当然のように聞こえるだろう。

「君……なんて格好を……」

　手で視界を遮さえぎるようにした。指の間から見えてしまうというか、つい見てしまうのだけれども。

「もう寝るところだったんだから仕方ないでしょ。それとも、コルセットをつけて寝ろって言うの？　鎧よろいを着て寝るほうがマシだわ」

「……出直そうか？」

「そんなに格好が大切なの？　それなら後ろを向いてて。今、着替えるから」

「悪かった。時間も惜しいし、そのままでいいよ。君がいいならね」

「気にしたら負けよ！」

　アルティーナが堂々と腰に手を当てる。

　そんなことを言うわりに、ほんのり頰ほおが赤くなっていた。

　やっぱり恥ずかしいんじゃないか――と思ったが、レジスは口にしないでおく。寝間着姿を見に来たわけではないし、話題にするつもりもなかった。

「……夕方の件だけど」

「そうね。軍務省にはどう返すつもりなの？」

「先に訊いておくが……君はどうしたい？」

「あたしはレジスが一ヶ月も部隊を離れるなんて、考えられないわ。その間に交戦がなかったとしても、部隊が維持できるか怪しいもの」

「それはそれで問題があるけど……」

「ええ、もちろん今みたいに負担が大きい状態を続けるのは、よくないって思ってる。でも、この瞬間に文官を増やすことはできないし、急に誰かが代わりをやるのは無理でしょ？」

「……まぁ、そうだね」

　頼めるものなら、いくらでも頼みたかった。

　正直、シエルク砦の頃から無理があって、ヴォルクス要塞に拠点を移してからは文字が読み書きできる兵士にまで手伝いをしてもらって、なんとか書類を形にしていた。

　第四軍が編制されて兵数一万を越えたところで、もう完全に無理してどうこうなる物量を超えた。

　第二軍にも文官はいたが、ハイブリタニア王国軍に負けたとき、逃げてしまったり、撃たれたりで、数人の見習いしかいない。

　今の兵数ならば千人くらいの文官が必要だ。せめて百人以上の増員がなければ備品の申請すらできないだろう。

　アルティーナがレジスを必要と考えるのは当然だった。

　言いにくい。

　しかし、言わなくてはならない。

　レジスは彼女を見つめる。

　オレンジ色の灯火に照らされた深しん紅くの瞳ひとみが、緋色の前髪の向こうで揺れていた。

　彼女が寝間着姿の胸元に手をやって身をよじる。

「え？　まだ格好とか気にしてる……？　あんまり見つめられると……」

「あ……いや……聞いてくれ」

「なに？」

　レジスは迷っていた。最善手かどうかなんてわからない。少なくとも安全とは言えない判断だ。

　けれども上手くいけば得るものがあるはず。

　ぐっ、と拳こぶしを握りしめた。

　アルティーナの瞳を見据える。




「僕は一人で帝都に行こうと思う」




「なっ!?」

　アルティーナが絶句した。

　しん、と呼吸さえ止めているかのように静まりかえる。

　彼女の肩が震えた。

「……レジス……本気なの？」

「僕は冗談は苦手だし、噓は嫌いだよ」

「あ、あたしを……この部隊を、見捨てるってこと？」

「そうじゃない」

「……でも……だって、もう、あたしは皇帝になれないから……だから」

「待ってくれ、アルティーナ……そんな理由じゃない。そもそも、君が皇帝になれるから軍師をやっていたわけでもなくて」

「信じてなかったの!?」

　彼女が谷底に突き落とされたような顔をする。

　レジスは首を左右に振った。

「あの日、約束したじゃないか。僕はずっと信じてたよ。でも、今は現実的な判断も必要だと思う」

「……ッ」

　アルティーナが息を呑んで、見つめてくる。

　その赤い瞳が潤うるんだ。

　ぽろ、と透明な雫しずくが頰を伝う。

「えっ!?」

　レジスは心臓を摑まれたかように固まってしまった。

　アルティーナが目元をぬぐう。

　身を翻ひるがえした。

　彼女がベッドに駆けていき、飛びこんだ。

　背中を向けてしゃがみこむと白色のシーツを頭から被る。

「うっ……くっ……ひぐ…………ううぅ……」

「き、君、まさか泣いてるのか？」

「泣ひてなひッ！」

　思いっきり涙声だった。

　こんなとき、物語の主人公ならばベッドに腰掛け、肩を抱きしめるのだろうか。涙を止とめるような気の利いた台詞せりふを言うのだろうか。

　――僕には無理だ。

　レジスは肩を落とす。

　ベッドの傍かたわらで立ち尽くしてしまう。

　目の前で、アルティーナがシーツをかぶって呼吸を震わせていた。

　窓から見えるのは、大きな月。

　煌きらめく星空。

　夜空を横切る天の川。

「……アルティーナ……僕は……帝国から戦争をなくせると信じている。君の願いは、いつか届くだろう。そのために一番近道なのは皇帝になることだ。より難しくなったことは否定しないが、絶望はしていない」

　背中を向けたまま彼女がつぶやく。

「うそよ……」

「……僕は噓が嫌いだよ。作り話は好きだけどね。まぁ、聞いてくれ」

　反応はない。

　だから、きっと聞いてくれているだろうと思って話す。

「……皇帝とユハプリシア皇妃の死には、あまりに不審な点が多すぎる。ラトレイユ皇子が疑わしいが、むしろ疑わしすぎるのが逆に引っかかるんだ。計画的な謀ぼう殺さつだとするなら、ユハプリシア皇妃まで巻きこむ理由がない。彼女は皇帝が崩御したあとは、たんなる未亡人だから政治的な影響力は皆かい無むになる。エスタブルク王は計画が失敗して不機嫌になるだろうけれど、嫁とついだ娘が生きてさえいれば開戦を危き惧ぐするほどの関係悪化は避けられたはず……こんな言い方をしてはなんだけど、ユハプリシア皇妃を殺す意味はないんだ」

　やっぱり、アルティーナの反応はない。

　レジスは根気よく話し続ける。

「……そう考えると、皇帝陛下は本当に老衰で、ユハプリシア皇妃は自殺だったのか、ということになる。あるいは、事故死か？　ありえない。宮廷のなかで二人が同時に死亡するような事故なんて起こりえないし、事故死ならば自殺と報じる理由がない。そうやって〝ありえない〟可能性を捨てていくと、残るのは〝計画的ではない殺人〟くらいじゃないかと思うんだ」

　アルティーナが息を呑んだ。

　やはり、兄が父親を殺したのではないかという推測はショッキングなものだったらしい。それでも、ここで話を止めるわけにはいかなかった。自分たちの今後に関わることなのだから。

「……殺人の動機は皇位継承のためか？　それ以外の感情的な理由があったのか？　いずれにしても、何者かが皇帝陛下とユハプリシア皇妃を無計画に殺害した――と考えるといろいろ辻つじ褄つまが合う。しかも、その人物は真実を隠せるだけの権力者ということになるね」

「権力者って、どういうこと？」

　ようやく、アルティーナが反応してくれた。

　まだ顔は見せてくれないが。

「……殺害を〝老衰〟や〝後追い自殺〟として隠いん蔽ぺいできるのは、それだけの権力者だということさ。現時点ではラトレイユ皇子しかありえない」

「やっぱり……あいつは……お父様を殺したの？」

　声が震えていた。

　レジスはうなずく。

「……ユハプリシア皇妃の死は、あまりに奇妙だ。君も言ったとおり、彼女は自害するような性格とは思えない。しかも、政治的な必要性はない。何者かが無計画に殺し――ラトレイユ皇子は隠蔽した。彼自身が手に掛けたのか、犯人を匿かくまっているのかはわからないけれどね」

　アルティーナが振り返る。

　はらはら、と涙がこぼれていた。

　月明かりのなかで、その姿はあまりに痛々しく――それでいて、美しかった。

　シーツが背中側へと落ちる。

　乱れた赤い髪が、血の流れのように白い肌を彩いろどっていた。

「……そう……あなたが言うのなら、きっとお父様は殺されたのね」

　レジスはうなずいた。

　もちろん、推測が絶対に正しいとは限らない。

　しかし、可能性のひとつではあった。

「……皇帝を手に掛けたなら、皇族だろうと死刑を免れぬ大罪だ。本当にラトレイユ皇子が関わっていたなら、たとえ一度は皇位継承しようとも撤回されることになるだろう。彼は偽ぎ帝ていとされ、その継承は取り消される」

　アルティーナがベッドから足を下ろす。

　レジスを見上げた。

　窓からの月明かりを受けて、その表情はわからないけれど涙に濡れた瞳だけが煌めいている。

「……ラトレイユがお父様を殺して……今度は、あたしがお兄様を殺す番なの？」

「恐ろしい話だな」

「でも、帝国を変えるためには、必要なのね？」

「否定はしない。まだ可能性の話だけどね」

「そう……」

　レジスの言葉に、アルティーナが目を伏せた。

　また透明な雫が落ちる。

　レジスには彼女の涙を止とめる方法などわからなかった。自分の行動が、さらに涙を流させることになるのかもしれない。それでも――

「……僕は真相を調べるために、帝都へ行くよ。それに……前にも言ったけど、ラトレイユ皇子の考えは変わっているかもしれない。戦線の縮小に向かうなら、たとえ彼が偽帝だろうと僕たちは協力すべきだ」

「あたしに、ラトレイユの伴はん侶りよになれって？」

「冗談じゃない。そんなことは望むもんか」

「ラトレイユが要求してきたら？」

「戦線を縮小するとしても、近年で最も戦果を挙げている司令官を失うような馬鹿な真ま似ねをするとは思えないよ。そんな仮定は無意味だ」

「んぅ……そうかしら？」

「ラトレイユ皇子が反戦派になってたら、アルティーナは彼の伴侶になりたいのかい？」

「レジスが望まないのなら、お断りよ」

「ああ、そんなことを望んだりしない。考えたこともないよ」

「そ……」

　アルティーナが目元を指先でぬぐった。

　もう涙はこぼさない。

　レジスはあれこれ理由を並べる。

「いくら政策が合致しても、伴侶になるのは危険だ。婚こん姻いんを結んでからラトレイユ皇子が方針を転換する可能性がある。それに、僕と同じ推測をする者はいるだろう。いつか彼の罪ざい科かが暴かれるかもしれない。そのときは君も謀殺に荷担していたと見なされる危険性が高い」

「まぁ、そうよね……婚姻を反対するのは、政治的な理由よね。知ってたわ！」

　アルティーナが唇くちびるを尖とがらせた。

　そんな表情をするとき、彼女は歳より幼く見える。

　レジスはため息をついた。

「……すまない……正直に言うと、そういうのは理由の半分だ」

「ん？　もう半分は？」

「僕は極めて個人的に……自分でもよくわからない感情によって、アルティーナがラトレイユ皇子の伴侶になるところを見たくないみたいだ。うまく説明できなくて申し訳ないけどね」

　どうにも理性的ではない言動で、恥ずかしい。

　アルティーナが頰を赤くした。

「あ、あたしも……ラトレイユの伴侶になるのは、感情的に、いや。……今、こうして、レジスと話してるときが一番なの。他の人の伴侶になったら、あなたと話すことができなくなっちゃうでしょ？」

「……結婚すれば軍を辞めるだろう。そしたら司令官と軍師じゃなくなるからね」

　たとえ、司令官と軍師でも、こんなふうに深夜に寝室で会うのは、これっきりにしたほうがいいだろう、とレジスは思うが。

　アルティーナが首を横に振る。

「やだ……レジスと話せなくなるのは、いやなの……」

　また涙ぐんで、彼女は目元をぬぐった。

　こすれて赤くなっている。

「……君が司令官であるかぎり、僕は軍師であり続けるよ。しばらくは離れるけど、すぐ戻るさ。しばらくは帝都で情報を集めようと思う。ヴォルクス要塞に敵襲があったら、すぐ駆けつける。そのときは、たとえ軍を辞めてでも」

「………………うん」

　何か言いたそうな様子でありつつも、彼女はうなずいた。

　レジスもうなずく。

「行ってくる」

「いいわ。レジスがいなくても、ちゃんとできるってとこを見せてあげる。ねえ、帝都で危ないことをしちゃダメよ？　レジスは弱いんだから」

「言われなくても自分が一番理解してるよ」

「誰か護衛をつけようかしら。エリックがいたらなあ……」

「怪け我がの経過はどうだろう？　もう癒いえたかな？　エリックがいなかったら、今頃、僕は墓地の中だろう」

「そうなってたら、ベルガリア帝国も危なかったわね。彼は救国の英雄よ。ヴォルクス要塞に戻ったら、様子を手紙に書くわ」

「頼むよ……ああ、そうだ。ちょっとした暗号を教えておこうか」

「暗号って？」

「手紙を盗み見られたときのことを考えてね」

　レジスは紙に数字を並べていく。アルティーナが嬉しそうに話を聞いていた。




「……じゃあ、そろそろ部屋に戻るよ。必要な書類は、昼までに用意しておく」

「うん」

「文官を雇やとってくれよ？」

「ヴォルクス要塞に戻ったら、なんとかするわ」

「僕も軍務省に行ったら掛け合ってみるよ。ああ、帝都に行く目的が、またひとつ増えたな」

　二人して苦笑する。

　レジスは扉へと向かう。

「……どうか元気で」

「大丈夫！　あたしは鍛きたえてるし、頑がん丈じようだし、仲間も大勢いるわ。剣も乗馬も得意だしね！」

「それもそうだ」

「レジスは鍛えてないし、ひ弱だし、帝都に仲間がいないし、剣も乗馬も苦手だし」

「はは……せいぜい気をつけるよ」

「うん」

「じゃあ、おやすみ、アルティーナ」

「また朝にね、レジス」

　彼女に背を向けて――

　レジスは扉のノブに手をかけた。

　後ろから、アルティーナが抱きついてくる。

「えっ!?」




「やだよ……行かないで、ほしい……」
















　ぎゅっ、と抱きしめられる。

　体温が伝わってくる。

　心臓の鼓こ動どうも。

　レジスの心臓は壊れそうなほど脈打っていた。

「ア……アル……アルティ……？」

　薄い絹の寝間着ごしに、彼女の存在を感じてしまう。

「いや」

「き、君……今まで延々と話したことを、ぜんぶ無意味にする気かい？」

「わかってる。レジスが必要だと思って帝都に行くことも、それが帝国にとっても、あたしにとっても必要だってことも」

「そいつはよかった」

「でも……」

「まいったな……」

「せめて、朝まで、ここに居て？　眠いなら、一緒にベッドで寝てもいいから」

　余計に居にくくなった！

　レジスは困惑する。

「待て待て待て！　どうしたっていうんだ!?」

「……だって……もうレジスと会えなくなっちゃうような気がして」

「僕としては、あっさり一ヶ月くらいで帰るつもりなんだ。そんなこと言われたら戻りにくくなるじゃないか」

「本当に帰ってくるわよね？」

「もちろんだ」

「本当の本当に……」

「そのつもりだ……手紙だって書くよ」

「あ、あたしも！　苦手だけど、がんばる！　毎日、出すから！」

「毎日!?　いや、それは……大変だなあ……」

「出してくれないなら、もう二度と離さないんだから！」

　抱きしめる腕が、力強さを増す。

　ぎゅっ……だったのが、ギリギリギリ、に変わった。

「痛い、痛い！　ああもう、わかったよ！　日報だと思えば、毎日でも書くさ！」

「……日報じゃないもん」

「手紙な！　うん、手紙！　毎日！」

「約束したからね？」

「君こそ、毎日、手紙を書くなんて、できるのかい？」

「がんばる」

「……そうか。期待してる」

　アルティーナの腕がほどかれる。

　しかし、彼女はレジスの背中に身体からだを預けたままだった。

「ううぅ……レジス……ひぅん……もうちょっと……だけ……」

　今度こそ、アルティーナが泣きだす。

　声を殺して震えながら。

　ただひたすら、レジスは立ち尽くしていた。




　窓から見える夜空には、天の川が横たわっている。
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　翌日――

　朝から雨が降っていた。

　野や営えい地ちで天気が悪いと最悪だ。身体からだは冷えるし、寝る場所も確保できないし、大変なことになる。ボネイル要よう塞さいに辿り着いていて本当によかった。兵士たちは屋根があることに感謝しているだろう。

　昼に会議を開き、レジスは帝都に向かうことを皆に伝えた。

　この部隊を一ヶ月以上は離れることになる。

　バジャマンとジェスタンとコワニェラは当然だという顔をしていた。彼らの感覚はベルガリア帝国の軍人として、極めて普通だ。

　平民が貴族になれる騎き士し爵しやくへの叙じよ爵しやくを拒む理由など、存在し得ないと信じ切っている。それが、この国における一般的な感覚だった。

　ジェロームは舌打ちしただけでなにも言わない。最初に会ったときは「帝都に帰れ」と命じられたものだが……惜おしまれるくらいにはなったのか。

　アルティーナは黙ってうなずいた。昨夜、たくさん話したから納得してくれたようだ。

　部屋の隅にはクラリスもいて話を聞いていたが、無口なときの彼女なのでなんの反応もなかった。

　その後、兵士たちにも、レジスが部隊を離れることは伝わる。

　判断に驚く者はいなかった。

　そもそも、軍務省からの出頭命令だ。司令官が異議申し立てをするのでなければ、従うのが当然だった。

　むしろ、命令を無視したり、レジスが軍を辞めたりしたら、そのほうが驚きだろう。

　今、軍を辞めたら、たとえアルティーナの使用人として同行したとしても作戦に従わない兵が出るに違いない。

　目の前に戦うべき相手が迫っているという状況でもない。

　この話を受けたときから、ずっと考えていることをレジスは反芻した。

　――なにより、僕は帝都でやるべきことがある。




「それでは、本日の議題です。帝国第七軍の支援として、東方へ派遣する分隊なんですが……」

「それは、元第二軍ではないの？」

　アルティーナの問いに、レジスは頭を掻かいて。

「先日の会戦で、部隊の連れん携けいに問題がありました。もちろん、東方戦線への支援が一番の目的ではありますが……なんら手を打たずに、また同じことを繰り返したくはないので、元バイルシュミット辺へん境きよう連れん隊たいの側から士官を派遣したいと思いまして」

「第七軍を支援しつつ、訓練もするわけね？」

「はい」

　ジェロームが嫌そうな顔をした。

「また俺の部下を減らす気か。鍛きたえるのに、どれだけ時間がかかると思ってる？」

「……すみません。ジェローム卿きようは育成に手腕をお持ちですから」

「フンッ、育成などした覚えはない。俺は必要な訓練を命令し、従わない奴と、ついてこれない奴は切り捨ててきただけだ」

「訓練の命令に従って、ついてこれた者は、あれほど練度の高い兵士になるわけですから充分でしょう。なにより、勇ゆう猛もう果か敢かんだ」

　戦場で、この《黒騎士》より恐ろしい相手など、そうそう出会わないだろう。彼に鍛えられた兵士が逃げ出さないのは、道理だった。

　ジェロームが眉み間けんにしわを寄せる。

「気に入らんな……貴様が世せ辞じを言うときは、だいたい企たくらみ事がある」

「……そんなことはありませんが」

「どんな人選をした？　どいつを東方にやるつもりだ？」

　言いにくい。

　しかし、これが最善の人選だろう。

　レジスは提案を切り出す。

「えっと……実は……ジェローム卿にお願いしようかと思っています」

　悲鳴をあげたのは、バジャマンだった。

　ジェロームは馬鹿を見るような嫌そうな顔をしただけだ。

「貴様、本気で言ってるのか？」

「いろいろと考えたんですが……バイルシュミット辺境連隊と連携を取れるように訓練でき、別の部隊だった兵士たちをも統率でき、数の減った東方戦線を支えられる優秀な人材となると……」

「第四軍はどうなる？」

「たとえゲルマニア連邦が攻めてきても、ヴォルクス要塞の防衛戦ですからね。こちらには、ハイブリタニア王国軍の補給部隊から鹵ろ獲かくした四一式エルズウィック砲があります。砲戦で遅れを取ることはないでしょう」

　さらに、捕ほ虜りよとしたハイブリタニアの砲兵のなかには、もうベルガリアに寝返った者もいる。

　母国との戦争ならともかく、生き残るために異国と戦うのであれば、問題なく戦力になってくれるはずだった。

　要塞に籠こもっての防衛戦よりは東方戦線のほうが騎兵に活躍の場がある。

　ジェロームは釈しやく然ぜんとしない様子だ。

「東方の戦場は、山と森ばかりで騎兵が使えないと聞いたが？」

「そうですね……攻めることになれば、待ち伏せが得意なエスタブルク王国の兵士たちと、森で戦うことになるでしょう。騎兵の優位はありません。しかし――」

　レジスは地図を広げた。

　防衛線を下げて、平地で迎え撃つよう指示する。

　コワニェラに確認を取りつつ、まずは守ることを考えた戦いを提案した。

　ジェロームが何度目かの舌打ちをする。

「性しように合わんな！」

「……理には適っているかと」

「レジス、貴様は優秀だが、人の上には立てない器だな」

「そう思います」

「ふんっ……こんなつまらん作戦で部下をやる気にさせる苦労を、たまには味わってみろ！」

「すみません。これが一番、被害が少ないと思うので……」

　ジェロームが鼻を鳴らした。

「貴様は理屈っぽくて、無欲で、正常すぎる。戦場に赴おもむく兵士なんぞ、まともでいられるものか。〝自分だけは死なない〟と思っているから戦えるのだ。そういう奴らに〝死ににくい作戦です〟などと言っても無駄だ。それより〝戦功を挙げられる作戦〟のほうが戦意を高こう揚ようさせられる。欲深は早死にするが、そういう奴でなければ戦える兵士にならんのだ」

　レジスはうつむいた。

　たしかに、自分は精神的に兵士ではないのだろう。どれほど書物を読んで、彼らの心理を知っていても、本当の意味で理解はできていない。

「……肝きもに銘めいじておきます」

「フンッ……まぁ、兵士がどう思っていようと、馬鹿げた作戦なら死体の山ができる。そうでないほうがいいのは確かだな……それにしても、最近は貴様の影響なのか、上等歩や軽歩までもがしたり顔で戦術を語りやがる」

「そうなんですか？」

「字のわかる奴が学校の真ま似ね事ごとまで始める始末だ。本を読むんだとか言ってな」

「本を！」

　それはレジスにとって、素晴らしいと思える話だった。

　気持が高揚する。

　ジェロームがますます不機嫌になったが。

「チッ……浮ついた顔をするな！　智ち恵えがつくと使いにくくなる！」

「は、はは……そうですか」

　自分のしたことが兵士たちの考え方を変えて、今まで興味のなかった文字や書物に意識が向いたのだとすれば、それは本当に嬉しいことだった。




　帝国第四軍は今日一日の休養のあと、天候回復を待ってヴォルクス要塞へ戻る。

　分隊と、第七軍も東方に向けて出発する予定だった。

　ボネイル要塞から帝都までそう距離がないうえ、街道が整備されていることもあって、レジスは雨天のなか出発することにした。

　半日早く出れば、それだけ早く第四軍に戻れる。

　それに、情報収集のためにも早いほうがいいのは間違いなかった。
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　しとしと雨が降っていた。

　レジスは要塞の中央塔にある扉から、裏庭を眺める。

　帝都側に出るには、裏手の北門を使う。

　今は馬車が用意されるのを待っているところだった。

　見送りに、クラリスが来ている。

「レジスさん、本当に行ってしまうんですね」

　寂しそうに彼女は言った。

　今は他に人がいないせいか、いつにも増して距離が近い。

　離れがたいとレジスも思うが――仕方がない。

「帝都でやらなきゃいけないことができたからね」

「はぁ……どうしましょう……」

「必要なことは伝えておいたし、アルティーナなら上手くやってくれるよ」

「ええ、姫さまは大丈夫です。なんせ私の姫さまですから……でも、レジスさんがいなくなったら、どうしたらいいか……私、生きていけないかもしれません」

「はは……大おお袈げ裟さだな」

「からかう相手がいないと、退屈で死んでしまいそうです」

「暇ひま潰つぶしだったの!?」

「ふふ……その返しが聞けなくなるのは本当に残念です。惜しい人をなくしました」

「死んでないからね？　まぁ……僕もクラリスさんの紅茶が飲めなくなるのは残念だよ」

「本当ですか？」

「噓うそなんか言わないさ」

「そう……私はレジスさんにとってティーポットでしかないんですね……」

「そういう意味じゃないよ!?」

「冗談です」

「はぁ……まったく……」

　クラリスがじっと見つめてくる。

　その瞳ひとみが、かすかに潤うるんでいるように見えた。

「レジスさん……どうぞ、お気を付けて……姫さまや帝国のことより、まずご自身のことを考えてくださいまし」

「ありがとう。クラリスさんも、気をつけて」

「……はい」

　すっ、と彼女が離れる。

　深々と頭を下げた。

　どうしたのかと思ったら――




「おー、いたいた！」




　廊下の先から、どすどすと歩いてくるのは、エンツオだった。

「レジス坊、帝都に行くんだってな！」

「はい。義に兄いさんは、どうするんですか？　帝都まで一緒に行くなら護衛がつきますよ。直接ルーエン市に行くよりは遠回りになるけど、ずっと安全です」

「うーん……それがなあ……やり残した仕事があるもんでよ？」

「仕事ですか？」

　彼は街の鍛か冶じ師しであって、従軍しているわけではない。

　軍の仕事を請うけ負おう理由はないはずだった。

「いや、わかってんだ。べつに軍隊の仕事をする必要はねえ……しかし、前線で命を預かってる武具を途中で放りだせるか？　そんなの無理だろ。どんどん持ちこまれてたんまり溜たまっちまってるんだ」

　軍師としてのレジスにとっては、ありがたい話だ。

　しかし、義弟としては心配してしまう。

「大丈夫なんですか……？」

「まぁ、大丈夫じゃねえだろうけど……教えてやった従軍鍛冶師の連中も、まだ理解が中途半端でな。今のままだと、かえって危ない仕事をしかねねえ」

「えっと……それは、わかりました。でも、もしかして、ヴォルクス要塞までついていくんですか？」

「明日、晴れたら出発だろ？　そんなら仕方ねえだろうが。まだ《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》の調整も終わってねえしな」

　そういえば、アルティーナの手に合わせて柄つかを細かく仕上げると言っていた。

「ルーエン市の鍛冶屋はいいんですか？　あっちにも仕事を残してきてるんじゃ？」

　エンツオがうなる。

「オレもそいつは気になってるんだが……まぁ、弟子だけで手に負えない仕事は、兄弟を頼るように言ってあるから、なんとかなるだろう」

「あれ、ご兄弟が？」

　たしか、肉親は老いた母親しかいないと聞いていたが。

　彼は左右に手を振った。

「そういうんじゃねえ。実際の兄弟じゃなく、兄弟弟子ってやつだ。同じ鍛冶師の師し匠しように教えてもらってた」

「なるほど」

「兄弟はルーエン市に五人いてな。どいつも腕がいいし、信用できる。あの街はそんな連中だらけだよ」

　彼の表情は誇ほこらしげだった。

「……鍛冶師の街らしいですね」

「しかし、ひとつ問題があってなぁ……」

　自信満々だった顔が、大樹が枯れるようにしおれた。

「な、なんですか？」

「はぁ～……嫁よめさんが、なんと言うやら……下の子供も、まだ小さいしなあ」

「あー……」

「そりゃ、手紙くらいは出すがな。納得してくれると思うか？」

「ヴォルクス要塞まで来そうですね」

「そいつはダメだ！　もうすぐ戦争になるかもしれねえって言われてる場所なのに」

「僕も反対です」

　籠城戦になれば、兵士以外に食料が回ってくるかどうかも怪しい。

　それに、夏場になれば水も貴重品になる。

　病気も流は行やる。

　たとえアルティーナが客人扱いしたとしても充分な暮らしができるとは限らない。

　うーん……とエンツオがうなった。

「いっそ、行き先を伝えないほうがいいだろうか？」

「義兄さんが姫様から武器の修繕を請け負ったことは、姉さんも知っています。従軍すると言ったら、どの部隊にいるかは容易に想像できるでしょう。そして、帝国第四軍の駐留先は、それほど苦労せずに調べられると思いますよ。戦列艦などと違って、さほど所在は秘密にされませんからね」

「まいったな……」

「短気を起こさないように、僕からも手紙を書いておきます」

「帝都からは、そう遠くねえし……できたら顔を出してやってくれ」

「わかりました。僕なんかで役に立てるかわかりませんが。義兄さんは帰る日くらい決めて連絡してください」

「そうだな。軍隊に骨を埋める気はねえし、今、請け負ってるのと宝剣が終わったら、帰るとするよ」

「はい」

　エンツオが片手を挙げる。

「じゃあ、元気でな。しばらくしたらまた会うだろうが」

「そのつもりです」

　エンツオが足早に廊下を歩いて行った。




　入れ替わるように――ファンリィーヌと、その護衛役の騎士たちが廊下を歩いてくる。

　引き上げようとしたクラリスが、再び頭を下げる。

　レジスも会え釈しやくした。

　彼女が丁寧にお辞儀する。

「あら、今の方は？　軍人には見えませんでしたが……」

「僕の義兄のエンツオ・スミスだよ。ルーエン市の腕のいい鍛冶師なんだ。姫様の宝剣を改修したり、兵士たちの武器を直したりしてくれてる」

「それは素晴らしいです！　さすがはレジス様ですわ。お義兄様まで優秀だなんて」

「いや、僕は関係ないから……」

　おそらく世辞なのだろうと思うが、そう褒ほめられるとくすぐったくなってしまう。

　レジスは頭を掻いた。

　ファンリィーヌが申し訳なさそうに言う。

「そういえば、お待たせしてしまいましたか、レジス様？」

「いいや、大丈夫だよ。僕のほうの馬車も、まだ準備ができてないようだ」

「ほっ……よかったですわ。レジス様をお待たせしなくて」

「は、はは……」

　彼女が周りを見渡す。

「ところで、お見送りはまだですの？」

「そんな大勢は来ないんじゃないかな。僕はたかが文官だし、一ヶ月ほど部隊を離れるだけだし、自分の都合だし。当然のことだよ」

「レジス様の功績を考えたら、当然ではないと思いますわ」

「僕なんて、知ってたことを提案したくらいだからね。戦勝の功績は姫様のものだ」

　司令官が部隊を離れることがあれば、たとえ一時的にでも、雨が降っていようとも、隊列を作ってラッパを鳴らして見送るだろう。

　しかし、自分にはそんな盛大な見送りは必要ないし、されても恐縮するばかりだとレジスは思った。

　ファンリィーヌが眉まゆをひそめる。

「寂しいですわね……」

「とんでもない。僕は姫様が司令官として信用されるように、ずっと働いてきたんだから。姫様が部隊を離れるならともかく、僕が離れるときにそんな大袈裟にされたら、かえって心配だよ」

「レジス様はご自身を過小評価しすぎですわ。わたくしはこの部隊に来て、まだ一日しか経っていませんが、兵士の方々からとても高く評価されていることはわかります」

「そう言われても……現にクラリスさんしかいないし……」

「クラリスさん？」

「ああ、こちらメイドの――」

　そこまで言ってから、レジスは失敗したかな、と思った。

　ファンリィーヌは軍務省に所属しているが、大貴族の令れい嬢じようだ。メイドを人数に含めないような価値観を持っているかもしれない。

　しかし、彼女はやわらかい笑みを浮かべた。

「はじめまして、ファンリィーヌ・ウェロニカ・ドゥ・ティラソラヴェルデと申します。よろしくお願いしますわ」

「……はじめまして」

　抑揚のない声で深々と頭を下げたクラリスは、ずいぶん対照的な印象だった。

　悪い雰囲気ではない。

　レジスの不安は杞き憂ゆうだったか。

　ところが、護衛の一人――若い騎士が露ろ骨こつに顔をしかめる。レジスやファンリィーヌと同い年くらいで、海藻みたいな髪をした男だった。

「ファンリィーヌ様、立場をお考えください。公こう爵しやく家けの令嬢ともあろう方が、使用人に挨あい拶さつなど。必要ありません」

　彼女が困ったような顔をした。

「はぁ……ごめんなさい、レジス様……彼はティラソラヴェルデ公爵家が用意した護衛官で、お目付役みたいな人なんですけど、ちょっと極端なところがあって……」

　その騎士に睨にらみつけられる。

「極端とは心外です。私はファンリィーヌ様に公爵家令嬢として相応しい振る舞いをしていただくよう、旦那様から言いつかっておりますので」

「お爺様も極端なんですわ」

　ファンリィーヌがため息をついた。

　ずっとクラリスは頭を下げたままだ。

　レジスは申し訳なくなる。

　この部隊には差別的な人間がいないので、ついつい忘れてしまった。

　ベルガリア帝国には貴族と平民の間に壁があり、それは生しよう涯がいをかけても越えられないほど高いのだ。

　クラリスは他人の前では、たんなるメイドとして振る舞っている。こういう事態を避けるためだろう。そのことへの配慮が足りなかった。

　レジスは裏庭を指さす。

「おや、馬車が来たようですね。それでは参りましょう」

　ファンリィーヌがうなずく。お目付役の騎士もそれ以上は小言を口にしなかった。

　雨のなか、庭へと向かう。

　まだ頭を下げているクラリスへと、レジスは振り返る。

「……ごめん」

　小さな声で謝った。

　しかし、無口無表情になっているときの彼女が、なにかを返してくれることはなかった。

　仕方がない。

　――手紙を書くか。

　アルティーナ宛であれば、きっとクラリスに伝えてくれるだろう。




　雨の中で、ファンリィーヌは自分の馬車ではなく、レジスの白い馬車の前で待っていた。

「レジス様！　これは素敵な馬車ですわ！」

「あ、ああ……エレアノールさんから貰もらったんだよ」

「まぁ、姉様ったら！　三人も旦那さんがいるのに、若い男性に熱をあげるなんて、はしたないですわ」

「そ、そういうんじゃなくて……これは建国記念祭で結果的に助けたことへのお礼と、姫様との政治的な繋がりを強めたいという意思表示なのではないかと……」

「ふふ、レジス様のお話、面白いです」

「ええっ!?」

　なにか変わったことを言っただろうか!?

　雨のなか、彼女が上目遣いで見つめてくる。

「あの、よかったら、一緒の馬車に乗せていただけませんか？」

「え？　でも、そちらの馬車だって……」

　軍務省の馬車は、そこらの駅馬車などより、よほど立派だ。こちらの馬車と比べて、そう見劣りするものではないだろう。

　ファンリィーヌが寂しげに顔を伏せる。

「あ……すみません。失礼なことをお願いしてしまって……」

「いや、そんなことはない。たしかに、せっかく時間があるんだ。帝都のことを聞かせてもらえると助かるよ。軍務省のことも……話せる範囲でかまわないから」

　ぱあっ、と彼女は笑顔になった。

「わたくし、レジス様のお役に立てるなら、なんでも話しますわ！」
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　レジスはドアを開け、先にファンリィーヌに乗ってもらう。こういうのは、帝国の男性であれば子供でも身についていることだった。

　雨の中だからといって、自分が先に乗りこんだりはしない。

　それから、レジスは馬車に乗りこむ。

　彼女は後ろ向きの椅子に座って待っていた。そして、絹のハンカチを差し出してくる。

「すみません。濡ぬれてしまいましたわね」

「はは……これでも軍人なんで、濡れるくらいは大丈夫です」

「まあ、男らしいです」

「男らしい!?」

　生まれて初めて言われたのではないだろうか。

　なぜかファンリィーヌが頰ほおを赤らめていた。

　窓の外で、若い騎士が「それでは、出発します！」と声をあげた。

　彼のクラリスに対する態度は、とうてい好感の持てるものではなかったが、職務に忠実ではあるようだ。護衛官としては頼りになるのだろう。

　騎士からの指示を受け、御者が馬たちを歩かせはじめる。

　泥どろを踏む音がした。

　ごとごと、と馬車が揺れる。

　レジスは首をかしげた。

「妙だな……」

「どうしましたか？」

「……兵士たちの姿がないんだ」

「あ、やっぱり、ぜんぜん見送りがいないのは、おかしいですよね？」

「それはいいんだけど……見張りすらいないというのは、どういうことだろう？」

　狭い裏庭から、ボネイル要塞の北門を出る。

　雨が窓ガラスに当たる音が強くなった。

　ファンリィーヌが腰を浮かす。

「レジス様、あれ！」

　後ろ向きの席に座っている彼女が、窓の外――要塞のほうを指さした。

　何事かとレジスは窓を開け、外に頭を出す。

　ラッパの音が聞こえた。




　ボネイル要塞の石壁の上に、ラッパを持った兵士たちが並び、一斉に吹き鳴らす。

　出撃する部隊を送り出す壮行の曲だ。

　そして、道の左右にある丘の向こうから大勢の兵士たちが現れた。槍やりの先に帝国旗と部隊旗をつけている。

　アビダルエヴラの顔があった。




「我らが軍師、レジス・ドゥ・オーリック殿にィィィ――敬礼ッ!!」




　整然と道の左右に並んだ兵士たちが、背筋を伸ばして握りしめた右手を左胸に当てる。槍が掲かかげられ、まるで帝都の大通りを進む皇帝のパレードのようだ。

　レジスは唖あ然ぜんとしてしまう。

「……な……なんで？」

「当然ですわ。それだけの功績が、レジス様にはあるのですもの」

　ファンリィーヌは椅子に深く腰掛け、《南部ラ レナルドの雌狐ドウ シユド》と評された姉とよく似た目で、レジスを見つめてくる。

　雨が入ってくるのもかまわず、窓を開けたままレジスは兵士たちを見つめた。

　彼らは壮行の軍歌を歌う。

　口々に声をあげた。

「軍師殿、どうかご無事で！」「貴殿のおかげで、俺たちは死なずに済みました！」「魔法使い、万歳！」「絶対に帰ってきてくださいよ!?」「救国の英雄に、神の加護を！」「アンタは最高の軍師だ！」「愛してますぞ、軍師殿ォッ!!」「行かないでくれえ！」「どうか早く帰ってきてください！　どうか！」「レジス殿、待ってます！」

　盛大な見送りだった。




　目を丸くしていたレジスだったが、徐々にうつむいてしまう。

「……理解できない」

「兵士たちは知っているのですわ。誰のおかげで、自分たちが勝ったか」

「それは、姫様が……」

「もちろん、皇女殿下の功績もあるでしょう。しかし、レジス・ドゥ・オーリックという軍師がいなくては、先の戦争に負けていたのではありませんか？」

　レジスは首を左右に振った。

「……そんなことはないと思う。僕の提案なんかなくても……きっと誰かが別の方法で勝っただろう。ベルガリア帝国は強いからね」

「ご謙けん遜そんですわ」

「違うんだ。僕は……上手くやれなかった。失敗したんだ！　考えていたよりも多くの犠牲が出てしまった！　そもそも、犠牲を出さない戦術なんて思いつけなかったんだ。この戦争で大勢が死んでる。その死者や遺族に、僕はどんな顔をすればいいんだい？　自分のことを〝活躍した〟だなんて、とても思えないよ」

　ファンリィーヌが微笑む。

「レジス様、周りの方から……生き残った人々のことを考えるように、と言われませんでしたか？」

「……それは……言われたけど」

　クラリスに慰なぐさめられた。

　アルティーナにも言われたと思う。

「わたくしも同感です。レジス様は失った人のことより、救った人のことを考えるべきですわ。今、生きている人々のことを……そして、これからのことを」

「……それが〝正解〟なんだろうね」

　理解はしている。

　しかし、褒められれば褒められるほど、レジスは〝もっと上手くやれたのでは？〟と思ってしまうのだった。

　時間が経てば、あんな手もあった、こんな手もあった――と次々に浮かんでくる。

　ファンリィーヌが窓の外に目を向けた。

「ふふ……主観は大切ですが、客観的な評価を受け入れることも必要です。それが自己の判断より悪くても、良くてもですわ」

「良くても……」

　うなずいた彼女のやわらかな笑みのなかに、鋭い目つきが隠れている。

　独特な雰囲気を持つ女性だった。

「レジス様、高い評価は周囲からの期待です。いかに自信がなくとも、成功者は期待され、次の成功を求められるものですわ。失敗した者が蔑さげすまれるのと同じように、それは避けられないことなのです」

「……たしかに、そういうものらしいね。どの物語を読んでも、それは自然なことのようだ」

「自信があろうと、なかろうと、期待されていようと、されていまいと……レジス様にできることは最善を尽くすことだけです。ならば周りの期待と評価を受け入れてもよいのではありませんか？」

「……ああ」

　少なくとも、人前で自信がないと言っても、あまり意味がないことはわかった。

　自信がなくとも状況は変わらない。

　周りは期待するし、解決しなければいけない問題は立ち塞ふさがる。




　――やるべきなのは、自信がないと嘆くことではなく、次の最善手を見つけることだ。




「もっと胸を張ってくださいまし、レジス様。手を振る必要はありませんが……せめて見送る人々を見るくらいは」

「ファンリィーヌさんは、しっかり者だね」

「ふふ……レジス様、世の中には産まれただけで無数の期待を背負う人生というのもあるのです。なんでも慣れるものですわ」

「なるほど、至言だな」

　レジスはどうにか顔をあげる。

　並んでいる兵隊のなかに、見知った顔があった。

　片耳の兵士――農兵のデュカースが神に祈るように指を組んで、その手を頭上に掲げる。




「軍師様ァ、ありがとうございましたァァァァッ！」




　ひときわ大きな声だった。

　彼は家族を守りたいと言っていた。あのままハイブリタニア王国軍に帝都まで攻めこまれていたら、おそらく近隣諸国が挙兵していただろう。

　戦争の結果はともかく、デュカースの家族が危険に晒さらされたことは間違いない。

　彼と、その家族が助かった。

　それは喜ばしいことだ。

　まだまだ東方戦線の情勢は安あん泰たいとは言えないが、ハイブリタニア王国軍の侵攻から守れた。

　人の命を守ることができた。

　レジスの胸が、じんわりと温かくなる。

　目頭が熱くなった。




「……僕は、誰かの役に立ったのか」




「レジス様はベルガリア帝国一○○万の人命を救ったのですわ」

　ファンリィーヌが静かにつぶやいた。

　目元を押さえて、レジスは肩を震わせる。

　見送る兵士たちの列を抜けて、馬車は帝都へ向けて速度を上げた。

　ラッパの音が遠くなる。




　帝国歴八五一年六月十日、レジス・ドゥ・オーリックは、第四軍と行動を別とした。
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　大通りの街灯がオレンジ色の光を灯している。

　あいにくの雨天だったが、その日の夜には帝都ヴェルセイユへ到着した。

　レジスは馬車の窓から町並みを眺める。

「なつかしいな……」

「帝都は久しぶりですの？」

　向かい側の椅子に座るファンリィーヌが尋ねてきた。

「建国記念祭でも戻ってきたけど、お祭りの最中はいつもの景色と違っていたから」

「左様でしたか。もう今日は遅いので軍務省に行くのは明朝のほうがいいですわ」

「そうだな……どこかで宿を取らないと」

「あら、泊まる場所がありませんの？」

「知り合いはいるけど、急に押しかけるのは迷惑だろうし、馬車を置く場所も必要だからね」

「軍人なのですから、駐屯地を頼っては？」

「帝国第一軍のいる？　二ヵ月前に彼らとやり合ったばかりだよ。命がいくつあっても足りない」

「そういえば……」

　泊まる場所など借りたら、寝床は死体置き場になりそうだ。

　考えると、首筋が寒くなった。

「昔は帝都の端のほうに家があったんだけどね……僕が士官学校の寮に入って、姉さんが嫁とついだものだから、売ってしまったんだ」

「あら、ご両親は？」

「……両親は流行はやり病やまいでね。よくある話だけど」

「そうでしたか……同じですわね。わたくしの、本当のお母様も流行病で……」

「本当の？」

「姉のエレアノールと、わたくしと、弟のロランドの三人を産んで、お母様は病に伏してしまわれたのです。そのあと、お父様が再婚されて、新しいお義か母あ様との間に二人の妹ができましたの」

「ああ、なるほど……」

　エレアノールが〝三人目の妹は八歳だ〟と言っていたのを思い出す。

　考えてみれば、ずいぶん歳が離れているものだ。父親の再婚相手の子供だったのか。

　ファンリィーヌが窓の外に物もの憂うげな視線を向ける。

「…………」

「家のことを詮せん索さくする気はないけど……なにか心配事が？」

「え？　あ、すみません……つい……」

「僕なんかが聞くべきことじゃないかもしれないけど」

　はたはた、とファンリィーヌが手を左右に振った。

「いえ、そんな！　ただ、弟のロランドのことが、ちょっと気になりまして」

「ふむ……？」

「実は恥ずかしながら弟は誰に似たのか思想が極端でして……それで、ハイブリタニア王国に留学しているのです」

　ベルガリア帝国では学べず、言いよどむような思想で、ハイブリタニア王国で学べるとすると。

「……自由主義者か」

「困ったものです」

「僕は否定しないけどね。価値観は自由であるべきだ」

「まあ！　レジス様は軍人で、皇女殿下の軍師でいらっしゃるのに！」

「民主革命派と混同しないでほしい。最近は勢力を増してるようだけど……性急な変化は混乱を招くだけだと思う。国家はよりよいものへと成長していく必要があるのは確かだろう。そのとき、いろいろな思想を参考にするのは有意義じゃないかな？　だから、いろいろな分野を学ぶことは国家利益と相反しないよ」

「ふふ……ありがとうございます。弟が聞いたら喜ぶと思いますわ」

「いや、僕なんかは……」

　しかし、ハイブリタニア王国に留学しているのか。

　たしかに、心配にもなるだろう。

　帝都に迫っていた部隊は撤退したが、領内からは出ていないはずだ。宣戦布告のあと和平交渉も行われていない。

　ベルガリア帝国は皇帝崩ほう御ぎよで揺れており、ハイブリタニア王国は補給線を失っているため小康状態にあるが、依然として両国は戦争中だった。

「手紙は来ているようなのですが……」

「連絡が取れてるなら、ひとまず安心かな？」

「はい。くれぐれも気をつけるように、と伝えておきましたわ」

「すぐに会えるよ。この戦争が長引くことはないだろう」

　レジスの予想だと、ラトレイユはハイブリタニア王国との戦争を早期に終結させる。

　今回は戦力の消耗が大きく、戦線の立て直しが急務だからだ。

　それに、彼が貴族への締め付けを強めるのであれば、しばらくは反乱への警戒が必要だった。

　まさか反攻作戦を計画するとは思えない。

　それだけの戦力はなかった。

　――ラトレイユ皇子の考えを聞いてみたいものだな。

　ファンリィーヌが両手を合わせる。

「そうですわ、レジス様。わたくしの屋敷にいらしてください」

「え？」

「小さな屋敷ですが、馬車を置く場所もありますし、宮殿の近くなので便利だと思いますわ」

「それって……貴族の屋敷が並んでる通りじゃ……？」

「レジス様も、もう貴族なのですから」

「いや……」

　宮殿を囲むように存在する貴族の屋敷は、どれも権勢を競うかのように煌きらびやかだ。

　通りには警備兵が巡回しており、平民は近づくだけで睨みつけられる。

　たしかに、もうレジスは貴族として扱われる身ではあるが、落ち着かないことこの上なかった。

「そうしていただけると、わたくしも助かります」

「……どうしてだい？」

「わたくし、軍務省からレジス様のことをお守りするよう、言われていますので」

　三等文官を事務官が〝お守り〟？

「……なるほど……監視役というわけか」

「軍務省の偉い方々は心配しているのですわ。ヴォルクス要塞を攻略し、ハイブリタニア王国との戦争でいくつも功績を挙げたレジス様のことを怖がっているのです」

「大袈裟だよ」

「ふふ……本当ですか？　レジス様が本気で作戦を練ったとして、第四軍が帝都を占領できないと？　絶対に成功しえないと断言できるのですか？」

「空が曇くもっただけで、雷の心配をするようなものだと思うけどね……」

　レジスは肩をすくめた。

　宮廷の噂うわさ話ばなしのように尾ひれがついて伝わっているのか。軍隊の戦果報告が、貴族の暇潰しのような有様では困るのだが。

「いずれにしても、軍務省から〝帝都から去るまで行動を共にするように〟と命じられているのは確かです。どうぞ、お側に置いてくださいまし」

「ううむ……よくそんな任務を受けたものだね？　僕は軍隊に爵位を持ちこむのは反対だけど、ファンリィーヌさんは公爵家令嬢じゃないか」

「あら？　わたくし、レジス様のことなら、エレアノール姉様から聞いておりましたから。軍務省の偉い人たちが言うような恐い方だとは思っておりませんでしたわ」

「……なるほど」

「だから、その役目があると知って自分から志願したのです」

「志願しただって!?」

「ふふ……あんまり姉様が褒めるものだから、どんな方なのか興味があったんです。お近づきになりたかったのですわ」

　彼女が嬉しそうに話した。

　レジスは肩をすくめる。

「……そいつは……ずいぶん、がっかりさせたろうね。僕なんか退屈で魅力のひとつもないだろう」

「わたくしの心の中のことなので、それはナイショですわ」

　そう言ってファンリィーヌが片目を閉じた。

　貴族の屋敷だなんて気後れするが、ティラソラヴェルデ公爵家は間違いなく第四皇女アルジエンテイーナ派だ。

　第二皇子ラトレイユの即位を阻止したいという気持ちは強いだろうし、情報収集にも協力してくれるだろう。

　帝国第一軍の騎士たちの感情を考えると、身の安全にも配慮する必要があった。

　それと、金銭面の問題もある。

　今回は公務だが、駐屯地を利用できないのは自分の都合なので、軍から宿代は出ない。宿泊費は自腹だった。帝都に一ヶ月も泊まるとなると、かなりの金額となる。

「……迷惑でなければ……お願いするよ」

「あはっ！　嬉しいです！」

　ファンリィーヌが子供のような笑みを浮かべた。




　案の定、お目付役だという若い騎士には反対されたが、「これも公務ですわ！」というファンリィーヌの一言で押し切ったようだ。

　ティラソラヴェルデ公爵家の屋敷は、宮殿の別館だと言われても信じてしまいそうなほど宮殿に近接した場所にあり、それは大きな屋敷だった。

　元は別の大貴族が所有していたものを買い取ったのだという。

　大勢の使用人に出迎えられた。

　ファンリィーヌは堂々としたものだ。彼女の家なのだから当然だが……

　公爵家の当主やエレアノールたちは南部の本家屋敷に住んでおり、公爵家の人間は彼女しかいなかった。

「どうぞ、ご自身の家だと思って、くつろいでくださいまし」

「ありがとう、ファンリィーヌさん」

「レジス様さえよければ、本当にご自身の家にしていただいてもいいのですけれど」

「は、はは……」

　どういう意味だったのだろうか。

　レジスは屋敷の三階奥にある部屋を与えられた。

　広々としていて、びっくりするほど贅沢なベッドと執務机まである。

　――しかし、逃げ道はなしか。

　大きな窓はあるけれど、庭に飛び降りたら無事では済まないだろう。アルティーナやエディならともかく。

　この家の者たちを信用するしかない。

　逆に、外から侵入される心配もなさそうだった。

　荷物を下ろして、椅子に腰掛ける。

　もう外は暗くなっていた。

　全ては明日からだ。

　しっかり休んで、夜明けから行動を開始しよう。

「……でも寝る前に……ちょっとだけ本を読もうかな。ちょっとだけね……ああ、ひさしぶりだなぁ、こんなにゆっくり本が読めるなんて。はぁ～」
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　結局、ちょっとだけ本を読んでいるうちに夜が明けた。




　朝食を知らせに来たメイドのノックで、朝になったことに気づき、読んでいた本に影響されまくった表現で落ちこむ。

「嗚あ呼あ、やっぱり自分は碌ろくで無なしであるなあ」

　早朝から情報収集に出るつもりだったのに……

　切り替えて、朝食を取ることにした。メイドに案内されて食堂へ行く。

　しっかり身支度を整えたファンリィーヌが先に座っていた。

　ボネイル要塞に来たときは軍服だったが、今は貴族の令嬢らしい煌びやかなドレスを着ている。

　こちらが普段の彼女の格好なのだろう。

「おはようございます、レジス様」

「うん、おはよう、ファンリィーヌさん」

「……あの……よく寝られませんでしたか？　目の下に隈くまが……ベッドを取り替えたほうが？」

「いやいや！　つい本を読んじゃってね……」

「あら、そんなに面白い本が？」

「どうだろう？　普通かなあ。遠征中に三回は読み直してるんだけど……」

「それを徹夜で!?　どういうことですの!?」

「いや……僕は本を読むのが趣味でね。通しで読んでなかったから、読み始めたら、やっぱり新しい発見があるものだから」

「驚きました。そんなに読書がお好きなんですか」

「本はいいものだよ。僕は軍図書館の司書になりたかったんだ」

「さすがですわ、レジス様は勉強家でいらっしゃるのですね」

「いや、好んで読むのは、娯ご楽らく小説ばかりだよ？　勉強だなんてつもりで読んだことはないから」

「……娯楽ですか？」

「うん。いやぁ、帝都の本屋に行けるのは久しぶりだ。楽しみだなあ！　夜明けから行こうと思ってたくらいなんだけど、よく考えたら、店が開くのは八時からだったよ。昔は本を読んでるか本屋に行くかって感じで営業時間どころか、搬入時間まで把は握あくしてたんだけど、離れていると忘れてしまうものだね。気が逸はやっていけないよ」

　壁掛けの時計を見ると、まだ七時だった。

　書店とか画廊とか宝石商とかは貴族向けの店であり、早朝からは開店しない。

　庶民向けの店は夜明けと共に開くし、露天商は日が昇らないうちから場所取りをするのだが。

　ファンリィーヌが首をかしげた。

「本屋に行かれるのですか？」

「うん、朝食を取ったら、ちょっと行ってくるよ」

「あの……困ります。軍務省に行っていただかないと……」

「……あ、うん。もちろん、その途中にだね」

「そろそろ、軍務省は門を開ける時間ですわ。午前中には参りませんと」

　書店より開くのが早いのか。仕事が遅いわりに、そんなところばかり……

　いやいや――とレジスは頭を横に振った。

　できるだけ早く用事を済ませ、必要な情報を集めて、ヴォルクス要塞に戻るのが一番だ。

「そ、そうだね。早く軍務省に行こう。そして、本屋は帰りに寄ろう」

「落ち着いてくださいまし。朝食がまだですのに」

「ああ、うん。ああ……うう……」

　前、宮殿に泊まったときより豪華な朝食が出された。

　手にしただけで香りのする紅茶に、もっちりとやわらかくて温かい焼きたてパンに、蜂はち蜜みつをかけたポテトに、鴨かも肉にくのローストと、新鮮なトマトまで。

　これは美お味いしい。

　美味しいが……

　本屋が気になって、それどころではなかった。




　軍務省――

　ル・ブラヌ宮殿の一角に、それはあった。

　ちなみに、街のほうにも軍務省はあり、前にレジスが辞令を受けたのは、そっちだ。当時は五等文官だったし、左さ遷せんだったからだろう。

　今回は三等文官への昇級なので、宮殿のほうへと呼びつけられた。

　事務作業には全く必要ない過度な装飾で彩られている。

　机が一つと、向かい合わせに椅子が二つ。四隅に花か瓶びんやら彫刻やらが置かれていた。

　長々と待たされたあと、妙に威圧的な態度の男――ベイラール大臣が現れる。

「私は、貴殿が〝英雄〟などと呼ばれようと、〝皇女殿下のお気に入り〟であろうと、決して特別扱いする気はない。規則は絶対に守られるべきだ。それこそが国家を形作るからである！」

　挨拶する間もなく宣言された。

　レジスは、蛮ばん族ぞくかなにかと誤解されていないだろうか、と不安になる。

　大臣は間違ったことを言ってはいなかった。

「……同感です」

「……うむ」

　まず、三等文官になるために必要な知識が書かれた本『三等文官心こころ得え』を渡された。

　そして、ベイラール大臣から訓示を延々と聞かされる。子供でも知っているような軍隊の原則を、延々と棒読みされるのは辛かった。

　昇級には試験があるという――だとすると、これは忍耐力の試験だろうか。落第してしまいそうだ。

　昨夜、寝てないのが響いた。

　せめて文章であれば、さらっと読み流せるのに。

　――読書は素晴らしい。自分のペースで楽しめる。つまらないところは飛ばして、興味深いところは何度でも読み直せるし、わからないときは調べてもいい。途中で珈琲コーヒーを飲んでも怒られないし、パンを食べながら読んでもいい。

　どんな姿勢でいても睨まれたり咳払いされたりしないし、真ま面じ目めにやる気があるのかと問い正されたりもしない。

　対面しているベイラール大臣が、苛立たしげな声で言う。

「――以上だ。渡した『三等文官心得』を熟読してくるように。一週間後に昇級試験を行う」

「……どんなものでしょうか？」

「質問するときは挙手をしたまえ、レジス・オーリック五等文官！」

　彼らは〝正式〟であることにこだわる。昇級も叙爵も済んでいないレジスは、まだ五等で平民の扱いだった。

　つまらない意地を張る気はない。

　レジスは片手を挙げた。部屋には二人しかいないのに、滑こつ稽けいなことだが。

「……試験とは、どんなものでしょうか？」

「ほほう？　やる気がないように見えても、やはり受かりたいものか？」

　ベイラール大臣が腕組みして、勝ち誇った笑みを浮かべた。

　レジスは首をかしげる。

「……いえ？　早く戻らないと、ヴォルクス要塞が心配なので。試験に落ちても、帰してくれるならどちらでも」

「ぐっ……落ちたら、当然、追試だ！　また一週間かかると思え！」

「そいつは困ったな……どんな内容かは教えてもらえないんでしょうか？」

「ふふん、簡単にはいかんぞ。その本に書かれていることについて質問する。答えられなかったり、覚えていないことがあったりすれば、落第だ」

「ああ、〝本について答えればいい〟んですか？　なんだ、よかったー。それなら大丈夫です」

「ふんっ、甘く見おって。その本は三○○頁ページもあるのだぞ!?　三○○頁もな！　それを一週間でだ！」

「試験は明日でもいいですよ？」

「むむむ……調子に乗りおって。実技の試験もあるのだからな!?　こう見えても、私は宮廷剣術指南役の指導を受けている。べつに勝つ必要はないが、軍人として最低限の剣術は見せてもらうぞ」

「……え？」

「ふんっ、文官というと、なにかと文字書きばかりが重視されるが、ベルガリア帝国軍人たるもの上級士官ともなれば、それなりに剣も使えねばな」

「……え？」

「まぁ、本当に最低限だ。まともに剣が振れるなら、落としはせん。私は規則を守る。上にも下にも特別扱いはせん。たとえ、平民だとしても」

「……無理です」

「な、なに？」

「あの、それ、剣が振れない場合はどうなるんですか？　例えば、振り下ろすと自分の膝ひざに当たっちゃうような……」

「そんな軍人がいるか！　当然、落第だ！　士官学校からやり直せ！」

「……なんてことだ」

　ベイラール大臣の言い分はもっともだ。

　しかし、レジスは普通なら士官学校を留年しているほど出来が悪かった。テネゼ侯こう爵しやくが参さん謀ぼうとして招いたため、特例で卒業扱いになったのだ。

　間違いなく試験に落ちる。

　確信だった。

　こんなところで、ベルガリア帝国の筋肉至上主義が現れて、道を塞ふさいでくるとは！

　――なんて国だ！　早くなんとかしないと！

　いや、なんとかしないといけないのは自分の剣術の腕前なのだが。

　今さらなんとかなるとは思えなかった。

　絶望しかない。

　おかしな様子のレジスを見て、ベイラール大臣が首をひねる。

「んんん？　あー、とにかく試験についても、その本に詳しく書いてある。しっかりと読んでくるように！　以上である。帰って、よし！」

「……はい」

　敗残兵のような足取りでレジスは部屋を辞した。




　隣にある貴族省では、召喚に応じなかったことについて軽く注意を受けた。

　しかし、さほど強くも言われず、むしろ丁寧な対応をされる。

　どうやら、彼らはレジスというよりは、アルティーナに対して気を遣っているようだった。

　第四皇女の威光が、これでもかと輝いている。

　彼らから見ると、レジスは第四皇女のお気に入りで、今回の戦争で功績を挙げた若者であるらしい。

　だから、軍務省は〝絶対に贔ひい屓きするものか〟と必要以上に肩肘張った上官が出てきた。そして、貴族省は〝どうぞ皇女殿下にもよろしくお伝えください〟と猫ねこ撫なで声で対応しているのだろう。

　先ほどと同じように、『騎士爵心得』という本を渡された。

　こちらは試験ではないらしいが、二週間後に本の内容や貴族としての心構えについて質疑応答の時間が設けられるという。

　叙爵については問題なく終わりそうだった。

　昇級試験の実技が、とにかく心に重たくのしかかっている。

　――軍人失格の自分が三等文官なんて、やっぱり無理だったんだよ。
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　貴族省を出ると、ファンリィーヌが宮殿のホールで談笑しながらレジスを待っていた。

　こちらを見つけ、彼女たちが笑みを浮かべる。

　友人らしき貴族の少女たちから、レジスは好奇の眼まな差ざしで突き刺された。

　三人の小鳥のような少女たちが、扇で口元を隠して囁ささやき合う。

　どの子も絵画で見るような綺麗な衣装に身を包んでいた。そのなかでもファンリィーヌは目立つ。華というか、艶つやがあるのだ。

「おつかれさまでした、レジス様。今、友達と噂しておりましたのよ？」

「……なんの？」

「うふふ、レジス様のご武ぶ勇ゆうのですわ」

　武勇!?

　昇級試験で、剣が振れなくて困ってるのに!?

「……えっと……無ぶ様ざまの間違いかな？　笑い話かい？」

　三人の少女たちが、ころころと鈴の音のような笑い声をあげた。

　ファンリィーヌが言う。

「ね!?　レジス様は楽しい方でしょう？」

「本当ですわぁ、ファンリィーヌ様のおっしゃるとおり！」「帝国を救った英雄なんて噂になってるから、てっきり獅子のように恐ろしい方かと思ってました～」

　宮廷でどんな噂話になっているのか、聞くのが恐いくらいだ。

　そういえば、ヴィジュヴィール男爵の著書『黄昏たそがれの宮殿』にも書かれていた。

〝貴族の少女たちは娯楽に飢え、退屈な時間に怯おびえている。ささやかな噂はすぐに大きく膨ふくれあがり、宮廷を一周する頃には猫が虎に変わっているのだ。彼女たちは武ぶ勲くんを立てた男性を物語の騎士のように英雄視し、恋をする〟

　――いやいや、まさか。

　レジスは苦笑した。

　たとえ本に書かれていても、ヴィジュヴィール男爵の書く強く賢い英雄と、自分を重ねるほど子供ではない。

　しかし、気がつけば三人の少女たちに囲まれていた。

「レジス様ぁ、ハイブリタニアの兵隊をやっつけたお話、聞かせてくださいまし」

「え？　いや……僕がやっつけたわけでは……」

「うふふふ、珍しい軍服です～。なんの飾りもつけないなんて、斬新です～。男らしいですわ～」

「……これは北部辺境部隊の制服なので、僕が選んだわけでは」

「うふふ、自慢話をなさらない殿方なんて初めてぇ……素敵です、素敵ですぅ」

「レジス様、とても理知的でいらっしゃるのね～。憧れちゃいます～」

　――ダメだ、これは。

　彼女たちは息をするように男性を褒め称えることを宮廷での処世術としている。

　世辞だとわかっていても背筋を冷や汗がつたった。

「あの……僕は行くところがありますので、失礼します！」

　少女たちの間を通ろうとしたら、譲らずに、むしろ胸のなかに飛びこんできた。

「あんっ」

「まぁ！　大胆ですわ～」

「ちょっ……!?」

　ひらひらした服と、やわらかな身体の感触に目め眩まいがする。

　レジスは慌あわてて離れた。

　ファンリィーヌが苦笑して、背中を押してくる。

「あまり、レジス様においたをしてはいけませんよ？　困ってらっしゃるじゃないの」

　貴族の少女たちが瞳を輝かせていた。

「はあああん！　軍人で英雄なのに、まるで子犬ちゃんのようですぅ！　かわいい！」

「あ、あの、今度、お茶会にいらっしゃいませんこと～？」

　飼われる!?

　ファンリィーヌに守られつつレジスは宮殿のホールを脱出した。

　そのまま外へ出る。風に香水の匂いが散らされた。

「はぁ……まいったよ……」

「ごめんなさいね、レジス様。あの子たちが、あんなに気に入ってしまうなんて思わなかったものですから」

「まぁ、僕みたいなのは珍しいんだろうな」

「そうですわね。とかく軍人といえば軍服を勲章で飾りたてて、筋肉と戦功を自慢するものです」

「はは……僕は勲章も筋肉もないから」

「だからこそ、レジス様は好かれるのですわ」

「……その〝好き〟は、ちょっとね」

　飼い犬にはなりたくない。誰かに従うのはかまわないが、どうせなら志こころざしのある人物の支えになりたい――そう思うレジスだった。

　アルティーナのことを思い出す。

　手紙を書かないと。

　それはそうと、気がつけば、足は本屋に向かっていた。
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　大通りに面した二階建ての立派な建物だった。

　緑に白字の看板が掛かっている。

　店内には大きな本棚が列をなしており、無数の本が並んでいた。

「ほはぁぁぁ～～～」

　レジスは溶けてしまいそうな気持ちになる。

　ここの空気になれるなら、それもいいかもしれない。

　ファンリィーヌが珍しそうに見渡した。

「すごいです。こんなに本がある場所なんて初めてですわ。うちの蔵書より多いです」

「おや、お屋敷にも本が？」

「祖父が買ってくることもありますが、取引先から頂くことが多いのですわ。実家が紙も扱っておりますから」

「へーそれはいいね」

「わたくしの家族は、あまり読みませんの。よかったら、あとで案内しますから好きなだけ読んでくださいまし」

　レジスは目を丸くした。

〝好きなだけ読んでいい〟

　なんて甘かん美びな響きだろうか！

　そんなことを言われたのは、テネゼ侯爵に拾われたとき以来だ。

「ファンリィーヌさん、なんて素晴らしい方なんだ」

「え!?　本で!?」

「ありがとう。ぜひとも、お願いするよ」

「は、はい……レジス様は本当に読書がお好きなんですのね」

「自分でも読書家だとは思ってるかな」

　ファンリィーヌの屋敷にある蔵書は魅力的だ。

　しかし、帝都を離れて半年ばかりで、買えていないシリーズがいくつもあった。

　レジスの心の家ともいえるべきは娯楽小説であり、戯ぎ曲きよくであり、随ずい筆ひつであり、つまりは創作だ。

　とある作品に記されていた言葉が、まさにレジスの心情を表現している。

〝読まずに死ねるか！〟

　その通りだ。

　世界にあるありとあらゆる物語を楽しみたい。

　この手で頁をめくり、誰にも邪魔されることなく一人で心ゆくまで堪たん能のうしたいのだ。

「――ス様？　レジス様？」

「はっ!?」

「あの、大丈夫ですの？　もしも、体調が優れないのでしたら辻馬車を呼びますわ」

「いやぁ、ごめん、大丈夫だよ。幸せすぎて、ちょっと夢の国に行ってたんだ」

「それは本当に大丈夫ですの!?」

「……大丈夫ではないかもしれないけど、いつもどおりだよ」

　空を飛べそうなほど軽い足取りでレジスは書棚を見て回る。

　あれもこれも、辺境に比べたら何分の一かの値段だ。それでも充分に高価なのだが、これが定価だった。

　なにより、品揃えが素晴らしい。

　欲しかったシリーズの新刊が、どれも並んでいる。

　見たことのない面白そうな本もあった。

「どうしよう？　ここは天国かな？」

「レジス様、あちらにあるのは、なんですの？」

「ん？」

　彼女が指差している先には、喫茶スペースがあった。

「この本屋は元が喫茶店だったから、ああした場所があるんだよ。購入した本なら持ちこんで、珈琲を飲みながら読むこともできるんだ。ちょっとした贅沢だよね」

「そういうものなのですね」

　彼女は物珍しそうに喫茶スペースを見つめる。

「僕は少し時間がかかりそうだから珈琲でも飲んで待ってるかい？」

「……いえ、わたくしはレジス様と一緒にいたいですわ」

「監視役か……職務熱心だね」

「とんでもありません！　わたくしが個人的に、レジス様と一緒にいたいのですわ」

「う、うん？」

　話しているうち、店の奥に見知った顔をみつける。

　レジスは片手を挙げた。

「やあ、キャロルさん」

「えっ!?　あっ、レジスさん!?」

　真面目な顔で書棚を整理していた女性が、小走りに駆け寄ってきた。

　黒髪を肩で切り揃えたボブカットで、藍あい色いろの前掛けをつけている。

「こんにちは」

「本当にレジスさんじゃありませんか！　どうしたんですか!?　透けてたりしませんよね!?」

「ははは……ちゃんと生きてますよ」

　たしかに、自分が死んだら本屋に化けて出そうではある。

　迷惑この上ない。なるべく早死にしないようにしよう。

「ずいぶん噂になってますよ、レジスさん。ん？　あら、そちらの方は……？」

「ああ、こちらはティラソラヴェルデ公爵家のファンリィーヌさんです」

　紹介すると、彼女は上品に礼をした。

　辺境の本屋と違って、ここは貴族令嬢も多い。さほど違和感はなかった。

「はじめましてですわ」

「いらっしゃいませ、店主のキャロル・ドゥ・タレイランと申します」













「こんなに本がある場所なんて初めてで、びっくりしていますわ」

「あら、当店は初めてですか？　よろしければ、珈琲でもいかがでしょう？　レジスさんも、よかったらお話を聞かせてくださいな」

「ありがとう。ご馳ち走そうになるよ」

　ファンリィーヌが意外そうな顔をした。

「……あの……レジス様、キャロルさんとは特別な仲なのですか？」

「特別？　まぁ、僕のことを一番、よく理解してくれてるのは間違いないかな」

「一番……」

「なんせ、読んだ本の大半は、ここで買ってるからね」

「お世話になってます。レジスさんが好きそうな本、いっぱい入荷してますよ？」

「はは……予算が足りるかな」

　ファンリィーヌが安あん堵どの笑みを浮かべる。

「なるほど、お得意様と店主という間あいだ柄がらですのね」

「それ以外になにが……？」

　レジスは首をかしげる。キャロルが苦笑していた。




　本屋の一角にあるテーブルを囲み、珈琲の懐なつかしい味に、レジスは目を閉じた。

「……ふぅ」

「レジスさん、これ知ってますか？」

　キャロルが持ってきた袋から、本を出す。

「もしかして、キュエール先生の新刊……『流星の旅』シリーズかい？　でも、あれは完結したはずじゃ……？」

「よく見てください。完結後の短編集です」

　――完結後の短編集！　そういうのもあるのか！　いや、これが初めてってわけじゃないけど。

「それは嬉しいね。頂こうかな」

「ありがとうございます……ふふふ。それと、こんなのも出ましたよ？」

「えっ？　マタセーヌ男爵の『紅茶とお菓子』の続編!?　二年近く出てなかったのに!?」

「上下分冊で完結です」

「うーん……予算は厳しいけど、完結か。買っておこうかな」

「あと、ルドッセル伯爵が新シリーズを」

「はぁ……伯爵……前のを終わらせてからにしようよ。買うけど」

「そうそう、これなんてレジスさんが好きそうな新シリーズですよ？」

「へえ、吸血鬼が演劇を？　しかも、吸血鬼役で！」

「劇中劇、お好きでしょう？」

「ははは……キャロルさんにはかなわないな、もちろん買わせてもらうよ」

　ファンリィーヌが怪け訝げんな顔をして。

「レジス様、どれだけ本を買うおつもりですの!?」

「おっと……つい夢中になっちゃったよ。本は大切だけど、今日は別の話もあるんだ」

　キャロルが首をかしげる。

「あら、珍しい。どうしたんですか？」

「ええっと……大きな声では言えないことなんだけどね……」

　レジスは、先にファンリィーヌのほうを見る。

　彼女のティラソラヴェルデ公爵家は第四皇女派で、こちらの行動を邪魔するようなことはしないと思う。しかし、監視役という肩書きもある。

　――果たして彼女は、どちらの側なのか？

　ファンリィーヌは優雅に椅子へ身体を預け、開いた本に目を落としていた。

　表紙には『夢の道』と書かれている。詩集のようだ。

「まぁ、素敵な詩だこと。夢中になって、ついつい周りのことを忘れてしまいますわ」

　わざとらしい独り言だった。

　つまり、目をつぶってくれるらしい。

　レジスは、キャロルへと向き直る。

「……実は……調べてほしいことがあるんだよ」

　彼女が左右に視線を走らせた。こちらを気にしている客はいないようだ。

「私にお手伝いできることでしたら」

「キャロルさんは顔が広いからね。宮廷の関係者にも知り合いが多いし、それ以外にも頼れる人が多い」

「ご期待にそえるかしら？　私の知り合いで一番頼りになるのは、レジスさんだと思いますけど」

「……え？」

「今や、救国の英雄。戦場の魔法使い。魔物軍師。皇女殿下の叡えい智ちの盾……と娯楽小説みたいな渾あだ名なで呼ばれてるじゃありませんか」

「ファ――!?」

　変な声が出た。

「ふふふ……昔は〝緑亀〟でしたのに。あら、私ったら失礼なことを」

「いや、もう、亀と呼ばれたほうが落ち着くよ……はぁ……」

「私にとっては昔から、〝読書家のレジスさん〟ですけど。それで、調べてほしいこととは？」

「……これを頼みたいんだ」

　レジスは折りたたんだ手紙を挟んで、本を渡した。

　キャロルが本を開いて、そこにある手紙を読む。

　一瞬だけ、表情を曇らせた。

「あらまあ……これは大変なことですね」

「なにかわかったら、よろしく頼むよ。帝都にいるうちは毎日、来るから」

「わかりました。お待ちしております」

　肝心なところは手紙で伝えたが、要するに――皇帝と皇妃の死について調べてほしい、という依頼だった。

　キャロル自身には宮廷内を調べる力はないだろう。

　しかし、彼女の客には、間かん諜ちようのようなことを生なり業わいにしている者もいる。

　本屋はいろいろな才能が集まる場所だ。

　そして、キャロルは〝客の趣味を記憶しオススメの本を嗅ぎ分ける才能〟の持ち主だった。

　ただ本を売るだけでなく、親交を深めている客が多い。

　彼女の人脈であれば、放ったばかりの第四軍の間諜よりは情報が得られるだろう。

　キャロルが話題を変える。

「ところで、レジスさん――あまり得意ではないと思いますけど、今回のハイブリタニア王国との戦争について教えてくださいませんか？」

「……もしかして、それが報酬かい？」

「どうしてもとは言わないのですけど……私がレジスさんと親しいと知って、あれこれ聞きに来る方が多いんです。週刊新聞の記者だとか。手ぶらで帰すのも忍びなくて」

　なるほど。記者なら宮廷内の情報を持っているかもしれない。

　交渉材料になると思えば、戦地のことを話すのも、さほど苦ではなかった。

「……わかったよ。でも噂になってるような華々しい活躍なんて実際にはなかった、と失望されるだけかも」

「世の中には、脚色された噂話ではなく、真実にこそ価値を見出す方もいますから」

「同感だね。創作は楽しいけど、真実が知りたいときもある」

　レジスは自分たちが経験してきた戦場について、できるだけ具体的に語った。

　キャロルは途中でメモを取りながら聞く。

　そして、ファンリィーヌは静かに詩集を読んでいた。




　夜――

　屋敷に戻ると、大勢の使用人が恭うやうやしくお辞儀する。

　出迎えたメイドの一人が前に出てきた。

「お帰りなさいませ、お嬢様。お帰りなさいませ、オーリック卿」

　あまりに慣れないものだから、一瞬、レジスは自分のことだとわからなかった。

「ん？　あ、僕のことか」

「先ほど、オーリック卿に来客がありました」

「僕に？」

「はい、書しよ簡かんを預かっております」

　メイドが差し出した書簡には、軍務省の封ふう蠟ろうが施ほどこされていた。

「……どういうことだろう？」

　レジスの疑問に、ファンリィーヌが答える。

「軍務省には、レジス様が当家に滞在されていることを報告してますわ。所在を明確にしないと、要いらぬ詮索を受けますもの」

「ああ……それは当然か……」

　彼女の役目は監視で、それは動向の報告も含まれている。

　本屋での会話まで報告されると、面倒ではあるが……

　ファンリィーヌが苦笑する。

「わたくし、愚おろかな女ではありませんわ。〝狩りの得意な猫は爪を隠す〟と言うじゃありませんか」

「なるほど……」

　状況が変われば人心も変わる。警戒は必要だろう。

　しかし、今はファンリィーヌを信用する。そうでなければ身動きが取れなかった。

　レジスは書簡の封を解く。

　軍務省を通して送られてきたのは、ラトレイユからの呼び出しだった。




　　　†




　翌日、午後――

　レジスは再び宮殿を訪れていた。

　軍務省のある区画の近くに、ラトレイユの私室がある。

　前にも一度、訪れたことがあった。

　大きな扉の前に軽けい装そう鎧よろい姿の警備兵が立っている。

　近づくと、ザンッ、と敬礼された。

「オーリック三等文官殿、少々お待ちください」

「あ、はい」

　さすがに、相手が自分を知っていることに慣れてきた。

　ラトレイユを訪ねるのも三度目なので、レジスを見かけたことがある者もいるだろう。

　警備兵がドアをノックした。来訪を中に告げる。

　しばらくして警備兵がドアを開けた。

「どうぞ！」

「ありがとう」

　返礼してレジスは部屋の中へ。

　ラトレイユが豪華な革張りの椅子に腰掛け、大きな執務机に書類を広げていた。

　今日はチェス盤はない。

　金色の前髪に隠れた額ひたいに、鋼の額当てをつけていた。

　赤い瞳ひとみがレジスのほうを見る。

「呼び出して済まぬな、レジス・ドゥ・オーリック三等文官」

「とんでもない。こちらこそ、昨日にでも報告に参上するべきでした」

「なあに、報告は受け取っておる」

　彼の机の上には、レジスが出した報告書もあった。

　抜けがあっただろうか、と不安になった。

　そういえば、傭よう兵へい王おうギルベルトの処遇については書いていなかったか。

　あと、東方に分隊を派遣したことも、帝都に発つ直前だったので、まだ報告を出していなかった。

「あの……抜けがあったなら、すぐにでも……」

「左様か。しかし、後にしてもらおう――この報告に目を通すがよい」

　ラトレイユが机の上を指さす。

　一枚の地図がある。

「これは……」

　帝国領の北西にあるグレボヴァール城塞都市の周辺地図だった。

　たしか、第三軍の拠点がある。

　ヴォルクス要塞ほどではないが、なかなか堅けん牢ろうな造りの街のはずだった。

　ラトレイユがため息をつく。

「……昨夜、急報が届いた」

「グレボヴァール市からですか？」

「どうやら、ハイブリタニア王国軍の手に落ちたようだ」

「ええっ!?」

　あの堅牢な城塞都市が陥落したことも意外だったが、なにより、ゲルマニア連邦側か海岸へ向かうだろうと予想していたハイブリタニア王国軍が、拠点を占拠したことが驚きだった。

「敵軍にはゲルマニア連邦の旗もあったという」

「連合を組んだのですか？　あんな状況で……信じられない」

「グレボヴァールは第三軍の拠点で、今回の遠征により兵は半数以下になっておった。好機と踏んだのであろう」

「そうですね……しかし、こんな短期間で陥落するなんて……」

「詳しい報告は、今夜にも届くはずだ。しかし、ただ座して待っておるわけにはいかぬ。あの街には大勢の市民が住んでいる。状況はわからないが、奪だつ還かんするために部隊を編成する」

「それは、当然かと」

「だが問題があってな。これが陽動で、敵の狙いが帝都にある可能性は否定できない」

「そうですね。大軍でグレボヴァール市に攻めこんだら空城で、迂う回かいした敵軍に帝都を襲撃されるかもしれません」

「せめて、帝都に城壁があればよかったのだがな」

　ベルガリア帝国は強大で、帝都に迫る敵軍などありえない――という尊大さゆえ、帝都には城壁がなかった。

　遷せん都として三○○年。今のところ、その威厳は保たれている。

　しかし、そのせいでグレボヴァール市に派遣できる兵数は多くできなかった。

　レジスは首をかしげる。

「もしかして、第四軍に攻略の命令を？」

「いいや。ヴォルクス要塞の防備も重要だ。そもそも、グレボヴァール城塞都市は第三軍の拠点でもあり、帝都には第三軍の兵士たちがいる……どの部隊が向かうべきかは、議論の余地もない」

「はい……」

　だとすると、どうして、この話をレジスにするのかが疑問だった。

　不思議に感じつつ、黙って聞いている。

　ラトレイユが広域地図を出し、駒を並べた。

「現在、帝都には七万の軍勢がいる。グレボヴァール市には、ハイブリタニア王国軍が一六○○○と、ゲルマニア連邦の部隊もいると予想される」

「ふむふむ……」

「レジス殿なら、何万の軍勢を出すか？」

「え？　いや……ちょっと判断できないです。敵軍の数もわかりませんし……まぁ、帝都の防備を考えたら、五万は残したいところですね」

　ゲルマニア連邦がどれほどの兵数を投入してきたかわからないが、過去の記録からすると二万程度と予想される。

　ハイブリタニア王国軍の新式小銃を考えると、たとえ拠点防衛に専念するにしても、五万くらいは欲しい。

　それだけの数があれば、味方が集まるまで時間を稼げるだろう。

「やはり、投入できるのは二万か……」

「……攻城戦には足りませんね。包囲して補給線を断つのが妥当でしょう」

「ハイブリタニアとの戦いで、帝国軍は大きな痛手を負ってしまった。グレボヴァール城塞都市を正面から攻略するだけの戦力を整えるには、数年かかる」

「西海岸までの安全と引き替えに、拠点の放棄を交渉しては？」

「ふむ……」

　ラトレイユが地図を睨む。

　歓迎できる意見ではなかったようだ。

「やはり、諸外国の反応が気になりますか？」

「そこまでわかっているなら説明は必要あるまい。皇帝陛下が崩御して、これからの帝国がどうなるのか周辺諸国が注目している。ここで弱腰の交渉などしたら、取り返しのつかない嘲あざけりを受けるであろう」

「では、二万の部隊で包囲を？」

「……帝都の近くの拠点を、あっさり占領され……手をこまねいて見ているだけで国威を示せるのか？」

「それは……まぁ、無理でしょうけど……」

「帝国は弱さを見せてはならない。侮あなどられれば、周辺諸国が一挙に攻めこんでくる。それでも負けるとは思わぬが、避けねばならぬ」

「恐ろしいことです。そんなことにならないためにも、周辺諸国とは平和的な関係を」

「今、必要なのは、帝国軍が健在であることを示すことだ。国と国の関係は、そう簡単に変わるものではない」

「……わかりますが」

　グレボヴァール市は奪還せねばらない、とラトレイユは断言した。

　レジスは否定しない。たしかに、数日のうちに諸外国と平和的な関係を作ることは不可能だろう。まして、帝国軍が弱体化しているのではないか、と疑われているときには。

　ラトレイユが自身の胸に手を置いた。

「この作戦には、俺が赴くつもりだ」

「ご自身で!?」

「ああ、それと帝国第一軍を投入する。そこに、司令官を失った第三軍の一部を併合し、二万とする」

「まさか、二万で城塞都市を攻略する気ですか？」

　恐ろしいことに、ラトレイユはうなずいた。

　本気なのだ。

　おそらく、敵は四万で、新式小銃と大砲を持ち、堅牢な城塞都市を占領している。

　勝てるはずがない。

「レジス殿はヴォルクス要塞を二○○○の寡か兵へいで攻略したことがあるな？」

「……運がよかったんです」

　背筋を冷たい汗がつたい落ちた。

　難題ですね、がんばってください――と言って帰りたい。

　ラトレイユが立ちあがった。

　大きな机を回りこみ、レジスの目の前に来る。

　以前、会ったときと雰囲気が違った。

　まるで彼が大きくなったかのように感じる。〝皇帝に即位する〟という意識が、彼を変えたのかもしれない。

「レジス殿、卿がアルジェンティーナを支持し、俺を追い落とそうとしていることは知っている」

　まっすぐに突っこんできた。

　レジスは首を横に振る。

「……姫様の目的は、この国から戦争をなくすことです」

「将来を語る権利を今の俺たちは持っていない。帝国は存亡の危機にあるのだ」

「そうですね……」

　ラトレイユが右手を差し出してきた。

　剣を握り、前線で戦ってきた騎士の手だ。皮膚は硬くなり、関節はでっぱり、爪は厚くなっている。




「今は互いの利害を置いて、帝国の未来のために、グレボヴァール城塞都市を奪還する作戦に参加してもらえないだろうか？」




　噓ではないのだろう。

　今の帝国には二万しか動員できず、かといってグレボヴァール城塞都市を放置はできず、和平交渉もできない。

　威勢を諸外国に見せつけるためには、寡兵であろうと拠点を奪還するしかなかった。

　そして、似たような作戦で実績のあるレジスに参加を求めてきたのだ。

　ファンリィーヌに言われた言葉を思い出す。




「高い評価は周囲からの期待です。いかに自信がなくとも、成功者は期待され、次の成功を求められるものですわ。失敗した者が蔑まれるのと同じように、それは避けられないことなのです」




　ラトレイユが言葉を継ぐ。

「グレボヴァール市には多数の市民がおり、おそらく逃げ遅れている。俺たちが早く奪還できれば、救える命もあるだろう」

「ううぅ……」

「卿の立場を変えようとは思わぬ。所属は帝国第四軍のまま、この作戦限りの出向とし、グレボヴァール市を奪還したあとは、速やかにヴォルクス要塞へ戻れるように手配しよう。昇級や叙爵は戦地でも行えるのだ」

「そうなのですか？」

「俺は総督で第二皇子だ。それくらいの権限はある」

「あの……実技の試験も？」

「二万の戦力で、堅牢な城塞都市を攻略した部隊に、弱兵のあろうはずがない」

「……僕は期待されてるような、素晴らしい案を提案できないかもしれませんよ？」

「参謀として全力を尽くすと約束してくれ。それだけでよい。事が成らなかったときには、俺の見る目がなかったのだろう」

　どうやら、レジスを参謀として扱うつもりのようだ。

　三等文官には過ぎた待遇だった。

　ラトレイユの副官であるジェルマンは一等文官だったはずだし。

　昇級試験の実技が免除されるのは、とても大きい。

　なにより、多くの人命が懸かかっているのは間違いなかった。レジスが行って、なにか役立てるのかはわからないが……

　参謀として行動を共にすれば、あれこれ宮廷の外から探るよりもラトレイユの考えを知ることができるだろう。

　作戦が成功すればラトレイユの評価を高めることになるが、今さらだろう。

　たとえ失敗したとしても、今さら彼が即位を辞退するわけがない。

　それよりも、ラトレイユの参謀を務めれば、彼の今後の政策や考え方を知る機会もあるに違いなかった。

　アルティーナの道標となりうる情報を得るには願ってもない立場だ。

　レジスは決断した。

　右手を差し出す。

「……僕なんかで……お役に立てるかわかりませんが……全力を尽くします」

「感謝するぞ、レジス殿」

　ラトレイユの大きな手が、レジスの手を摑んでくる。

　白き大山ラダムブランシユごとき力強さを感じるのだった。
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　歩いているだけで汗ばむ、まるで一足早く夏が来たような日差しだった。

　アルティーナは愛馬カラカラを歩かせながら、何度も後ろを振り返る。

　――やっぱり、休ませたほうがよかったかしら？

　兵士たちは、これ以上ないくらい疲れ切っており、今にも倒れそうな足取りだ。

　しかし、顔は活力に満ちていた。

　もうすぐ、ヴォルクス要よう塞さいに到着するからだ。

　一ヶ月以上も離れていた拠点だった。

　帰れば水浴びだってできるし、広い寝床もあるし、馴な染じんだ味の料理が出てくる。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいでも、自然と兵士たちの表情は明るかった。

　悩む。

　アルティーナはずっと悩んでいた。

　こんなとき、レジスがいれば、状況に合わせて行軍計画を修正してくれただろう。思えば、ずっと任せっきりだった。

　あるいはジェロームなら、兵士たちの様子を見て的確に判断できるのだろう。

　アルティーナには知識も経験もなかった。長い遠征から戻ってきて、この季節には珍しく厳しい天候で、休ませたほうがいいように見えるが、兵士たちは一刻も早く帰り着きたいと気持ちを逸はやらせている。

　悩みながらも決断が下せず、ずるずると来てしまった。別れる前にレジスが立てていた行軍計画のとおり、短く少ない休憩時間で。

　兵士たちに聞いても、「大丈夫です！」としか答えない。そういうものなのだ。

　しかし、七○○○人が武具を背負ったり、大砲を引いたりして行軍しているのだから、なかには体調を崩す者も出る。

　連戦で怪け我がを抱えている者もいた。

　行軍に着いてこられず、脱落して救護の馬車に放りこまれる兵士が、いつもより多い。

　休ませるべきか。

　このまま進むべきか。

　先頭の兵士が大声をあげる。

「要塞が見えたぞー!!」

　うおおお！　と歓声があがった。

　周りの歓喜につられ、アルティーナも笑顔を浮かべる。

　しかし、内心では、自分の指揮官としての経験不足知識不足に、焦燥感ばかりが募った。

　落ちこむのは一瞬のこと。

　ひとつ経験したから！　と前向きに考えるのが、アルティーナだった。

　バイルシュミット辺へん境きよう連れん隊たいとして四○○○で出陣した部隊は、帝国第四軍として倍近い兵数になって帰還した。

　要塞から兵士たちが出てくる。

　伝令が遠征部隊が戻ってきたことを報しらせたのだろう。

　先頭を駆けてくるのは、エヴラールだった。

　ガタイのいい騎士で、要塞守備隊長を任せている。もう五○歳を越えるが、いまだ活力の衰えを見せない。

「姫様ぁ～～～～～ッ!!」

「ひさしぶりね、エヴラール！」

「よくぞ！　よくぞ、ご無事で！」

　駆け寄ってきたエヴラールが馬を下り、跪ひざまずく。

　つるんとした頭に変わりはないが、黒かった髭ひげに白いものが混じっていた。

　たった一ヶ月だったが、苦労をかけたのかもしれない。

　アルティーナも馬を下りた。

「よく要塞を守ってくれたわね。ありがとう」

「もったいないお言葉です！」

　地響きのような足音をたて、要塞の兵士たちが駆けてきた。

　戻ってきた仲間と再会を喜ぶ声が交わされる。

　バイルシュミット辺境連隊は、もともとは帝都の部隊だ。帝国第二軍の兵士にも知り合いがいるだろう。

　意外な再会に驚く者たちもいた。

　そして、帰ってくることのできなかった仲間に、涙する者もいた。

　兵士たちの姿に、アルティーナはうつむく。

「……数じゃないのよね。人なのよ」

「いかがしましたか、姫様？」

「……バイルシュミット辺境連隊として出陣した兵のうち一○○○人近くを失ったわ。彼らには仲間も家族もいたのに」

「ハイブリタニア王国は見たこともない新兵器を持っていたとか。第二軍も第七軍も撃破され、ラトレイユ皇子は負傷し、帝都の目前まで敵軍に迫られたと聞いております。そのような苦しい戦で、三○○○もの兵士を無事に帰還させたことを喜ぶべきでありましょう」

「そうね……ダメね。レジスに同じようなこと言っといて」

「責任感も、死者を悼いたむ気持ちも、悪いことではありますまい。もう戦地ではないのですから。僭せん越えつながら戦勝祝いを用意させていただきました。酒と肉ばかりですが」

「ふふ……ありがとう。じゃあ、要塞に戻りましょうか！」

　アルティーナが馬に跨がる。

　エヴラールが隣に並んだ。

　ラッパが鳴らされ、兵士たちが肩を組んで歩き出す。

　陽気に帝国賛歌が歌われた。

　アルティーナは尋たずねる。

「そういえば、エリックは？」

　それまで笑みを浮かべていたエヴラールの表情が、険しいものへと変わる。

　若々しい活力に満ちていた彼が、一瞬にして老人になったかのように感じられた。




　　　†




　要塞に戻ると、階段を下りてくる黒衣の剣士と銀髪の青年の姿を見つける。

　エディとオーギュストだった。

「よお、アルジェンティーナ！　戻ってきたな！」

「……無事でなによりだ」

　兵士たちの前だから男装しているだけで、オーギュストの正体はフェリシアなのだが。













　アルティーナは片手を挙げて応える。

　大型の幌馬車が要塞に入ってきた。クラリスが降りて、丁寧におじぎする。

　エディが首をかしげた。

「あれ？　レジスは？」

「昇級とか叙じよ爵しやくとかで帝都に行ったわ」

「なるほどな。あんだけ功績を立ててれば、そんなこともあるか」

「まったく！　ここにゲルマニア連邦が攻めてくるかもしれないってときに！」

「まぁ、帝国が平和なときなんてねえって」

「そうなんだけど……」

　兵士たちが馬を休ませたり、負傷者を治療室に運んだりで、騒がしくなってきた。

　あとはエヴラールに任せても大丈夫だろう。

　アルティーナは自室へ向かうことにした。長い階段を上っていく。

「エディ、フェリシア、元気だった？」

「風か邪ぜもひかねえよ」

「……ごめん。私は、風邪、ひいちゃった」

　兵士たちがいなくなるとフェリシアは演技をやめて、いつもの気弱な少女の面が出る。

　オーギュストとして振る舞っているときは威い厳げんさえ感じさせるのだから、たいした演技力だった。

　エディが頭をぽりぽり掻かいて。

「あ、いやぁ……フェリシアは仕方ないんじゃねえか？　ちょっと寒い日が続いたし」

「……そう、かな？」

「俺が風邪からも守ってやれたらいいんだけどな。まぁ、体調が悪いときは、遠慮せずに頼ってくれ」

「うん……ありがとう。いつも、頼りにしてる、よ？」

「寒い日は温めてやるからな」

「……うれしい」

　フェリシアが頰ほおを赤らめる。

　似合わないことに、エディが優しげな視線で微笑ほほえんでいた。

　アルティーナは妙な居い心地ごこちの悪さを感じてしまう。

　なんだか、お邪魔しているような？

　ため息をついた。

　エディたちから視線を逸そらしたら、ちょうど斜め後ろを歩いていたクラリスと目が合う。

「……ねぇ、クラリス」

「いかがなさいましたか、姫さま？」

「レジスって、いつ戻ってくるのかしら？」

「……一週間から一ヶ月と伺うかがっております。帝都での用事が済んでも、ここまでの道のりがありますので、おそらく、あと六日から三十日程度ではないでしょうか」

「うん、まぁ、それくらいかかるわよね……はぁ……あたしも帝都に行けばよかった」

　アルティーナは肩を落とした。

　エディが苦笑する。

「なぁに言ってんだよ？　司令官が部隊を放って抜けるわけにはいかないだろ。それとも部隊ごとか？」

「ふんっ……無理だってことくらいわかってるわよ。でも、なんでか、あんたとフェリシアを見てたら、妙にレジスの顔が見たくなっちゃったの！　どうしてだかわかんないけど」

「ふーん？　なんでだろうな？」

　エディが不思議そうな顔をした。

　赤くなっていた頰をさらに赤く染めてフェリシアが言葉を濁にごす。

「そ、それって……姉様ってば……」

「あらあら……」

　クラリスが本当に小さくため息をついた。




　エディとフェリシアとは部屋の前で別れて――

　アルティーナは自室に戻り、お湯で身体からだを拭ふくことにした。

　桶おけのなかに座る。

　水みず瓶がめのお湯にクラリスが絹きぬをひたして、軽く絞ってからアルティーナの肌へと触れてくる。

　じんわりとした温かさ。

「ふぅ……」

「本当に姫さまの肌は綺麗ですわ」

「そうかしら？　クラリスと同じようなものだと思うけど？」

「ふふ、ありがとうございます。でも、姫さまの肌は輝く宝石のようです。それでいて、ぷにっとしていて、美お味いしそう」

「……か、嚙かんだらダメよ？」

「ご心配なさらずともそんなこといたしません。でも……いつかは、そんなことされちゃう日も来るんでしょうか。はぁ……私の姫さまが……」

「あたしが嚙まれるの？　冗談でしょ、誰が相手だろうとそんな不覚は取らないわ」

「……不覚と言いますか」

「ん？」

「ん～んふふふふ……当分、心配は要らなそうですねー。姫さまは本当に姫さまですねぇ」

「んんん？」

　クラリスが妙に上機嫌になって、肌をぴかぴかに磨みがいてくれる。

　汚れと一緒に遠征の疲れが洗い流されるようで、気持ちがよかった。

　ひさしぶりすぎて懐なつかしささえ覚える鏡台の前に座る。クラリスが髪を梳とかしてくれた。

　思わずアルティーナは笑みをこぼす。

「ん……えへへ」

「姫さま、くすぐったいですか？」

「違うのよ。なんか、なつかしくて」

「左様ですね」

「ねぇ、クラリス……クラリスはずっと一緒にいてくれる？」

「もちろんです。でも、レジスさんだって、すぐに戻ってきますよ？」

「べ、べつにレジスのことを言ってるわけじゃないのよ!?　まぁ、あいつは戻ってくるわよ。当然よ。そう約束したもの」

　クラリスが薄く油を塗って、肌や髪に艶つやを出していく。

　やっぱり、ちょっとくすぐったくてアルティーナは身をよじった。




　　　†




　夕方には祝勝会が開かれ、遠征組も居残り組も新参の元第二軍の兵士たちも一緒になって酒盛りをした。

　連携は訓練するしかないが、精神的にはこんなことが絆きずなを深めるのかもしれない。

　生きていることを喜び、死者を悼み、酒宴は深夜まで続いた。

　おそらく朝まで続くのだろう。




　夜――

　アルティーナは祝勝会にも姿を見せなかったエリックを訪ねる。

　彼は傷が塞ふさがったので、もう治療室ではなく自室にいるらしい、と女医から聞いていた。

　ドアをノックする。

「……はい？」

　向こう側から返事があった。

　アルティーナは深呼吸してから声をかける。

「あたしだけど、ちょっといいかしら？」

「えっ!?　姫様!?」

　慌あわてたような甲かん高だかい声と、たたたっと足音がした。

　鍵の音がして勢いよくドアが引き開けられた。

　夜だというのに普段着のような革の服を着たエリックが、目を見開く。

　アルティーナは苦笑した。

「ごめんね、祝勝会を抜けるのが大変だったの。寝てた？」

「とんでもありません！」

　部屋のなかでは蠟ろう燭そくが揺れていた。

　一般的に、夜は月明かりだけで過ごすものだが、ヴォルクス要塞は元が鉱山のため、明かり取りの窓がない。

　兵士たちは大部屋で松明を使うか、蠟燭で灯りを得ていた。

「ちょっと話をしたいんだけど、いいかしら？」

「は、はい！　すぐに着替えて謁えつ見けんの間に参上を！」

「その必要はないんだけど……廊下じゃないほうがいいかしら」

　廊下は伝声管のように音を伝えてしまう。

　ようやく、エリックは下がって跪き、アルティーナは部屋に入ることができた。

「このような場所に姫様がお越しくださるとは……」

「まぁ、女医さんの話だと、もう怪我はいいらしいじゃない？　でも、祝勝会にさえ顔を出さないからどうしたかと思って」

「うっ……も、申し訳ありません！　本来なら何を置いても挨拶に伺わねばならぬところを！」

「いいのよ、祝辞は言われすぎて疲れたわ。あたしだけの力で勝ったわけでもないし。そんなことより、あなたの様子が心配でね」

　エリックが跪いたまま視線を床に落としている。

　本来、五等武官のような下級士官は数人でひとつの大部屋だ。

　しかし、エリックはアルティーナの護ご衛えい官かんということで個室を与えられていた。

　ベッドの隣には、ちょっとした執務机もある。

　これにアルティーナが座ると、跪いた彼を見下ろすことになるだろう。

　昔、レジスの部屋に押しかけたときは、彼はベッドに腰掛けて、椅子を貸してくれた。

　思えば、五等文官なら、今のエリックのように畏かしこまって固まってしまっても不思議はなかったのかもしれない。

　改めて、変わり者なのだなぁ、と思った。

　仕方ないから、アルティーナはベッドの前に椅子を持ってきて、そこに腰掛けた。

「エリック、話しにくいからベッドに腰掛けなさいよ」

「えっ!?　そ、そんな……」

「誰もいないところで、形式ばっかり気にしなくていいから。あたしは跪かれたくて来たんじゃなく、あなたと話しにきたのよ」

「……申し訳ありません」

　恐縮した様子で遠慮がちにベッドの縁ふちに腰掛ける。

　ヴォルクス要塞を攻略したときに購入したもので、藁わらにシーツではなく、板バネのうえに重ねた布を敷いたものだった。上級士官にしか与えられないような高級品だ。

　わずかに軋きしむ。

　エリックは礼節に人一倍気を遣う性格だったが、ここまでではなかったはず。

　なにか理由があるのだろう――とアルティーナは思った。

　おそらく、エヴラールの暗い表情とも関係がある。

「……で？　どんな理由があるの？」

　アルティーナは単刀直入でまっすぐで回り道を好まない性格だった。

　エリックがうつむく。

「ううぅ……」

「あたしに言えないようなことなの？」

「そんなことは！」

　彼の目尻に透明な雫しずくが浮かんだ。

　肩を震わせる。

　じっとアルティーナは言葉を待つ。

　もう子供ではなかった。必要と思えば耐える。部下のためならば尚なお更さらだ。

　エリックが唇くちびるを震わせる。

「左手が……」

「うん。傷は塞がったと聞いたけど？」

　エリックの頰を涙がつたい落ちた。




「……ボクは……騎士を続けられなくなりました」




　ぐっ、と歯を食いしばる。

　彼は左手を差し出した。

　指が震えている。

「……力が……入らないんです」

　細くて白くて、まるで少女の手のようだった。

　しかし、傷などがあるわけではない。

　アルティーナは自分の左手を伸ばして、彼の指に触れた。

「握ってみて」

　沈痛な表情でエリックが左手を閉じる。

　まるで握手のようだった。

　マグカップくらいは持てるだろうか。

　しかし、重たい武器を持ち上げることは不可能だろう。

　騎士は右手で槍やりを構え、左手で手た綱づなを捌さばく。ほとんど力が入らないのでは馬上では戦えない。

　ぽたり、とエリックの瞳ひとみから、涙がこぼれ落ちた。

「う、うぐ……くっ……これしか……」

「そう……」

「こんな……子供のような力しか、出せないのでは……戦えません。姫様の盾となるどころか、足手まといにしか……」

　嗚お咽えつをこらえながら、彼はつぶやいた。

　アルティーナは、その指を同じくらいの力で握り返す。

「で、でも、女医さんも、筋力が戻るのに二ヵ月はかかるって……」

　エリックが首を横に振った。

「ちがう……ちがうんです……それは肩のことで……そっちは回復しつつあるけど……指は、うまく力が入らないんです」

　アルティーナは何度も戦場を経験している。負傷兵を見舞ったことも初めてではない。

　肩や背中を負傷した兵士が、手や足に力が入らないというのを見たこともあった。

　筋肉が落ちたわけでもないのに、指が動かなかったり、立ちあがることすらできなかったり。

　原因はわからず、治療法もなかった。

　エリックは子供のような握力になってしまっている。

　日常生活には不自由ないだろうが、これでは、たしかに護衛官どころか兵士として前線に出るのは無理だろう。

　アルティーナは彼の手を握ったまま固まってしまう。

　なんと言っていいのかわからなかった。

「……」

「ううぅ……姫様……申し訳ありません……もう……ボクは使い物になりません……」

　エリックは肩を震わせ、絞り出すように言った。

　こんな状態では戦場に立たせることはできない。

　荷運びすら勤つとまらないだろう。

　普通なら、故郷に帰らせているところだ。

　しかし、それで本当にいいのか？　レジスが言っていた。エリックがいなかったら自分は死んでいたかもしれない、と。

「そ、そうよ、レジスなら……」

「……え？」

　涙でくしゃくしゃになった目元をエリックが右みぎ袖そででぬぐった。

　アルティーナは彼の左手を、ぎゅっと両手で包む。

「ごめん。酷ひどいことを言ってるのかもしれない。無責任で、わがままで、あなたを怒らせるかもしれない……だけど、やっぱり、あたしはエリックは頼りになる護衛官だって思ってるの」

「ひ、姫様……？」

「建国記念祭のとき、オーギュストが男装だって気づいたのは、エリックの助言があったからだとレジスが言ってた。逃げるときに馬を用意してくれたし、《吊られた狐ルナルパンドウ》のフランツィスカと戦ったときも、レジスを守ってくれたわ」

「……は、はい」

「あたしはエリックを失いたくない。女医さんに相談してみるわ。まだ遠征から帰ってきたばかりで、じっくりとは診てないでしょ？」

「そ、そうですが……すぐには治らないだろう、という診断で」

「どれだけだって待つわよ。それに、レジスならなにか知ってるかもしれない」

「レジスさん……こんな有様になったボクに……幻滅するんじゃ……？」

　エリックが怯えたような顔をした。

　アルティーナは思い切り首を左右に振る。

「そんなことない！　ありえない！　レジスは見捨てたりしない！　き、きっと！　なにか〝本で読んだことがある〟とか言うに決まってるわ！」

「……そうでしょうか？」

「うん、きっとね」

　エリックが視線を落とした。

　ため息をつく。

「でも……レジスさんは……病室にも部屋にも来てないです。ボクのことなんか、忘れてるんじゃ？」

「バカね！　レジスは昇級とか叙爵とかで帝都に行ったのよ！」

「えっ!?」

「誰も教えてくれなかったの!?　って……聞かなかったら言うようなことじゃないわね。回復の経過を知りたがってたわ。そうよ。手紙を出すって約束したの」

「手紙？　姫様が……ですか？」

　もう一度、エリックは目元をぬぐって怪け訝げんな顔をした。

　アルティーナは顔をしかめる。

「なによ、あたしが手紙を書くのが、そんなにおかしいって言うの？」

「そ、そんなことは言いません！　ただ……あまりペンを握ってるところは見たことがなかったもので」

「あたしだって手紙くらい書けるわよ。約束したもの。毎日って」

「毎日ッ!?」

　エリックが自分の境遇を忘れたかのように目を丸くした。

　それほど驚くようなことだろうか。

　心外だ。

「ま、毎日よ。まずはエリックのことを書くわ」

「……は、はい……そうですか。毎日……驚きました。絶対に必要なサインすら逃げ回っているとレジスさんが嘆いていたくらいなのに……」

「うっ」

　アルティーナは視線を逸らす。

　べつに字が苦手というわけではないのだが、じっと椅子に座って手だけを動かすというのが、どうにも苦痛だった。

　エリックが深々と頭を下げる。

「……ありがとうございます……姫様。そのように気遣っていただけて……それだけでも、ボクは騎士になってよかったと思います」

「んもう！　まだよ！　まだあたしは諦あきらめないわ！　この帝国を変えることも、あなたのことも！」

　エリックが戸惑ったような顔をした。

　おそらく、皇帝崩御の報は伝わっているはずだが、ラトレイユが即位を宣言したことは知らないのか。

　辺境ゆえに仕方がない。

　アルティーナは椅子に座り直して、考える。

「えーっと……なにから話そうかしら……」

　そのとき、ドアがノックされた。

　誰でしょうか？　とつぶやきながらエリックが立ちあがる。

　アルティーナはようやく手を離した。

　彼が右手を腰の剣に添え、ドアを開ける。

　廊下には、ティーセットをトレーに載せたクラリスが立っていた。

　にっこりと微笑む。

「お話、長くなりそうかと思いまして、お砂糖たっぷりの紅茶などいかがですか？」

「えっ……クラリスさん……」

　アルティーナは喜んで手招きする。

「あはっ、さっすがクラリスね！　ちょうどいいわ、あなたも参加しなさいよ。みんなで手紙を書きましょ！」

「あら、なんだか楽しそうです」

　エリックが首をかしげる。

「いいんですか？　レジスさんとは〝姫様が〟毎日手紙を書く約束をしたんじゃ？」

「うっ……か、かまわないわよ。いいこと？　仲間を頼るのは大切なことなんだからね。勝てそうにない相手に決闘を挑んだり、敵に単身で向かうのは勇気じゃないの」

　指を立てて、まるでレジスのような口調で言った。

　エリックとクラリスが顔を見合わせて、くすくすと笑う。

　なんで笑うのよー!?　とアルティーナは頰を膨ふくらませるのだった。
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「バスティアン！　馬車、見つかったです！」

「マジか!?」

　珍しく待ち合わせの場所に遅れてきたと思ったら、エリーゼがとびっきりの朗ろう報ほうを持ってきた。

　金色の髪を揺ゆらして、彼女が駆け寄ってくる。

　よほど興奮しているのか、息を切らして。

「ハァ、ハァ……この脇道をしばらく行ったとこの馬車主が、帝都まで出してもいいって言ってるです！」

「おおっ！　探してみるもんだな！」

　バスティアンたちがいるのは、帝都ヴェルセイユから三○Liリユー南下した街ウォルアレンだった。

　ハイブリタニア王国軍の侵攻ルートが西から東への中央横断と、北寄り横断だったため、この街は戦災は免まぬがれている。

　おかげで、戦火を恐れて避ひ難なんしてきた人たちでやたらと混雑していた。

　どこの宿も満室で、多くの人々が街の外縁に野営している。テントを張ったり、シーツにくるまったり。




　――バスティアンとエリーゼは、どうしてこの街ウオルアレンにいるのか？




　ベルガリア帝国第三皇子ハインリヒ・トロワ・バスティアン・ドゥ・ベルガリアは、身分を隠してハイブリタニア王国に留学していた。

　そして、エリーゼは本当の名をエリザベス・ヴィクトリアという。前女王から後継者に指名されながら、新女王マーガレット・スティルアートに追い落とされ、国軍から命を狙われる立場となっていた。

　いろいろなことがあって、バスティアンはエリーゼと行動を共にしている。

　そして、二ヶ月前――

　ハイブリタニア王国はベルガリア帝国に宣戦布告した。

　最初は連戦連勝に浮かれていた民衆だったが、《女王の艦隊クイーン・ネービー》が敗れたのを皮切りに、次々と侵攻部隊の敗北が報じられる。

　第四皇女マリー・カトル・アルジェンティーナ・ドゥ・ベルガリアと、軍師レジス・ドゥ・オーリックの名は、ハイブリタニア王国で知らぬ者がいないほどとなった。

　敗戦への緊張と恐怖心のせいか、街の治安は急激に悪化する。ベルガリア人への不当な差別が激化し、命の危険を感じるまでになった。

　指名手配されたせいもあって、バスティアンはベルガリア帝国へと帰国したのだ。エリーゼを連れて。

　本当なら、もう一人の親友――ロランドも一緒に渡航する予定だった。

　しかし、彼は暴徒の凶弾からバスティアンたちを庇かばい、その短すぎる生涯を終えてしまう。




「君に託す……世界を……前へ……全ての人が、幸せを、求めることのできる……世界へ……」

「約束する！　俺に任せておけ！」




　悲嘆に暮れるバスティアンの手には、ロランドの手記だけが残された。

　帆はん船せんに揺られること四日――

　ハイブリタニア王国海軍の監視網を抜け、どうにかベルガリア帝国の南西部にある港町に到着する。

　その町で、ロランドを迎えに来ていたティラソラヴェルデ家の使者に、バスティアンたちは悲しい報告をしなければならなかった。

　失意に沈みながらも、その使者はバスティアンたちを匿かくまうと申し出てくれる。

　しかし、バスティアンには、ひとつの志こころざしが芽生えていた。

　まだ明確に自覚できていない漠然とした気持ちではあったが、帝都から遠く離れた地で隠れているわけにはいかない。そう心が訴えていた。

　バスティアンは〝思いついたら即実行〟が信条だ。

　二人は帝都に向かうことにする。

　エリーゼも〝無為に隠れ住むより、少しでも帝国のことを知りたい〟と考えていた。

　念のため、ティラソラヴェルデ家を通じて、ハイブリタニア王国にいる商人マルバラと連絡は取れるようにしておいた。

　マルバラは、バスティアンたち二人の命を助けてくれ、傷が癒いえるまで匿ってくれ、さらに川へ落としてしまった《王家の指輪》を取り戻してくれた大変な恩人だ。

　そのうえ、エリーゼこそが新女王に相応しいと考えており、いろいろ手を打ってみると約束してくれた。

　いつか恩返しがしたい――と二人は考えている。

　しかし、今は時を待つしかない。

　バスティアンたちは港町から帝都に向かう馬車に乗った。

　道中は好天に恵まれ順調だったが……

　ところが、この街ウォルアレンまで来たところで、足止めされてしまったのだ。

　不思議な理由ではない。

　帝都近郊はハイブリタニア王国軍との戦場になっているらしい。戦況がどうなっているかはわからないが、この街に大勢の人が逃げてきているほどだった。

　そんな場所へ、わざわざ近づこうという者はいない。

　運んでくれる馬車が見つからず、早朝から探し回って、もうすぐ日が暮れそうだった。

　もう徒歩しかないか、と思っていたところ――帝都に向かってくれるという馬車主をエリーゼが見つけてきたのだ。




　バスティアンたちは相場の三倍ほどの料金を払い、帝都への馬車に乗った。




　　　†




　最悪だ。最悪だ。最悪だ。どこで間違えた？　ハイブリタニアの糞くそどもと手を組んだとき？　補給部隊の護衛を請け負ったとき？　第四軍の本陣を襲撃したとき？

　ずっと上手くやってきたのに……

　最高の料理を地面にぶちまけてしまったような気分だった。

　失敗したのは、やっぱり、アタシがベルガリアの姫を仕留め損なったときか？

「……クソッ」

「……フラン？　……大丈夫かしら？」

　地面を睨にらんでぶつぶつ言っていたら、心配そうに声をかけられた。

　フランツィスカはため息をつく。

「アタシはいつだって大丈夫じゃん？　歩いてるし、息してるし。あと、かわいいし」

「……そう。あんまり地面に話しかけてると、妖精が出てくるわよ？」

「そんなの見えないし」

「あら、それなら余計に呼ばないほうがいいわ。命を吸われるもの」

「うげっ!?」

「前を見て歩くことね」

　そんなことを真剣な表情で言う女性は、姉のイェシカだった。

　薄い色の髪と、真っ白な肌と、細い手足は、まったく傭よう兵へいには見えない。

　しかし、彼女は《吊られた狐ルナルパンドウ》の一員であり、〝魔法使い〟の異い名みようを持っていた。

　もう一人の同行者は妹のマルティナだ。

　まだ十歳で、しかも歳の割に幼く見える。おさげを左右に垂らしているのは、フランツィスカの真ま似ねらしい。

「オネェはかわいいですよー」

「ううぅ～よしよし！　マルティナちゃんもかわいいよ～！」

　頭をなでまわすと、くすぐったそうに目を細めた。

　彼女たちは三人で丘きゆう陵りよう地帯の街道を歩いていく。




　あの夜――

　雨も降っていないのに霧きりが出て、新式小銃の優位はなくなった。

　補給部隊は敵騎兵隊の攻撃を受けて壊かい滅めつする。

　霧が出たところで、もう補給部隊は守れないと判断したギルベルトは《吊られた狐ルナルパンドウ》の精鋭を率いて、敵本陣への突撃をかけることにした。

　敵の総数は一六○○○。半数を攻撃部隊に出していたとしても本陣は八○○○か。

　こちらは三○○。

　まさに桁けた違ちがいの絶望的な作戦だ。

　当然、フランツィスカも一緒に行くつもりだった――が、ギルベルトに命令される。

「お前は二人を守って合流地点へ先に向かえ」

「なんで!?　アタシだって戦える！」

「当たり前だ！　だから、護衛を任せるんだからな！」

　有う無むを言わさぬ迫力だった。

　本気なのだ。

　そして、言い争っている余裕すらない。

　傭兵団の仲間たちが、似合いもしない笑顔を見せた。

「俺らの〝魔法使い〟を頼むぜ、フランツィスカ」「妹も守ってやんなよ」「サクッと勝って戻るからメシを作っといてくれよな！」

　呼び捨てにすんな、アタシはテメエの嫁よめでもママでもねえし！　メシ作れとか、ふざけんな！　アニキの命令だから従うだけなんだからね！

　そんな悪態をついて見送った。

　フランツィスカは仲間たちの多くと、もう二度と会えないことを知っていた。

　けれども、きっとギルベルトなら変えてくれる。

　この絶望的な作戦を成功させてくれる。

　そう信じていた。

　現実はお伽噺のようにはいかない。

　――作戦は失敗し、ギルベルトは捕らえられた。

《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団は壊滅したのだ。

　フランツィスカは二人を連れて、合流場所を離れたのだった。




　今は街道を延々と歩いている。

　兄ギルベルトが捕らえられてしまった帝国第四軍の後を、徒歩で追いかけていた。

　軍隊が通ったため、地面には無数の足跡と轍が残っている。左手側には森が広がっていた。

　ため息が出る。

「……ねぇ、やっぱり、助けに行ったほうがいいんじゃん？」

　夜に自分一人なら、見張りに発見されずにギルベルトの元まで行ける、とフランツィスカは考えていた。

　ギルベルトさえ解放できれば、彼が捕らえられている仲間たちを助け出してくれるだろう。逃げ出すくらいはできるに違いない。

　しかし、イェシカが首を横に振った。

「……命を捨てるだけよ？」

　彼女は星を見ることで未来を占うことができる。

　この戦争に関わることも〝不吉〟だと予言していた。

　とはいえ、当時はゲルマニア連邦で《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団が必要とされるほど大規模な内戦はなく、ハイブリタニア王国から提示された報酬は魅力的だった。

　生きるために危険へ飛びこむのは、傭兵の常だ。フランツィスカは今でも、ギルベルトの判断が間違っていたとは思っていなかった。

　しかし、イェシカの予言を無視するのは恐ろしい。

「ううぅ……でも、後を追いかけるだけじゃ、そのうち連中は帝都に着くし……たぶん、アニキはそこで……」

　帝国軍は捕らえた傭兵を縛り首にするという。

　もしかしたら、この瞬間にもギルベルトが処刑されているかもしれない――そう考えると、フランツィスカは気が気ではなかった。

　マルティナも不安げな顔をする。

　イェシカが空を見上げた。

　まだ太陽は西の空に輝いて、背中から照りつけており、影が行く先に長く伸びている。

　もちろん星など見えるわけがなかった。

　しかし、彼女はひとつうなずく。

「……この道でいいわ」

「なにが!?」

「……兄様に続いてる……と星が言ってるもの」

「昼間に星で、しかも、しゃべってるのかよ！　ああ、もう！　やっぱり、占いとか信用できないんだけど!?」

「……占せん星せい術じゆつよ。学問だわ」

「はぁ～」

「オネェ、元気出すですよー？」

「マルティナちゃんだけが癒やしだわ」

「……心配しなくても、第四皇女アルジエンテイーナは兄様を縛り首になどしないわ」

「なんで断言できんの？　それも星に聞いたわけ？」

「……その気があるなら、翌日には処刑してる……まだ処刑してないのは、きっと手駒として欲しいからね。兄様と《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団が……第四皇女は第二皇子と皇こう位い継けい承しよう権けん争いの最中で、今は劣勢よ……力が欲しいでしょう」

　イェシカは占星術だけでなく軍師としての才も持っている。

　だから、フランツィスカは焦りつつも帝国第四軍の野営地に忍びこむのを自じ重ちようしているのだった。

「……ん？」

　前から馬ば蹄ていの音が聞こえる。

　もしや帝国軍の哨しよう戒かいか？　とフランツィスカは緊張を高めた。

　ところが、後ろからも馬の駆けてくる音が近づいてくる。

「チッ……挟まれてる!?」

　フランツィスカは腰に吊るした小型のクロスボウを手にして構えた。矢をつがえる。

「なに？」

　イェシカが首をかしげた。

　彼女は未来のことは読み取れても、目の前に迫る危機には鈍感だ。

　こんなふうに街道で前後を挟んでくるのは、軍隊の哨戒ではないだろう。旅行者や行商人がうろつくような場所でもなかった。

　フランツィスカは吐き捨てるように言う。

「野盗じゃん！」

「ひぇっ!?」

　マルティナが怯おびえつつも腰の後ろのナイフに手を伸ばす。子供ではあるが、《吊られた狐ルナルパンドウ》の猛者たちに鍛きたえられた傭兵見習いだ。普通の兵士には負けない。

　しかし、相手が多いなら話は別だった。

　馬蹄の音の数は少なくない。

　イェシカとマルティナを守りながら対処するのは難しいだろう。

「森に逃げて！」

「……たぶん、森にも隠れてるわ」

　言われて、気配を探る。フランツィスカには見つけられなかった。

「どこにいるの!?」

「……フランに見つけられないものを、私が見つけられるわけないでしょう？　でも、いるわ」

「ちょっと、ふざけてる場合じゃ……!!」

　街道の前後から馬に乗った連中が姿を見せた。

　やっぱり、野盗だ。

　それと同時に、森の奥から何者かが出てくるのがわかった。

　フランツィスカは内心で毒づく。

　――本当にいやがった！

　イェシカの言ったとおり、野盗のくせに森に逃げこむのを予想して待ち伏せしていたらしい。

　右手側には気配がない。

　けれど、どこまでも丘陵が広がっている。

　逃げても、すぐに馬で追いつかれるだろう。

「チッ……」

　野盗の数は三○人といったところか。たった三人の女子供を囲むだけのために、ずいぶん出てきたものだ。

　フランツィスカは敵を睨みつける。

　矢が足りない。

　――糞、糞、糞、糞、まずいじゃん！

　背負っている矢の数よりも、敵のほうが倍以上も多かった。

　自分が逃げるだけなら、馬を奪って、追いかけてくるヤツの馬を射ればいい。

　しかし、イェシカは馬に乗れない。マルティナも得意とは言い難かった。まだ練習中なのだ。

「やっぱり、占星術なんてインチキじゃん……なにがアニキに続いてるだよ」

「……不思議ね？」

「不思議なのは、アネキの頭の中だって！」

　野盗の馬がいなないた。

　ひときわ大きな馬に乗る巨きよ軀くの男が見下ろしてくる。顔に傷があり、いかにも歴戦の傭兵という顔つきをしていた。

　こいつが首領か。

　髭ひげ面づらの男が、臭そうな息を吐く。

「おう、やっぱり《吊られた狐ルナルパンドウ》だな！」

「なんで!?」

　自分たちを知っている!?　フランツィスカは目を見開いた。

　首領が口元を歪ゆがめる。

「俺はゲルマニア連邦にいた頃、お前らと同じ陣営にいたことがあってなァ！　あの偉そうな連中が帝国軍に負けたと聞いて、残党を狩ってやろうと愛国心を発揮したわけだ。大当たりだなァ！」

　周りの子分たちが品のない笑い声をあげる。

　なにが愛国心か！　敗残の傭兵を殺して金品を奪おうという獣のくせに！

　フランツィスカは内心で罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつける。

　しかし、事態は最悪だった。

　敵は傭兵崩れの野盗で、その数は矢よりも多くて、しかも、こちらが女だからといって油断しそうにない。

　こんなところで《吊られた狐ルナルパンドウ》の高こう名みようが仇あだになるとは……

　首領を人質に取るか？

　いや、こんな連中が首領の命を重く見るとはかぎらない。

　その隙にイェシカやマルティナに刃物を向けられたらどうする？

　背筋が震えた。

　敵の一人が矢をつがえる。

　狙いは、マルティナ!?

「やめな！」

　フランツィスカはマルティナを庇って前に立った。

　また野盗たちから笑い声があがる。

　首領が腹をゆすりながら。

「いいのかァ？　後ろからも狙われてるぜェ？」

「くっ!?」

　背後にいた野盗の一人が弓矢を構えている。その狙いは、やはりマルティナだ。

　弓を持ったヤツは前に四人、後ろに三人もいる！

　守りようがない！

　自分だけなら、避け続けてクロスボウで仕留める自信がある。

　しかし、全員を仕留める前に――どうやっても、マルティナが撃たれてしまう！

　クロスボウを持つ手が震えた。

　ろくに動いてないのに呼吸が苦しくなる。

「や……やめ……やめて！　アタシの家族、奪わないでよッ！」

「巫ふ山ざ戯けろ、傭兵がァ！　テメエらに殺された兵士にだって家族がいたんだ。ここらで俺らの食い扶ぶ持ちになりやがれ！」

「ううぅ……」

「武器を捨てろ！　そしたら命だけは助けてやる！」

「くっ……」

　フランツィスカは悔くやしさのあまり目頭が熱くなった。

　しかし、抵抗する術すべはない。

　矢をつがえたクロスボウを足下に置いた。

　両手を挙げて降伏する。

　泣きそうな顔をしてマルティナがすがりついてきた。

「オ、オネェ……」

「ごめん……ごめんね……アタシ……アニキに、守れって言われたのに……結局、なにもできなくて」

　イェシカは空を見ていた。

　その表情からは、いつも以上に感情が読み取れない。

　いくら〝魔法使い〟と呼ばれていても、この状況を覆くつがえす手は思いつかないのだろう。

　これからどうなるのか？　下働きでもさせられるか？　帝国軍に売り払われるか？　首領が鼻を鳴らす。

「フンッ、ついでにィ……服を脱げや」

「はっ!?」

「なんだァ？　一人ずつ殺されたいのかァ？」

「……キサマッ！」

　フランツィスカは生まれて初めてというほど強い殺意を覚えた。頭の奥で火花が散る。

　首領が目を細めた。

「オイ、一番小さいのを撃て」

　部下が愉快そうに笑って、弓が構えられる。

　マルティナが怯えて悲鳴をあげた。

　フランツィスカには怒ど鳴なることしかできない。

「やめろよ！」

「自分の立場を理解するんだな、傭兵。オイ、わかってんかァ？　ああン？」

「くっ……うっ……わ、わかったわよ！」

　軽けい装そう鎧よろいを外す。

　ガシャンと地面に落とした。

　二の腕から先を覆おおう袖そでも、紐をほどいて外す。

　腕が露あらわになった。

　野盗たちの視線が気持ち悪い。

　目玉を射貫いて殺してやる――とフランツィスカは誓ちかった。

　胸元のリボンを緩める。背中側の紐も緩めると、すとん、とドレスが地面に落ちた。

　下着姿に、野盗どもが獣じみた声をあげる。

　フランツィスカは戦場での危険とは別の、まるで虫が這い寄ってくるような恐怖を感じた。

　肩が震える。

　羞しゆう恥ち心しんではなく、憎悪で。

　嚙かみしめた下した唇くちびるが切れて血の味がした。

　イェシカがつぶやく。

「……ごめんなさい……思ってたより、ちょっと遅れたわ」

「は？」

　彼女の意味不明な言葉を理解している余裕が、今のフランツィスカにはなかった。

　けれども、森の中を駆けてくる気配に冷静さを取り戻す。

　――なんなの!?

《吊られた狐ルナルパンドウ》で最速と言われる傭兵よりも、さらに速く走ってきた。人間の動きとは思えない。

　そいつが野盗が囲んでいる場所へ臆おくする様子もなく飛びこんでくる。

　茶色い髪の青年――

　その瞳ひとみの色は緋ひ色いろだった。

　フランツィスカと大差なく十六歳ほどに見える。

　しかし、彼の動きは、まるで周りの時が止まっているかのように速かった。

　野盗たちは、ドレスを脱いだフランツィスカを下品な笑い声をあげながら見ていたせいか――彼が隣に並んだとき、ようやく気づいたようだった。

　茶色い髪に緋色の瞳の青年が、フランツィスカの横に並び立つ。

　首領が叫んだ。

「なんだ、お前はァ!?」




「お前らこそ、なにをしてやがる？　大勢で女の子を囲んで辱はずかしめるなんて……ぶん殴なぐる前に理由だけは聞いてやるから言ってみろ！」




　ドッ、と野盗たちが笑い声をあげた。

　首領が腹をゆする。

「理由だァ？　そいつはな……俺たちが野盗だからだよォ！　馬鹿が！　一人でなにができる!?　死にに来たようなもんだなァ！」

　フランツィスカは歯嚙みする。

　彼の尋常ではない動きに、一瞬、希望を持ったが……

　状況は変わっていない。

　結局、前後から弓を射られてしまったら、どうしようもないのだ。

　相手もそれがわかっていた。

「オイッ！　男に用はねえ、始末しろ！」

　首領の命令を受けて、野盗の一人が弓に矢をつがえる。

「ゲウッ!?」

　そいつが、血を吐いた。

　――何が起きた!?

　野盗たちの大半が、目の前で起きたにもかかわらず認識できていない。

　フランツィスカはかろうじて目で追えた。隣に立っていた青年が、なにかを投げたのだということを。

　血を吐いた野盗の胸に、果物ナイフが刺さっている。

　投げナイフか！

　その飛距離も速度も尋常ではなかった。

　青年が冷たい目をして睨む。

「……人を守るときは、手加減しない。殺そうとする奴から誰かを守るには、俺も敵を殺す覚悟がいるんだ」

　それは野盗たちに向けたというよりは、自分自身に言い聞かせるような言葉だった。

　首領が叫ぶ。

「グッ……ボケッとしてんじゃねえェ！　殺せェェェ――――ッ!!」

　命令に背中を蹴けられたように、野盗たちが弓を構える。

　その胸に、ナイフが飛んだ。

　腕でかばった野盗には、喉のどへと二本目が。

　まるで、その場にいる全員の動きを把は握あくしているかのようだ。前後を挟まれているというのに――

　前に四人、後ろに三人。

　彼らが弓を構え終わるよりも早く、青年はナイフを八本も投げていた。

　その動きは、フランツィスカでさえも目で追えない。

　兄ギルベルトや、ヴォルクス要塞で戦ったバルザック公こう爵しやくでも、ここまで速かったかどうか。

　ナイフは全ての武器のなかで最も速いといわれるが、それにしたって異常だった。

　助けてもらった側なのに、身震いしてしまう。

　とはいえ、見とれて惚けてしまうほど、フランツィスカは普通の少女ではない。

　地面に置いたクロスボウを足で蹴り上げ、摑つかむと同時に、引き金を絞る。

　針のような矢が飛んだ。

　首領の頭へと。

「ガッ!?」

　血が噴き出した。

　野盗の首領が、もんどり打って馬から落ちる。その目玉には矢が突き刺さっていた。

　フランツィスカは誓いを果たしたのだった。

　悲鳴を上げ、野盗たちが逃げだす。

　――皆殺しにしてやる！

　クロスボウに二本目の矢をつがえる。

　しかし、馬を走らせたり、森に逃げこんだりと、さすがに野盗の逃げ足は速かった。

　残らず、いなくなる。




　　　†




「オニィちゃん、ありがとうですー!!」

　いきなり小さな女の子が抱きついてきた。

「うおわっ!?」

　バスティアンは動揺してしまう。

　急に抱きつかれたのにも驚いたけれど、こんな小さな子供に意表を突かれたのも意外だった。

「えへへ！　アタチ、マルティナです！　オニィちゃんは!?」

「俺はバスティアンだ」

「ありがとうです、バスティアンオニィちゃん！」

「ケガはないか？」

「うん！」

　バスティアンと同い年くらいの少女が、頭を軽く下げる。

「……あの……あ……あり、がと……じゃん」

　はっきり言って、目のやり場に困る格好だった。

　クロスボウの腕前からいって油断できない相手だと思うのだが、バスティアンは恥ずかしくて目を向けられない。

「なんでもいいから、服を着てくれ」

「うっ!?　こ、こっち見ないでよね！　スケベ！　アニキにしか見せたことないのに！」

「そういうつもりじゃねえよ!?」

　一応、警戒していたが、その必要はなさそうか。

　少女がドレスを持ち上げ、そそくさとリボンを結ぶ。

　慣れた手つきで軽装鎧も身に着けた。

　そして、一番年上らしき静かな雰囲気の女性が、深々と頭を下げる。

「……ありがとうございます。私はイェシカといいます」

「野盗に囲まれるなんて、災難だったな」

「……はい、でも、おかげでバスティアンさまに逢えました」

「俺？」

　首をかしげてしまう。

　早くも格好を整えた少女が、ぐいっと割りこんできた。

「バスティアンだっけ!?　アンタ、ずっと森の中を走ってきたわけ？　本当に人間？　あんなの、ありえない速さじゃん!?」

「はは……街道を馬車で走ってたら馬蹄の音が聞こえてな。念のため、俺が様子を見るために先を行くことにしたんだ。ゆっくり追いかけるように言っておいたから、そろそろ来ると思うんだが……」

　目を向けると、街道を馬車が来るのが見えた。

　ウォルアレンで出してもらった馬車だ。

　荷台から身を乗り出して、エリーゼが手を振っている。

　近くまで来ると、馬が止まるのも待たずに彼女が荷台から飛び降り、駆けてくる。

「バスティアン！」

「おいおい、危ないぞ？」

「あ、あの……この人たちは……!?」

「実は野盗に囲まれててな――」





















　バスティアンは彼女たちと出会った経緯を説明した。

　改めて、イェシカとマルティナが名乗り、エリーゼも「ハイブリタニアからの留学生なのです」と自己紹介した。

　イェシカがクロスボウの少女に言う。

「……ちゃんと挨あい拶さつなさい？」

「うっ……わ、わかってるって。えっと……フランツィスカだから！」

「そうか。ケガはなかったか？」

「一応はね。死ぬほどムカつくことはあったけど」

「お、おう」

　イェシカが静かな口調で尋ねてくる。

「……バスティアンさまは、どちらまで？」

「戦場を迂う回かいして帝都に向かおうと思ってる。今、どうなってるかわからねえけど」

「……まぁ、それは奇遇です。私たちも帝都に向かっているんです」

「アネキ!?」

　フランツィスカが驚いた様子を見せたが、イェシカは視線を向けただけでなにも言わなかった。

　バスティアンは首をかしげる。

「どうした？」

「……いえ、野盗に襲われたばかりなので、フランツィスカは怯えているのでしょう」

「ああ、なるほどな」

「……しかし、女三人での旅は物ぶつ騒そうです。頼りになる殿方が一緒だといいのですが」

　イェシカが上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

　マルティナもなにかを期待するような瞳で見上げてくる。

　フランツィスカだけは唇を尖らせ、頰ほおを赤くして「くっ……見られたし……」なんてつぶやいていたが。

「ええっと……どうするか？」

　バスティアンは、エリーゼに尋ねた。

　彼女は当然のように言う。

「たしかに、女性だけで旅をするのは危ないのです。馬車は広いですし、乗っていくといいのです！」

「大丈夫かな？」

「御ぎよ者しやさんだって、お客さんは多いほうがいいでしょう」

　念のために確認を取ったが、代金さえ貰えればかまわない――という話だった。

　イェシカが見慣れぬ硬こう貨かを出す。

「……ターレル銀貨でも？」

　どうやら、ゲルマニア連邦の貨か幣へいだった。

　御者が了承する。

　そういうことになり――馬車に三人とも同乗することとなった。

　荷台の右側にバスティアンとエリーゼが並んで座り、左側にイェシカたちが座る。

　がたごと、と馬車が進み始めた。

　バスティアンは街道の先に視線を向ける。

「御者の話だと、あと一日で戦場と思われる地域だから、明日は迂回するそうだ。あと三日もあれば帝都に着くらしいぞ」

　イェシカがうなずいた。

　マルティナは疲れたのか、眠たそうだ。

　フランツィスカはなにか心配事があるのか、ずっと浮かない顔をしていた。

　馬車が街道を進む。

　太陽が西の丘陵に沈んでいく。

　真っ暗になる前に野営の準備をすることになるだろう。

　食料を多めに用意しておいてよかった。

　イェシカが仮面のように表情を変えぬまま、エリーゼに尋ねる。




「……ところで……どうして、留学生などと噓うそをついているのですか？」



































　あとがき




『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナⅧ』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。




　今回は事態の急変を受けて、新たな道を探す旅立ちの話となりました。新しい決意と、別れと出会い。新章突入といった感じです。楽しんでいただけたなら幸いです。

　次巻は総督ラトレイユと、その参謀となったレジスが、ゲルマニア連邦の支援を受けたオズワルドに挑みます。占領された城塞を攻略できるのか!?

　そして、入れ替わるように帝都へ到着したバスティアンたち一行は――？




　宣伝になります。

　この『覇剣の皇姫アルティーナ』のコミカライズが連載開始しました。『コミッククリア』で検索ください。無料ＷＥＢ漫画です。

『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』（講談社ラノベ文庫）刊行中です。

　この二月に新シリーズが二つ始まりました。

『放浪勇者は金貨と踊る』（富士見ファンタジア文庫）魔王を倒した勇者の新たな敵は、金!?　詐欺師に騙し取られた金を、逆に騙して取り返す。そんなファンタジーです。

『艦隊これくしょん‐艦これ‐瑞ずいの海うみ、鳳ほうの空そら』（角川スニーカー文庫）提督が主人公でラブコメ風味というのは珍しいかと。築つき地じ俊とし彦ひこ先生の『陽炎、抜錨します！』と合わせて、よろしくお願いします。




　謝辞――

　himesuz先生、今回も素敵なイラストをありがとうございます。寒い日が続いておりますが、魚の美味しい季節なので、また一緒にお食事など行きましょう！

　デザイナーのアフターグロウ山崎様、西野様、いつも素晴らしいデザインをありがとうございます。

　担当編集の和田様、今回も遅くなってすみませんでした……そろそろ危ない気がするので、次巻は早めに書きはじめます。

　ファミ通文庫編集部の皆様と、関係者の方々。支えてくれている家族と友人たち。

　ここまで読んでくださった貴方に最大限の感謝を！　ありがとうございました。
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